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0.序論

0.1　高さと容積の空間デザインにおける位置づけ

　私たちは，空間の大きさを日常的にどのようにとらえているであろうか。私た

ちが空間を知覚する際に，その物理的大きさとはいくらか異なった大きさ，ある

いは形に加覚していることは，心理学の分野でも建築学の分野でも，かなり以前

から関心が向けられてきた。また，寸法や規模をいかに決定するか，その根拠を

求めて，様々な試みがなされてきた。それらは人間工学的側此から，あるいは心

理学的側面から，より実験的に明らかにしようとしてきたと言える。

　しかしその中でも，建築空間の高さと容積は，平面が規模以外にも計画等を含

めてﾄ分に研究されてきているのと比較して，あまり関心の対象とはされてこな

かった。実際，天井高と床面積の関係，またそれらによって決まる容積が様々に

変化することによる，空間の印象や機能に関する資料はわずかであると言って良

い。また，建築学科における設計の講義においても，どのような規模，形態の空

間が どのような印象の空間になり どのような利用がなされるのかについて，

系統だった教育はなされていないのが現状である。むしろ，平面や立面という２

次元の「図面」としての建築があるのが現状で，現実の空間の３次元的側面に対

しての，的確な指導がなされているかどうかは疑問である。図面と実際の空間，

あるいは写真と実際の空間のギャップは，一人一人が自らの体験で埋めていかな

ければならないのである。したがって計画する側でも，また実際に体験する側で

仏空間の３次元的側面について，あまり重要視してきてはいないのは認めざる

をえない事実だろう。また，心理学においては主として図形のような小さいもの

か，反対に都市空間レペルの大きいものが主体となっており，居住空間の規模と

そこから生じる心理的影響については，包括的な研究が少ないのが現状であろ

う。

　空間をとらえ，比較するというのは，どの様になされているのであろうか。そ

して，横幅，奥行き，高さという３つの軸，あるいは床商権，天井高，そして容

斗
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どのように捉えられ，またそこから空間の印象や，機能等の評価がなされ

るのだろうか。本章ではまず寸法と印象に着目し，建築における寸法の扱われ方

と
心理学的な側面からのアプローチの双方について，考えてみることとする。
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0.2　室空間及び構成要素の大きさと身体寸法の関係

ものの大きさを測る単位は，メートル法をのぞいては人体寸法をもとにしてい

ことが多く，ものを測るものさしとしての基準が人体であることは，否定できることが多く，ものを測るものさしとしての基準が人体であることは，否定でき

ないだろう。人が自分の身体を基準として行動する場面は，普段あまり意識され

ていないが

るときに，

しばしばあることに気づく。例えば背の高い人は，いつも電肝にの

ごく自然に頭をさげてくぐっている。遠の例としては，自分の身長よ

り長い棒などをもっている時(こうした場面もあまりないとは思うが)，十分気

を付けているつもりでも，うっかり天井にぶつけてしまったりする。つまり，身

体寸法と空間スケールというのは密接に関わっていると言えるだろう。しかし

メートル法を基準とした物差しによる測定が十分に教え込まれているために，私

たちは物差しで測定された客観的寸法に慣れてしまっている。そして，自分が空

間を測定する基準となりうることは，あまり意識されていないと言える。いずれ

にせよ，まず基本となる高さは，大の身長であり，その身長との比較による測定

であると言える。

　ここからスケールをより小さくすると，自分より小さい対象の測定ということ

になる。これはもはや，たとえば建築空間の高さと言っても，その内部に含まれ

る家具やモノの高さということになる。椅子の高さは座るという行為から，机は

書いたり読んだりといった作業の動作空間から，それぞれの高さが決定される。

また，それぞれの高さは相対的に比較される。その場合，モノとモノどうしを客

観的にみて比較しており，ある秤度は身体寸法を基にした絶対的評価であるが，

相対的な比較もかなり含まれてくる。

　今度はスケールを大きくしてみよう。再び高さを例にとるが，手の屈かないよ

うな天井の高さは，正確に測定することはかなり難しい。さらにより大きな空間

になると，壁の形などの比較になっていくことが予想される。これは，自分が囲

まれるより大きな空間どうしの主として相対的な比較である。

　つまり，a)自分との比較，b)自分より小さい二つ以上のものどうしの比較，c)自

分より大きい二つ以上の空間どうしの比較，というように，単に高い低いという

評価においても，使い分ける必要があるのではないかと考えられる。これは，床

面積や容積において，大きい小さいという評価を行司祭にもあてはまるだろう。

　(広い狭いは若干特殊で，例えば紙の人きさを比較する際に広い狭いという言葉
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は使わない。しかし，机が広いというぱ葉は使われる。この辺りはおそらく言語

学の分野にはいるのだろうが，本論の範囲を越えるため今回こうした部分に考察

を加えるのは見送りたい）。こうした言葉の用法は普段意識していないが，おそ

らく宰空間の印象や機能等の評価においては，こうした要囚の影響がみられるの

ではないかと思われる。つまり建築空間の大きさの検討を行う上で，これら３つ

の測定及び比較が，身体寸法を基準とした絶対的測定と空間寸法どうしの相対的

測定によって，建築空間を体験する際に含まれていると言えるだろう。

0.3　空間の形態と規模

　いわゆるｰ一般の庶民の住まいは，あまり建築家の関心の対象でなかった時期が

長かったことは否定できないだろう。したがって，その規模や形態，またそこか

らもたらされる印象なども，あまり関心が向けられていなかったと言える。仮に

内部に関心が向けられたとしても，それは快適な空間というよりも，美的観点に

よる形態に関してであったように思われる。現在でも，しばしば内部空間ぬきで

建築の形態のみが関心の対象となりがちであるが，まず建築においては，外観と

りわけ立面の美しさに，建築家の関心は向けられていたと言って差し支えないだ

ろう。

　その際，高さは，まず立面の美しさ，各構成部位のバランス，柱の美しさ，等

によってず面によって決定された横幅との割合で決定されている。また，そうし

た美しさの追求に，建築デザインのエネルギーは向けられていた（いる？）。

w51min（1886）の建築心理学序説でも，主として立面の形態に関心が向けられてお

り，これまで建築の芸術的側面においては，ほとんど内部空間に関心が向けられ

ていなかったと考えられる。

　図0.1はパルテノン神殿の寸法を示した図であるが，各寸法はある　一定の比率の

法則で決定されている。またル・コルビュジエらは，実際にファザードをデザイ

ンする際に，黄金比などの寸法をもとにした比例関係で，窓の大きさや配置もふ

くめて，決定することを試みている（図0.2）。しかし，いずれの場合も立面とい

う２次元の計画であり，３次元的に体験される空間として，特に内部空間を対象

として寸法を決定するというものではなかった。外観の計画が最も収税され，内

部は外観によって決定されるか，まったく外観とは切り放して計測されている。
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いずれの場合伝体験者の視点というよりは，空間を平面に投影して考える建築

家の視点で，横幅と高さが決められている。これは，建築が芸術として，モニュ

メントとして彫刻のように扱われる側面を象徴していると言えよう。実際現在も

こうした考え，あるいはこうしたモニュメントとしての建築の側面が重視される

傾向が根強いのは，個性的な空間やデザインを求める建築家の宿命だろう。ある

いは，一奇

　(つまり｀|

　
　
　
　
　
－

声
又
‘
乙 的なデザインのプロセスが，基本的に２次元ヽﾄﾞ面によるものである

面，守｡面もしくは断面）ことによるのかもしれない。
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　一方内部空間のデザイン，さらには住居のデザインがまったくないがしろにさ

れてきたわけではなく，そうした点に関心を向けた建築家もいた。このくらいの

寸法にすれば，もしくはこういった形態にすればよいであろうという考えから，

幾つか寸法体系を考案する試みがなされている。前述したファサードデザインに

おいて黄金比を用いたル・コルビュジエは，身体寸法とフィボナッチ数列を用い

たモデュール「モデュロール」を考案し，自らの作品の寸法決定に利用した（図

０．３）。彼の設計による集合住宅の代表的な作品「ユニテ・ダビタシオン」（図
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0.4）においては，天井高は2260（mm:以降特にことわりのない場合単位はｍｍと

する）（身長）850の人が手を挙げた時の手の高さをもとにしたとはわれている）

という寸法が用いられた。また，各ユニットの横幅も，「モデュロール」の単位

を用いて決定されている。ちなみにトモデュロール」のコンセプトを重視すると，

各個々人ごとの比例による算定式とすべきであるが，そういった考え方によれば，

全ての伝統的な寸法体系は，現代人の身体寸法の平均値によってに算定されなお

すべきということになるだろう。また，手の届く高さということで天井高を決定

すると

これは

日本人で身長1650の場合，約2050前後となる（建築設計資料集成より）。

ぐ

（

一般的な住宅の天井高（2400といわれている）と比較してかなり低いの

かと考えられる。また，こうした数値を決定する上で，快適性や空間の

いての心理的裏づけを持って決定されているわけではない。むしろ，寸

ではないかと考えられる。また，こうした数値を決定する上で，快適性や空間の

印象についての心理的裏づけを持って決定されているわけではない。むしろ，寸

法体系としての美しさが求められているとも言える。

　建築空間は形態として，また身体によって測られ比較されるという点け，デザ

インする上で，つきまとう困難であることは間違いない。建築家は，何か寸法を

決定する根拠を求めており，それが一方では美しい（あるいはインパクトのあ

る）デザインをいかに行うかという側面であり，もう一方は「良い引火適な」空

間をデザインしたいという側面であると言える。

　またもう一一つの問題として，こうした議論が建築家どうしの話であって，実際

の空間に生活する人，その空間を体験する人達は，まったく蚊帳の外におかれて

いるということがある。建築家の発想としては，空間中心であるため，建築空間

のデザインが，そこに生活する人にどのような影響を与えるか，もしくは与える

と思っていたのに実際はそうでなかったりするか，あまり関心の対象ではなかっ

たのである。逆に，往み手の側からすると，建築家の仕事は専門外であって，ど

のような空間になるのかは，ほとんど建築家にゆだねられていると言える。

0.4　天井高を決める要因

　既に見たように，空間の寸法を決める絶対的な要因は，身体である。人が１人

立ったり座ったりする上で，必要とされる最低限の寸法は必然的に決定される。

　｢モデュロール｜による天井高は，基本的に身体寸法を基準とした寸法である。

しかし，それ以上の床面積，天井高，さらには容積の決定の根拠は，必ずしも明
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暖ではない。
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　基本的に床面積は，その空間の機能であるとか，いろいろな要因をもとに決定

される。陽介によっては，敷地などの条件によって，必然的にある床面積に限定

される場合もある。その場合，いくらかでも快適なや間をつくるために，天井高

を操作したり，吹き抜け等を設定したりすることで対応しようという試みもあっ

た。立体最小限住宅（図0.5）や塔の家（図0.6）などはその代表的な例である。

　伝統的には，様々な建築の寸法を決定する上で，わが国においては水割が用い

られてきた（図0.7）。その中で，天井高の算定は次式に示すような方法で，基本

的に行われてきている。

　　（式Oj）天井高H＝鴨居までの高さh（5尺8寸：ただし空間により違い有り）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十〇｡3×畳数n（単位：尺）

また，これをメートル法に換算すると

　　（式0.2）H＝h（約1750）十91n（mm）

となる。この算定式によると，８畳の場合の天井高は約2400強となる。この式を

基本として，いくらか棟梁の鉄量で，内部の天井高は決定されているようであ

る。

　この算定式で特徴的なのは，まず，最低限の天井高が，鴨居までの高さとして

押さえられていることである。その上で，畳の数の0.3良信を天井高に加算する。

つまりこの算定式は，人間工学的な高さをまず確保し，その上で床面積の拡大に

件って天井高を拡大するというように，機能と見た目の双方に考慮している。お
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そらく経験的に作り上げられてきた水割の大井高が，そうした空間の要囚を考古

されている点は注目に値するだろう。ただし基本的な起居様式が床座であるた

め，視点と構成面との関係等を考慮すると，椅子座の空間にあてはめるには，若

干の改良が必要だろう。高橋（1986）によると，茶室の天井高は，経験的に作法

にしたがった位置に正座した状態の，人間の楽な仰角（快適な閉鎖感*注:文献o表

現oまま）を考慮して決められていると推測できるという。また，岡田（1993）に

よると水割りの天井高算定式は，和室での床座付を基本としているが，洋室で椅

子に座った場合に，椅子の高さを単純に足したのでは，若干高すぎる天井高に

なってしまうと推測している。また，経験的に目の高さの２倍とすると良いとい

う説もある（岡田1993）。

レ

｜

0.5　高さと容積の価値

　手の届かない高さは機能的に付加価値の少ない「空隙」とみなされやすい。し

たがって，天井高は必要最低限でも良いということになってしまうのは，ある意

味では仕方のないことだろう。最低限の天井高が確保されるという前提で，天井

高は空間を評価する上で，あまり重要なものではないということになる。した

がって，床面積の広さ，平面の形態が重視され，大井高を含めた容積を空間の評

価の単位とすることは，ほとんど行われていないと言って良い。ちなみに建築基

準法に，容積率という言葉があるが，容積そのものを表す指標ではない。算定式

は敷地面積あたりの延べ床面積であるから，実際には建築可能床面積率なのであ

る。建築基準法には居室の天井高を2100以上とするようにあるが，別に床面積が

大きくなったら天井高も高くしなさいというような規定はない。したがって，床

面積率はそのまま容積率ということで良いということなのだろう。

　経済的な理由では，なるべく空間を小さくした方が，おそらくより安くすむ。

しかし，なるべく大きい空間を，なるべく安く手に入れたいというのは，だれも

が定しないだろう。必然的に不の届かない天井高を確保するよりも，床面積を拡

大するということになる。実際天井高を低く抑えると，幾つかのメリットがある

のは否定できない。

　しかし，天井高が低くてもいいというわけでは決してなく，また容積で考える

必要がまったくないというわけではない。問題はその価値を，心理的にも機能的
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にも見出すこと，そしてそれがｰ-般にも受け入れられるかどうかにかかっている。

より大きな空間，より天井高の高い空間が，コストに見合った価値を持つかかか

が問題となる。あるいは，床面積の拡大と天井高の上昇によって，共通するメ

リットは何か，床面積が広いことによって得るもの，天井高が高いことによって

得るものが何かを，実験や調査を通じた研究によって検討し，明らかにしていく

ことにある。
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0.6　天井高と容積を決定する経済的要因

　広い空間，天井高の高い空間，そして容積の大きな空間は，おそらく経済的要

因からは，あまり歓迎されない。特に集合住宅などでは，天井高を上昇させるこ

とは，その階全ての住居の階高を上昇させることになり，全体の匝築コストも大

幅に上昇することが予想される。空間の規模を小さくすること，特に床面積を確

保しつつ機能的側面が損なわれないという意味で，天井高を低くするということ

には以下のようなメリットが考えられる。

　１）建築費コストの削減：これは既に述べたが，実際に素人が気づかない不動産

選びのチェックポイントとして，天井高や大井が貼られているか（つまり，上の

階の床が，そのまま下の階の天井となっていないか）等が，しばしば雑誌やテレ

ビで話題になっている。これはいかに安い物件において，天井高にコストのしわ

寄せがきているかを示していると言えよう。

　２）敷地の利用効率の拡大：天井高を低く抑えれば，空間の利用効率を（容積率

の範囲内であるが）あげることができる。これは斜線制限や高さ制限が設定され

ている場合に有効な手段である。しかし，地下空間の利用規制の緩和や，斜線制

限等の緩和により，こうした方法によって床面積を確保する必要は，薄れてきて

いるといえる。

　３）空調コストの削誠：容積の小さい空間の方が，より空調の効率が良い。案内

の空気量（気格）や外壁の商情が小さく抑えられ，冷暖房負荷を低くおさえるこ

とが可能である。また，空気の流れを考慮すると，天井高が低い方がより効率が

良いと考えられる。

　一一一方，住宅などで夏にあまり空調を行わない場合を考えると，風の通りを良く

設計すれば，むしろ大井高が高く容積の大きい空間の方が良いと考えられる。冬

１０

ト
　
ー

Ｉ

ｊ―

－－

Ｉ
Ｉ

Ｉ

＝
　
－

■
　
圖

Ｉ
　
■

Ｉ
　
■

■
　
■

Ｉ
　
Ｉ

レ

』
押
し

■
　
圖

■
　
■

■
’
■

■
’
■



レ

ｊ

１

場も床暖房などを利用することにより，容積の大きい空間であっても，快適にす

ごすことが可能であろう。したがって容積の大きい空間を設計したとしても，1ﾐ

夫次第ではこうした問題に対処することが可能であろう。

　４）照明の効率：照明を利用することを考えると，天井面配置の照明は，天井高

が低い方が，少ない照明で必要照度を得ることが可能であろう。

　一一方，天井が高くても照明を天井面からつり下げるようなものにしたり，あえ

て全空間を均一に照明するのではなくやや暗めの全体照明を行い，部分的に必要

な照明を行うという方法も可能である。したがって，住宅レベルでは，あまり照

明の効率を問題にする必要はないだろう。

　経済的要因からは，天井高の高い空間，容積の大きい空間は，贅沢なものと考

えられてしまうのは仕方ない。しかし，コスト以外に，容積を小さくしたり天井

高を低くする要因は，現在ではほとんどないと言ってよいだろう。工夫次第で，

単に床面積の広い空間だけを考えるのではなく，天井高の高い空間や遂に低い空

間，また容積を単位として空間をデザインすることは十分可能であると営ってよ

いだろう。問題は単に建築家が自分のアイデアだけで空間を計画するのではなく，

その空間がどのように感じられ，どのように利用されるか，またそういったデザ

インが認知されるかを，理解してデザインしているかにかかっているのではない

だろうか。

0.7　天井高と容積を決定する心理的要因と住環境的要因

　これらの要囚では，おおむね室空間の寸法を拡大することは，プラスに作用す

るであろう。

　Ｉ）開放感と圧迫感：床面積が拡大することで広々とした空間になるが，既に述

べたように，あまり広い空間で天井高が低い場合は，天井高による圧迫感が生じ

るであろう。大坪高を高くすることは空間に開放感を与えると考えられるが，床

面積との関係は，すでに見た水割の天井高算定法の例をみるまでもなく心安であ

る。また，床㈲栢が小さい空間で天井高が高すぎると，井戸の底のような空間に

なり閉鎖感が強くなるのではないかと考えられる。

　２）行動・行為の可能性の拡大：床面積の拡大と天井高のL昇によって，小さい

字間では不可能だった行為が可能となる。屋内でのゴルフスイングとかテニスの
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素振りなどは，あまり良い例とは言えないかもしれないが，分かり易い例であろ

八実際そういったことを行ってモノを壊したり 大井にぶつけたりした心当た

りのある人もいるのではないだろうか。そうした行為でなくとも，縦方向の収納

を工夫したりすることで，床面積が確保できなくても

空間を立体的に利用することが可能となる。

天井高が高いことにより

３）大きな開口部：床面積が大きいと横長の，天井高が高いとより縦に高い，大

ド

｜

きな開目高を確保することができる。こうした大きな開口部は，自然採光といっ

た面からも有効であるし健康的でもある。また大きな開し」は，心理的にも開放感

のある空間とすることができるだろう。これは例えば乾ら（1972）の研究等からも

言える（研究の内容については後にふれる）。

　４）気積の確保による空気汚染の低減：環境工学的には，室内の空気汚染（主と

して二欧化炭素等の割合）に対する所要換気量，また臭気等の問題から，ある程

度の気積が必要とされる。これは同じ環境工学的理由であるが，冷暖房効率とは

相反する要因である。容積の大きい空間とすることは，こうした問題に対処する

手段の一つと言える。

　こうした要因のいくつかは，既に経験的に主張されてきていることである。し

し
　
　
’

か
　
は

これらの中で実験的裏付けに基づくものはあまりない。実際こうした要囚

場合によっては長期的実験，調査を必要とするものも多く

となって表れにくいものも多い。

0.8　床段差のある空間

かつ明確な数値

一つの部屋に異なる床高の空間が連続してある空間（以下「床段差空間」で略

す）というものは，あまり一般的ではないというのが現実であろう。しかし，床

段差を設定した作品は

程度確保されないと、

建築雑誌のなかで数多くみられる。一般に天井高がある

床段差空間は不可能である。例えば最低限の天井高である

210()では、床投光を設定すると、投上部分の九拝までの空きは2100未満となって

しまう。したがって，床段差を設定することは，天井高の高い床面積も広い空間

において，多様な内部空間を設計する手法の１つと言える。

床設置を設定することのメリットは，心理的な要因によるものが大きい。以ト

にいくつか例を挙げる。
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　い起居様式の違いによる視点高のずれの調節，及び意図的なずらし：床叙万に

よって視点が異なる空間が生まれる。また異なる起居様式の空間どうしがつな

がっている場合，具体的には和室と洋室がつながっている場合に和室の床を椅

子の高さ分上昇させることにより，視点高のずれを調節することが可能である。

同様な目的で，キッチン部分の床をリビングより低くすることで，立位の場合の

視点と椅座位の視点を合わせようという例もみられる。

　視点のずれは，上下でお互いに見下ろしたり見上げたりすることになったり，

反対にそれを防いだりする。したがって，お互いの室空間内でのコミュニケー

ションをコントロールすると言える。また，それは居場所なども伴って，心理的

に影響すると考えられる。

　２）曖昧な空間分節：一つの空間において二つの床高の違う部分があることに

よって，平面上では分断されるが，視覚，音響，空調等は連続した空間という，

曖昧な分節がなされた空間を設定することが可能である。

　適切に床段差を設定することにより，居住者どうしによって，様々な状況に応

じた，空間利用の可能性がある。Ｉ）の居場所や視線のコントロールも含めて，１

つの空間として，場合によっては２つの空間として利用できるだろう。

　３）床段差の縁の椅子としての利用：床段差が椅子等の高さと同じであれば，椅

子として利用可能である。和室洋室の連続設定の場合に，おそらくこうし設定か

可能であろう。また，車椅子で生活している人が，和室での生活も楽しみたいと

いう場合，和室の床高を，車椅子と同じ高さに設定することによって，乗り移る

際の負担を軽くすることが可能と考えられる。

　‥一般に段差のあることは，バリアフリーの観点からは，あまり好ましくない。

しかし，利用方法によってはむしろ，身体障害者のための空間を設計する有効な

手段となると考えられる。

　４）叙上部分の床下の利用：段上部分の床下は，収納スペースとして利用できる，

ま仁　1500程度以上の高めの床叙差の場合，クローゼットとしての利用なども考

えられる。

　床段差を積極的に利用した例としては，藤井厚二の「聴竹居」があげられる

　（図0.8）。藤井（1928，1929）によると，「遺憾ながら私的生活において坐式の全

廃さるるのは遠き将来のことで，当分の間は腰掛式の生活を原則としても，坐式
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生活か併用されるものと見るのが適当」としている。さらに腰掛式七生式とを併

用し，またその際に別棟としたり完全に部屋をわけるのではなく，１室内に両方

を兼ね備える場合もあるうることを指摘している。その際，里人の部分の床［缶を

椅子座部分よりも300から350高くして畳敷きとし，大作目の高さが同じになるよ

うにすると不快感がなくなるとしている。また，テーブルを両者の中間に配置す

ることで，好みに応じて使い分けることができるとしている（西山，1976より）。

　「遺憾ながら」という文章から，藤井はどうも，洋式の生活に統一する（され

る？）ことを考えていたようである。しかし洋室と和室の比率は逆転したと考え

られるが，和室がなくなってしまうことはなさそうである（沢田，1992）。むし

ろ，興味深いことに，藤井の床段差の利用法が，多様な利用の日］^能な空間の設定

方法として積極的に利用されている事例が，現在でも多くみられることである。

これは，わが国独特の空間設定と言えるだろう。吹き抜け等を含めて，同じ空間

にさまざまな視点を設定することで，空間を演出することも，よく見られる手法

である。これはわが国に限ったことではない。空間の規模としては，やや人きめ

のものに限られるだろう。

　しかし，これらの要因はすべて建築家の経験か，一部人間工学的な理由に基づ

図０．８　聴竹居（断面図．設計：擲井厚ニ，文献：「日本の住まい||」より）
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く予想である。床段差の設定によって，こうした心理的側面にどのような影響を

与えるか，天井高なども含めて検討する必要があるだろう。

0.9　高さと容積に関する既往研究

0.9.1　高さの知覚

　室空間に限らず，建築空間の高さに対する関心は，心理学者ももっていた。空

間の異方性は，とりわけ古典的な問題として月の錯視や，水浙垂直の線分の錯視

があげられるが，同様に，構築環境における錯視等も重要な関心事であったと思

われる。ただし，実験的な変数統制が難しいことなどが主な要因であろうが，居

住空間や建築空間に関する実験はあまり多くない。

　Metzger(1953)は，その著書の中で，未発表の研究であるが，建物の外観の高さ

は，最大1/4高く感じられると記している。また，横幅と天井高の同じ立方体の空

間は，天井がやや高く縦長の空間に感じられる(はずである)としている。天井

高ではないが，床面積に関連して，家具の入っていない空間は思ったより広く感

じないが，家具が入ることによって，広さが実感できるという。これらは主に

Metzgerの実体験に基づく主観的なもので，実験的根拠に基づくものではない。お

そらく大井高が高く感じられるという考えは，２次元平面図形における縦方向の

線分の過大評価など，さらには実際の体験に基づいて，記したのではないかと考

えられる。興味深いのはMetzgerが視覚の説明をする上で，建築空間の体験を用い

てできるだけ読者の日常体験に基づいていると思われる事例を，あるいは実際に

日常の空間体験で体験可能な事例をあげていることである。

　拒賜ら(1976)は，レシオメソッドを用いて，小学生と先生に，学校の様々な室

空間の大井高を回答させている。それによると，学年があがるほど精度が高くな

り，規模が小さいほど精度が高いという結果を得ている。先生の回答の結果は，

被験者が５名しかいないため事例ごとの分析となっているが，体育館の天井高の

精度が低かった。この結果より，成長による身長の違いの彩管と，様々な長さに

関する知識等の影響の双方が考えられる。また，精度が低い場合過大評価の傾向

があり，これはMetzgerが言及している外観の高さの事例とも，扱っている対象が

内部と外観との違いがあるが，傾向として一致する。

　山崎ら(1984)は1/12の縮小モデル空間を用いて，様々な平面形態，床面積，天井
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高，及び傾斜天井の傾きを変えた空間を用意して，高さ感をマグニチュード指定

法で回答させた。空間にはスケール感をだすため，人形や家具がおかれた。その

果桔 天井高は2700(mm)に相当する高さから過大評価され，床面積が小さくなる

ほど，大井は実際よりも高く評価される傾向があった。この実験は縮小模型実験

であるが，天井高が高く また床商権が小さく 断面が縦長になるほど，天井高

が過大評価される傾向にあった。

　清家ら(1958)は，高さが異なることによる水平面の見えが，どのように変化す

るのかを実験している。屋卜に絹糸で高さを調節できるようにピンポン玉をグ

リッド状にとりつけた装置を用いて，被験者に予め指定した高さと同じに感じる

高さに，ピンポン王を調節させた。高さは1000～5000(mm)までの水平㈲について

行っている。その結果，高さの知覚は眼の高さでは過高錯視する傾向が く高 眼

よりも高いところでは，過低錯視する傾向にあるという。この結果は一見すると

既にみた研究とは異なる結果である。しかし，この実験では，おそらく眼の高さ

よりも上の場合，空を背景にしたピンポン玉であることから，背景との対比で，

低く感じられたのではないかと思われる。

　内藤ら(1993)は，目標物を様々な高さに提示し，水平方向に提示した同じ目標

物を，同じに感じられる距離に移動させる実験を行った。その結果，対象を見上

げる陽介は，実際の距離よりも遠く感じられ，遂に見下ろす場合は近く感じられ

ることがわかった。この実験は体育館の内部で，なるべく壁などの影響を受けな

いように行われているが，同じようにある対象を扱った清家らの実験とは，部分

的に反する結果となっている。これは，何らかの形で一方は外部空間であり，一

方は内部空間であることが作用したと思われるが詳細は不明である。高いところ

にある対象はより遠く感じるという傾向は，身分が高貴な人や，高貴な存在の対

象は，物理的な空間においてより高い位置にあることと一致し，執然かもしれな

いが興味深い。こうした身分と空間に占める位置関係については，西山(1976)も

起居様式に関連して著書のなかでふれている。

　概して空間の高さは，特に身長を１(ｍ)程度越えるような高さ以上の場合，よ

り高く感じられるのではないかと考えられる。しかし，その錯視量について一般

的な数値を導くことは難しそうだ。外部空間の場合，特にその建物が何もない広

い敷地にぐっているのか，大都市の密集した空間なのかによって，背景との対比
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等の条件が異なってくる。内部空間の場合はそうした問題はあまりないが，家具

が入った場合，その大きさとの対比で，ある程度正確なIIII答になることも予想さ

れる。また，宰空間の内部での高さ，とりわけ起居様式によって生じる視点高さ

の違いや，ものの位置との関係は，空間内部での距離感などに影響すると考えら

れる。

0.9.2　好ましい天井高

　漠然とした表現であるが，どのような形が「よい」形で，「よい」空間かを知

るという目的の研究がいくつかある。こうした｜よい」とか「快適な」という評

価が空間の形態のみから生じるものなのかは，あまり明確ではないところが多

い。

　Jeanpterre（1968）は，空間の幅を2000～3000，奥行きをIC）00～5500，高さを2000～

3000（mm）の範囲で変化させ，好ましい大きさと形を回答させる実験をおこなって

いる。結果は，12m2の部屋では，立付で2540，椅子座付で2470，床面積30m2の部

屋ではす付で2700，椅子座付では2640という高さが好ましいという。また身体寸

法や性別による有為差はみられなかった。なお，被験者が好ましいと回答した理

由は，自分の家の天井高と同じであったからというものであった。

　既にふれた山崎ら（1984）の模型実験では，SD法による評価も行っている。その

結果3000（mm）に相当する高さ（縮尺1/12）で「良い」という回答が最大となり，

平面形態は結果に影響を及ぼさないという。上野ら（1977）もSD法によって適当な

高さを調べているが，2400（mm）あたりが適当であるという結果を得ている。

　Jcanpierreの結果は，やや床面積と天井高の関係を示している。　しかし，山崎ら

の模型実験では平面形態の影響はみられず，天井高が高さのみで善し悪しを判断

されるのか，空間の形態として判断されるのか，意見がわかれるだろう。山崎ら

の高さに関する実験は，高さのみを中心としていたようなので，被験者は高さの

みに着目したかもしれない。おそらく，実大空間であることも含め，JeanPierreの

結果が一般的であると思われる。｜良い」という判断は自分の家と回しだからと

いう理由は，日常の体験の影響は，空間の好みにとって重要であることを示して

いるとも考えられる。だとすれば，より天井高の高い空間に生活するようになっ

た人はより高い天井高を，低い空問に生活するようになればその天井高が「良
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い」天井高（あるいは良い形態でもいいが∩二なるということになるのだろうか。

あるいは， より大きい空間が標準となって行けば
がさ羨

ご
犬のそ

｢好まれる｣ 空

間となるということになるとも言える。したがって，空間は少なくとも大きさと

して，今後も改善されていくべきであるということになるだろうか。一方で無限

に空間が拡大していくとも思えないので，ある程度「良い」とされる天井高は，

ｊ

～
１
１

社会的変化に伴って変化していく可能性はあるが，

くと思われる。しかし，その慎はかなり幅が大きく

とは難しいと考えられる。

ある程度の規模に収果してい

，具体的な数値を提示するこ

0.9.3　室空同寸法の弁別に関する研究

　既にみたJeanPierre(1968)のもう一つの研究によると，室の奥行きが2.5(m)と4(m)

の空間を用いて奥行きを僅かに変化させる実験を行った結果，120(mm)の変化を

66％の被験者が，240(mm)の変化では95％の被験者が，奥行きの変化を確認できた

という。

　小林(1977)も同様な実験を，大井高も含めて行っている。基準となった空間は

3000×4500×2500(WXDXH，mm)であり，被験者には直接広さを聞いている

とわからないような質問方法を用いて，広さの違いを調べている(詳しい方法は

文献に記述がないため不明)。その結果，平面の変化には気づくが，天井高の変

化には気づきにくいという結果を得た。また一辺の1/20～1/10ぐらいが，３次元

の奥行き，幅，高さについて，心理的に判断しにくいという。

　ﾄ野ら(1977)は悟常法を用いて，6畏と8畳を基準として，奥行きを変化させる

実験と，天井高を変化させる実験を行っている。その結果，奥行きの弁別は広く

していくときの方が，狭くしていくときよりも粘度が低かった。また天井高の場

背は，2400(mm)以下では高くなった場合の方が低くなった場合よりも敏感で，反

対に2400(mm)以上では逆の結果を示した。弁別に必要な変動量は概ね100(mm)前

後であった。

　これらの実験は，実験空間がそれぞれ異なり，また実験空間の条件もバリエー

ションが少ないため，一般化するには多少無理がある。しかし，大まかな目安と

しては，空間の寸法の弁別は1/10程度であると考えて良いだろう。この数値は，

Teghtsoonian(1971)の研究による長さのウエーバー比0.029や，岡田[]993)が著書の
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なかでふれている数値（□）3よりもかなり犬きいと言える。しかし，ものの長さを

比較する場合と，内部空間を３次元的に比較する場合とは，単純に比較できない

だろう。むしろ，壁面の形態や，床面積などの複合として，空間の一辺の長さの

弁別を行うことを考えると，1/10（0.1）という数値は妥当であると言える。

　上野の結果から考えると，天井高が低くなる場合は精度が高く，上昇する場合

は低いと考えて良いと思われる（ただし2400（mm）以ﾄの場合）。これには，後に

触れるが圧迫感や開放感といった，空間の大きさからもたらされる印象の影響も

考えられる。この結果があてはまるとすれば，天井高の高い空間はより高く計画

しないと，高さの違いを感じてもらえない。また遂に天井高の低い空間は，あま

り極端に低くしなくて払その低さによる効果が十分えられるということになる

だろう。

0.9.4　天井高の広さ感に及ばす影響

　天井高が広さ感に影響を及ぼすかどうかについて，大西(1979)らの実験がある

　(図0.9)。これは，床面積が2700×2700(mmxmm，4.5畳)で，天井高が1900

～3100(mm)の間で50(mm)問隔で設定可能な空間を用い，一対比較により天井高が

変化したときに，広さと高さをどう感じたかを回答させるという実験であった。

納采は，天井高2400(mm)以下では高さの絶対値が広さ感に大きな影響をヅえ，天

井高2400(mm)以上では壁面のプロポーションが広さ感に影響を与える(天井高

2700～2800)というものであった。また視野の範囲内に天井面と床面が同時に意

識される範囲を越えると，大井高と広さ感は正の相関をしなくなった。
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図0.9　天井高と広さ感の相関（大西1979を基に作成）
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　この実験は高さが広さ感に影響を与えるという，他とは異なった視点での実験

である。この実験から，止の相関がある大井高は2700(mm)以下となっており，縦

長の空間ではない場合は，天井高の上昇は，空間全体を広く感じさせる効果を持

つと考えられる。また，3000(mm)程度まで上昇すると負の抽関になっており，縦

長の空間が扶さを強調する結果となることを示唆している。

0.9.5　高さと身体寸法

　低い天井高や床段差などは，身体寸法と密接に関わっていると考えられる。動

作空間の資料はすでに多くが蓄積されている。一般に上りやすい階段の高さは，

踏面(tread)をＴ，蹴上げ(rise)をＲ，歩幅(600～630mm)をＫとして，

T+2R=K，もしくはTR=450(cm)という計算式が，経験的に知られている(文献：

建築計画1　より)。椅子の高さや，物をとることができる高さ，作業面の高さ等

仏人間工学的に，概ね決定される寸法である。また，天井高が最低限頭がぶつ

からない寸法が必要であることは言うまでもない(法的には2100以上)。

　宮野ら(1970)は，天井高が低い部分を通過する際の，頭や腰などの下がり具合

を調べることにより，天井高が行動に及ぼす影響を人間工学的観点から調べてい

る。基準大井高を2400(mm)とし，幅1200(mm)，長さ7200(mm)の通路で，歩行出

発点より240(ト4800(mm)の間で天井高及び天井長を変化させる実験を行ってい

る。結果は，空きが身長の0.1程度では，腰を含めて上体全体を落として歩行し，

0.1～0.15では上体を前屈し，0.15～0.2では頭を前屈させるのみで，0.2以上あれば

通常歩行が可能となるという。また通過行動に入るのは1(m)前からで，もどるの

はI(m)すぎてからであった。

　この0.2の空きという寸法は，一体何からくるのであろうか。おそらく歩行に伴

う上下動なども，通過可能かどうかの判断に影響するということだろう。少なく

とも身長1650の人にとって，1980の火牛高が最低ラインということになるが，よ

り身長の高い人も含めると，建築基準法での最低天井高21()Oは，ぎりぎりの大井

高ということになるだろう。

0.9.6　室空間の容積

　床面積は，機能的な要求や敷地等で決定される。したがって，天井高ととり
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床面積と天井高の関わりとしての容積や，字間の堅面プロポーション，及び３次

元的プロポーションと，それによって生じる圧迫感などとの関係に関心が向けら

れている。

　AckingとKUHer（1966）は大きさを変えられる模型室（1000×1000×500mm）を用

いた容積評価の実験を行った。次口実空間モデルを４つ設けて，回様な実験を

行っている。その際，壁面の幅と高さの比が1:1のものと２：１のものを一紙とし

て，各紙のうち1　室には窓を設けている。その結果，模型実験では，壁面のプロ

ポーションが大きさの感覚に影響を与えるとしている。また，壁の幅と高さの比

が1.5:1，2.4：Ｉのとき室空間は最も小さく感じられるという。また，実空間の

実験では，壁面の比率が２：Ｉの空間は，正方形のものよりも常に小さく感じられ

るという。

　内田（1979）は，2700×2700×2400（4.5畏，天井高2400mm）の空間を基準とし

て，様々な空間の見かけの容積と圧迫度（基準空間の圧追啓を１００とした数値）

を，マグニチュード推定法で回答させている。その結果，物理的容積が等しい場

合，床面積が小さく断面が縦長の空間の方が，また平面が長方形よりも正方形で

ある方が見かけの容積を大きく感じられるという。また，圧迫度は住宅のような

小さい平面の場合，天井高が大きな影響力を待つという結果を得た（図0.10）。

また乾ら（1972）は，模型実験であるが，作業面の平坤照度，窓の立体角投影率，

及び容積を変数とした開放感の計算式を提案している（図0.巾。

　飯塚ら（1990）は，ＣＡＤ映像による二つの空間を移動するアニメーションを見せ，

二つの空間の気積（容積）をマグニチュード推定法により回答させる実験を行っ

た。平面は長方形と正方形を用い，天井高は前後の空間でそれぞれ，一辺の1/4，

1/3，1/2変化させた。また天井高3200mmと4200mm相当の設定で，前後とも高さ

を固定した実験も行っている。その結果以下のようなことがわかった。１）前の空

間が後の空間と比較して小さいほど，後の空間の気積を過大評価する傾向があっ

た。2）1：1 : 1/4（W:D:H）の空間が，他のプロポーションの空間と比較して実際

の値に近い評価を下された。３）天井高の上昇は過小評価と過大評価の傾向が大き

くなった。４）横幅に対して奥行きが浅い今関の方が大きく感じられる傾向があっ

た。５）点景が多い方が実際の値からの狂いが小さかった。以上を結合すると，気

情感は，前後の空間比率，プロポーション，点景の有無，規模とい引暗に影響さ

21
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れるとの結論を得ている。

　AckingとK引lcr及び内田の結果より，殼も容積が大きく感じられる平面は，llこ

方形であるということになる。また，天井高は圧迫感に影響を与えることはほぼ

間違いない。乾らの研究も開放感の要因の一つが容積であることを示しており，

胆純に圧迫感と開放感を相反するものとしてはあつかえないにせよ，容積は圧迫

感などの空間の印象に影響を与えると巨えるだろう。

0.9.7　室空間の大きさに関する研究の傾向

　基本的に縮小模型実験によるものと，実大モデル空問によるものに分かれる。

しかし，実大モデル空間の実験は，内田のものが最も大がかりで包括的であるが，

他の実験は空間のバリエーションが少なく，かなり大まかな結果しか得られてい

ない。縮小模型実験では，包括的なものが多いが，プロポーションなどの見た目

に関する研究が主体となっている。

　形態の影響のみを抽出するという意味では，模型実験による結果は有効と考え

て良いと思われる。　しかし，実際の空間体験による身体寸法との関わりや，視野

と構成面との関係などを考えると，実大空間体験による実験が良いということに

なるだろう。しかし，だれしもが実際の空間を設計して，実験を行いたいのはや

まやまであるが，現実には不可能であると言えよう。可動式の実大空間を利用で

きる研究者は，筆者も含めて，非常にめぐまれていると言える。従って，縮小空

間実験は空間の形態の比較等を中心として行い，身体寸法や視野などの空間内部

での体験が重要であると思われる実験は，部分的に空間を設定して実験を行い，

可能なかぎり相互に結果を袖完しあうようにする必要があるだろう。

　概して容積感は，天井高が高い方が，過大評価されるようである。また，圧方

形平曲の方がより容積等を大きく感じられると言える。プロポーションに関して

は，あまり明確な傾向はみられない。「よい」天井高も，2400～3000まで様々で

あった。

　しかし，こうした実験に欠けているものとして，天井高の価値，容積の価値を

考えるという点がある。見かけの大きさや圧追啓も含めて，従来の守則との違い

をどのように拙らえるのか，何が変わって何か変わらないのかという視点が，実

際に体験する側が，空間をどのように評価するかに関わってくるとバえる。
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0.10　研究の目的

　建築空間は３次元であることは言うまでもない。しかし，大井高はあまり空間

の価値として重要視されてきておらず，また天井高に関心がないために，容積も

空間の計㈲単位となりえていない。これには，各寸法の大きさ知覚のみの問題で

はなく，空間を体験し評価する大にとって，何か重要かあるいは何に影響される

かという，心理的な要因が大きく影響していると思われる。天井高の拡大は，重

力によって垂直方向の移動が限られている人間にとって，視覚的な意味合いが大

きいように思われる。また，一方で出窓感などの印象については，天井高や容積

が大きな影響を及ぼすと考えられる。そのため，単に容積を基準とするというの

ではなく，室空間の床面積，天井高，壁面の形態，想定される体験者の視点，身

体寸法等の各要因どうしの，部分的あるいは包括的な関係が，空間の評価に影響

を与えていると考えられる。

的

一方，建築をデザインする立場としては，目安となる寸法や，なんらかの心理

，人間工学的な寸法決定のための根拠を必要としている。これまでも幾つか目

安となる寸法等が提示されてきているが，心理的側面に考慮した目安としては，

どれも経験的な推測の域をでないものであった。また，ある寸法が適当であると

したら，それ以上の寸法の空間はどのような意味を持つのだろうか。空間を立体

的にデザインすること，あるいは立体的なデザインの空間がどのように感じられ，

活用されるのかについて，デザインする側と体験する側の双方の立場に立った心

理的指標が，より多様な空間計画を行い，またそうした空間への理解や価値を認

めてもらうためにも必要であろう。

　本研究は，以上のことから，まず天井高の弁別について，次にプロポーション

の異なる空間どうしの容積と印象の比較について実験を行う。また，立体的空間

利用の発展形として，床段差のある空間の容積態と印象，および体験者の居場所

の変化について，実験検討する。これらの実験により，立体的な空間計画におけ

る心理的要因を，各次元ごとに抽出する。さらに室空間体験における天井高，容

積，段差高，床面積の影響について考察し，心理的要因に基づく寸法の指標の提

示と，デザインにおいて考慮すべき要因について考察することを目的とする。
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第１章　室空間における天井高の知覚

1.1　研究の背景と目的

　序論でもふれたように建築空間が３次元であるにも関わらず,実際に空間の価

値を測る指標としては，これまで床面積が主として扱われ,天井高にはあまり関心

が払われてこなかった｡現実に集合住宅等では,天井高がコストダウンや高富便化

への対応のために切り詰められるという状況も牛士ているといえる｡実際,手を伸

ばしてぶつからない程度の天井高が確保されれば,空間の機能的側面は損なわれな

い｡手の届かない高さの領域は,物を気楽にとったりできない利用価値の低い空隙

ともみなされやすい。さらに天井が低く気積がより小さい方が,冷暖房の効率も良

い｡従って,経済的側面からの天井高は最低限必要な高さでよいという結論に達し

てしまう。

　一方,天井高を高くしたり吹き抜けを作ったり，床段差のある空間をデザインす

ることは,空間デザインを行う上で重要な手法の一つであると言える。また挟い敷

地でも快適な空間を得るために,高さに着目した設計も試みられてきており，特に

都市においてより快適な住環境を考える上で,天井高の高い空間は一つの可能性を

有している。また伝統的な建築寸法の算定方法である「水割」においては，床面積

と天井高の関係,必要最小限の高さである身長というニつの側面を考慮した計算式

で天井高を決定しており，機能的な側面と同時に,床面積に相応しい天井高が考え

られてきたことを示している。

　天井が高いほど良いとは言わないまでも,広々とした感じは天井高をいくらか高

くすることにより得られることは大西ら（1979）の実験によりおおまかではあるが確

認されており,天井高を高くすることにより大きさとしての快適性が改善されるこ

とが予想される。また，小林（1977）は床面積4500×3000天井高2500（mm）の実大

空間を体験させ空間の変化を捉えさせる実験を行っており，その精度はづ亙の1/10

～I/20程度であるという結果を得ている。

　天井高の高い空間の評価については，どの程度高さが変化すると天井高が高く

なったと感じるか,あるいは変化に気づくかということが,特にデザインの有効性

を考える際に必要となる。また,広い床面積には高い天井高というプロポーション

を重視した考えや,水割の計算式などから,床面積の変化と天井高との関わりを避
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けて通ることはできない｡残念なことに既往研究においては特定の床商情のみの

実験に終わっており，床面積の変化の影響については言及されていない。

　以上のことから本章では，実大モデル空間の床面積・天井高可変装置を利用し，

天井高を捉える際の精度，特性，床面積と大井高認知の関係について実験考察す

る｡またそれらの結果から天井高に着目した３次元的な空同計画のための基礎的吉

村を提示する。

1.2　実験の方法

　被験者は天井高Ｈの実験空間を空間中央の椅子に座って5秒体験しか後,天井高

Ｈ’の比較空間を同時間体験する。そして，実験装置の外に出てきてから，実験空間

と比べて比較空間の天井高が［高い・同じ・低い］かを回答する（図1.1）。

　比較空間の天井高Ｈ’は実験天井高Ｈを中心に，より高くなるように３段階，低

くなるように３段階,合計６段階設定した。つまり実験天井高Ｈにつき，６つの比

較大井高H’について，それぞれ比較実験を行った。また比較天井高は，提示され

る順番がランダムになるように設定した。なお比較天井高H’を設定する際に一定

の高さずつ変化させるが,その変動幅αは予備実験により実験天井高の1 /50（実

験天井高の2％）を目安に５（ｍｍ）精度で設定した｡被験者は各空間ごとに建築学科

の学生20名。なお今回は空間全体を体験するということから，とりあえず体験場所

を平面中火に設定した。また，移動の際の目隠し，首の固定といった操作は不自然

であると考え，そういった統制は行わなかった。したがって，移動時の立付での体

験も部分的に含むが，被験者にはなるべくはやく，中央の椅子に座るように指示し

あまり移動時の体験が大きな影響を及ぼさないように配慮した。

　こうして一つの実験空間の設定について６つの比較空間との実験を行い,これら

の結果が正規分布累積曲線に近似するという仮定のもと回帰分析を行った｡また合

わせて,カイニ乗適応度検定による正規分布累積曲線へのあてはまりの良さの検定

を行った。その結果を基に被験者の50％以上が比較天井高H’を実験天井高Ｈよ

りも高く感じる「高い弁別閥」，低く感じる［低い弁別閥］をそれぞれ算定した。ま

た，「同じ」の回答については，目司に」を含めずに強制的にL高い・低い］を選択

させる実験を行った場合に，１／２の確率で|高い」「低い」に回答が分かれるはず

であるという仮定（田中，1977）に基づき，「高い」の回答に「同じ」の回答の１
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／２を加えた結果を回帰分析し，「感覚高さ」を算定した。ま九勺高い弁別閥」と

「低い弁別閥」の帽は，実験天井高と比較大井高の区別がついていない，いねば比

較の際の精度に相当する。そこで以後これを「弁別帽」として，精度の高低の目安

とすることとした。

　なお，この実験は悦常法に一節子を加えて計画されている。川中（1977）による

と,今回の実験を例にとると,実験天井高に対して比較大井高が低い場介から高い場

Ｈ
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介へと，被験者の「高い」という|「U答は増加して行き川低い」という回答は減少し

て行く。また，その回答の確率Ｐの変化は，正規分布累積曲線（S字曲線）に近似す

ることがわかっている。従って確率ＰをＺ得点に変換すれば，直線回帰が可能とな

る。またその際，カイニ乗適応度検定による，正規分布累積曲線へのあてはまりの

よさを検定するという手順をとった。また，一般に刺激が大きくなる場合に大きく

なったと感じる弁別間のことを上弁別間，その逆を下弁別間という。この実験では，

天井高を上昇させることを刺激が大きくなることと考えるか,その逆と考えるか,圧

迫感と開放感を考慮すると決めかねるため，「高い弁別間」「低い弁別間」という言

葉を用いることとした。

　また，「同じ」の結果は「大きい」「小さい」とは異なり，ある感覚的に同等と感

じられる刺激の大きさを中心とした正規分布に近似した分布となるが，田中（1977）

によると，その集計方法は複数提示されている。一つは上ﾄﾞ弁別間の中間値をとる

方法（平均弁別間），二つめは］司じと感じる刺激値とその割合から平均値を割り出

す方法である。今回の方法である三つめは，同じという回答を確率的に大きいと小

さいが半分ずつで構成されていると考え，「大きい・同じ・小さい」の三択の結果を

［大きいぺヽさい］の２択に変換する方法である。つまり，同じの結果の1/2を大き

いもしくは小さいに上乗せし，その分布を弁別間の計算方法を用いて回帰させ］大

きい十同じの半分」が50％でかつﾚjヽさい十同じの脂分」が50％の刺激値，すなわ

ち感覚的にI司等と感じられる値を算定するのである。田中（1977）はこの方法で計算

することを奨めている。というのも，今回の実験のような場合［高い一同じ一低い］

という３段階の評価であることと，高いと同じの間隔と，同じと低いの間隔は必ず

しも同じ幅とは考えられないためである。また，この手法により他の手法のように

旧jに」だけ分析方法が異なるという状態にならずに済む｡以上のような理由により，

今回はこれらの分析方法を用いることにした。

　実験は，主に弁別間に関する実験を目的とした|実験1よ」に床面積の空間どうし

の比較実験」，弁別間とともに高さ感が床面積が異なる場合にどのように変化する

かバこ関する実験を目的とした「実験2.異なる床商情の空間どうしの比較炎験」か

ら構成される（表1.1）。なお被験者には，二つの天井高が常に異なること，床面積

が回し実験（実験１）と異なる実験（実験２）があること，天井高がランダムに変

化していることなどは知らせていない。実験lと２は別にせず，すべて含めたラン
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ダムな順番で行われた。

　なお，教示文と実験における注意等は，資料編｡付６に示す。また，特にことわ

りのない場合，各数値の単位はｍｍ，精度はcn!（つまり10mm甲｡位）を基準とし

て，図表等で用いる。

1.3　実験1.同じ床面積の空間どうしの比較実験の結果考察

　L高い・低い弁別閥」及び「感覚高さ」の実験天井高との差ＡＨを図1.2に示す。

また合わせて，実験天井高を100％とした場合の，土２％の相対価のラインも目安

として示す。

　「感覚高さ」は実験床商情S3600×3600（以下実験床面積をＳと略す）の実験天

井高H3000（以下実験天井高をＨと略す）以上，及びS4500×4500のH2H）0で|こ

昇する。また「感覚高さ」が土２％のラインを越えて上昇したのは，S3600×3600

のH3600以上である。つまり，縦長の空間と横長の空間の場合，比較天井高H’が

実際よりも高くならないと，同じ天井高と感じられないという結果となった｡これ

らについては，もとの単純生計の結果をみたところ，「高い」と感じる割合が，比

較天井高H’が十分高くならないと増加しないこと，逆に「低い」と感じる割合は，

天井高が低くなるにつれ徐々に増加していること，「同じ」と感じる範囲が十二ﾄﾞに

　　　　　　　　　　　　　　表1.1　設定空間

冥験1.同じ面積の空間どうしの比較実験
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拡犬したことによりもたらされたと言える（図ローa,b八つまり，比較天丼高が低

くなることは徐々に気づくが,高くなることには気づきにくかったと考えられる。

　「高い弁別閥」と|低い弁別問」は，「感覚高さ」を中心として，卜下にほぼ同じ

帽をもって変化している。 S2700×2700のH2400以下，S3600×3600のH2700以

下，S4500×4500のH2400，H3000，H4500，S4500×4500の田600以ドでは川高

い・低い弁別閥］は士２％のラインにばぼ服なると言える。おおまかに訂って

H2700～3000程度までであれば，半数以上が天井高変化に気づく変化量は土２％

と考えることができる。この結果は,既往研究等で長さのウェーバー比として示さ

れている約3％（Teghtsoonian,1971，岡（H,1993）という数値と比べても，妥当な数

値であると考えられる。逆にこれらの設定以外では，土２％のラインを越えて，上

下か，場合によってはそのどちらかに変化していく。このことから，床面積が拡大

することにより，「高い・低い弁別閥」が土２％を越えて変化し始める天井高がよ

比較天井高（ｍｍ）

2200

2160　㎜

2120

2080

2040

2000

　　　　　　　20 40　60 80　100

　　　　　　　　　　　　回答率（％）
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(c)低し

（a）実験1.4500×4500のH2100の集計データ
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（♭）実験1.3600×3600のH4500の集計データ

　　　図1.3　単純集計結果（一部）
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り高くなっていくことがわかる。

　ここで視野の上限の図を図1.4に，さらに視野の上限と壁面とのおおまかな関係

を図1.引二示す。視野の上限のラインと各面積の正面壁との交点の高さは，S2700

×2700の場合H2600あたり，S3600×3600の場合H3100あたり，S4500×4500の

場合H3600あたり，S5400×5400の場合H4100あたりとなり，ほぼ結果の土２％

が成りこつ天井高の上限と一致する。また,被験者が空間の中火で出向を向いた時

に,壁面がなんとか視野に収まる場介,天井高は正面壁の縦方向の一一辺の長さで捉

えられるようになると考えられる。つまり，３次元的な空間を捉えるのではなく，

壁面の一辺の長さという平面（２次元）上の長さ（１次元）の比較判断となる。巡

に，視野の上限以上の設定（つまりより縦長の空間）になると，視野に壁面が収ま

らなくなり，天井高を捉えるには空間を上下に眺める必要が生じる。この場合,被

験者が酋を上下に勤かすことで，より精度が低くなる。また,S3600×3600のH4500

のような縦長の空間では,空間を見上げるようになり，天井面に向かって奥行きと

して大井高を捉える必要があると考えられる。そのため,二つの空間の比較がさら

に困難になるものと思われる。なお，視野に壁面が収まる条件は，空間中火の椅座

位の場合で，視野の上限を簡略化のために45度と仮定すると。

　（式目）H｡,。（天井高上限）＝1200（視点高さ）十Ｄ（奥行き）XI/2

となる。

　建築物の外部における囲まれ感を示す数値として，D/H比（奥行き／高さ比）が

用いられ,Martens（1884）は比と仰角を用いて,建物の見えを幾つかの段階に分類し

ている。それによると，仰角45度（D/H比＝I，ある程度大きい建物を想定してい

るため，視点高さは無視している）では，細部が見え，詳細が把捉できるとしてい

る。この実験では内部空間を扱っているが,Ｈを視点の高さと天井面までの高さの

差に置き換えれば，ほぼD/H＝1を上限と考えて良く，Martensの理論に，はぼし

たがった結果と言える。

1.4　実験2.異なる床面積の空間どうしの比較実験の結果考察

　回1.6に竹結果の天井高の値と実験大井高Ｈとの差△Ｈを示す。また合わせて，

実験天井高Ｈを100％とした場合の，士２％の相対値のラインを目安として小す。

　S2700×2700とそれ以外の床面積との比較では|高い弁別閥」はほぱ十２％を示
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ｉ

す。逆に|低い弁別閥］は天井高により－２％よりも低く推移するが,比較空問の

床面積が大きい場合の方が変動が小さい。またS3600×3600とS’4500×4500の比

較では，「高い・低い弁別閥」は士１～土４％の範囲で推移する。従って「高い・

低い弁別闘」が実験天井高の一定の比率になるとは言えず,床面積が異なることに

りよ 天井高の比較はしにくくなっていると考えられる。このことから，ニつの空

間の天井高を比較する際に,天井高のみを捉えて比較するのではなく，壁面の一辺

としての天井高を，壁面の形に影響を受けながら捉えると言える。

　「感覚高さ」はS2700×2700とS･3600×3600との比較において，H2400，H210（）

で実際の天井高よりも低い高さで同等と感じられる。一方それ以外の空間設定で

は，ほぼ実験天井高に等しい結果が得られている。従って，空間の縦横高さのバラ

ンスから,床面積の大きい空間ではより高い天井高が必要であろうというプロポー

ションを同一にする発想に基づく考えは，必ずしも支持されない。

　反対にS3600×3600とS’4500×4500との比較のH3600,S4500×4500とS’5400

×5400との比較のH2700以上については，床面積の広い空間（比較空間）の天井

高が実験天井高よりも高い高さで同等と感じられている。つまり，床面積が拡大す

ると，同じ天井高では低く感じられる。従ってこれらの場合，プロポーションの違

いの影響が生じたと考えることができる。特にS4500×4500とS’5400×5400との

比較でのH2700以上の天牛高においてこの傾向が明確で，「弁別幅」が拡大してい

ることも踏まえて，空間どうしの比較判断がしづらくなっていることが読みとれ

る。

　「弁別閥」「感覚高さ」の双方の結果より，S2700×2700と他の床面積との比較の

結果と，S3600×3600とS･4500×4500との比較のH3600，およびS4500×4500と

S'5400×5400との比較の結果は，全く逆の傾向を示しており，単純に絶対的な床

面積の差が影響しているのではないことが分かる。そこで,相対的な床㈲檀の変化

か重要ではないかと考え,実験空問の床面積および一辺の長さを１とする比を算定

した(表1.2)。その結果S4500×4500とS･5400×5400との比軟は床血積の凱的な

差は大きいが，床面積比は実験で設定された空間の組み合わせの中では最も小さ

い。次に比が小さいのはS3600×3600とS'4500×4500,以ドS2700×2700とS13600

×3600とい引帽こなる。つまり，床白檀比が小さい空間どうしでは，二つの空間

の違いがわかりにくくなり，床[山積の広い空間の大井高は低く感じられると言え

35
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１

る。つまり，天井高のみの寸法を比較しているのではなく，空問の縦横高さのプロ

ポーションの比較が行われていると言える。反対に,床面積の違いが明確に意識さ

れた場合,そうしたプロポーションの比較による影響を受けずに天井高を捉えるこ

とが可能と言える。実際に，実験後の簡単な被験者アンケートによると，約半数の

被験者からS4500×4500とS'5400×5400の実験では床面積の差を意識していな

かったという回答を得ており，これを裏付けている。

　表1.2より今回の実験では,(比較する空間どうしの床面積の変化を意識させない

ような)天井高が床面積の拡大に伴い低くなったように感じられる条件は,一迫の

増減の目安が約20％以下，床面積の増減の目安が最大約40％となる。ちなみに小

林(1977)の結果では，実験や間のバリエーションは少ないが,一辺の変化が約10

％程度なら意識されないという結果が得られている。このことから,床面積の変化

に気づかなかったという被験者の割合(今回は約半数)を考慮すると，今回の結果

の床面積の変化割合の値は,気づくか気づかないかの限界と考えるのが妥当であろ

う。従って，これらの結果，実験条件等を考慮すると，一辺の増減は約10％，床面

積の増減は約20％の範囲内の場合,同じ天井高と感じさせるためには,広い面積に

はより高い天井高が必要になると推測される。

1.5　視線仰角を用いた分析

1.5.1　分析の目的

　実験の計画当初は∩‾弁別閥」および「感覚高さ」の値が，主に実験天井高の変

化に従って,実験天井高を基準とした一定の割合となるように変化するという仮定

のもと，実験を構成した。しかし，これまで見てきたようにその仮説は必ずしも成

表1.2　実験・比較両空間の床面積比
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り立たない｡一方,皇空間を実際に体験するような実験ではしばしば珀度による分

析が試みられている｡視覚メカニズムや首の動きなどの,空間を視覚的に体験する

際に影響を及ぼしそうな要素のもつ特性は,おおまかにいって極座標系の構造(奥

行きと回転角)を持っている。視野におさまる部位の面積ということになると，立

体角による分析ということになり，しばしば建築デザインの分析に用いられてい

る。しかし，今回は高さのみに限定しているので,仰角と断面の分析で考察が可能

である。従って，天井高を見上げる際の分析には]新郎州を用いて角度を分析の単

位として用いることにより，こうした身体的要素との関連をみることが口｣'能であろ

う。また，床面積(正方形平面のため，今回の実験では奥行きに置き換えられる)

と大井高という二つの軸を，角度で統合するというメリットもある。今回は，断面

方向の視線の回転角に限定し,以下では,これまでの結果を仰角に換算し分析考察

する。

1.5.2　方法

　各結果を被験者の視点を中心として仰角に置き換えた｡その際,便宜上被験者は

空間の中心で正面の壁をまっすぐ見ている状態で固定し，視点を設定した（図

1.7）。その視点を基準に，大井高の変化の手がかりとして重要な正面の壁と天井の

境界を見上げた際の，水平からの視線の角度（以降，実験大井仰角とする）を基準

とし，各位をその実験天井仰角Θとの角度差AOとして算定した。また実験２につ

いては,実験空間と比較空間は,天井高が同一でも面積が異なるために仰角が異な

り，比較空間の天井高が実験空間の天井高と同一一となる角度は,実験天井高の仰角

土Ｏ度のラインよりも低い値になるため,参考に実験天井高と同一の比較天井高と

なる角度差のラインを基準として表示した。

1.5.3　仰角の変化による結果考察（図1.8）

　床白檀S4500×4500とS’5400×5400との比較を除くと，「高い弁別閥」の実験

丸井高の仰角（床白檀が異なる場合,比較天井高の仰角）との差は十２～十〇｡5度，

|低い弁別間」のそれはＯ～－２度計感覚高さ」のそれはＯ土１度という結果が得

られた。またバ低い・高い弁別閥」および［感覚高さ］の結果の上下変動はほぼ

同一で，これらはほぼ並行して椎移している。つまり∩高い弁別間が上昇した場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

朧
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
＝
」
一

重
一
’
■
■
■
■
■
■
■
■
■

圃
■
■
■
■
■

-



１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……：………＿．･･・　　・・

―

―

合は，低い弁別間も上昇しており，双方の仰角の差は，ほぼ一定となっている。こ

のことから「弁別帽」は２度～2.5度でほぽ一定と言える。

　「感覚高さ」の変動については，実験１で考察した視野と壁面との関連がつの

要因としてあげられる。しかし,場合によって結果が上に変化する場合とドに変化

する場合があり，これを説明する一定の傾向は角度でもみられなかった。しかし，

そうした変動も加味した上で，おおまかな目安としての「高い・低い弁別閥」は仰

角士２度であると考えて良い。また，視野に壁面が収まる条件では，天井高士２％

を目安とすることもできるが，これは仰角士２度の範囲に含まれる。

　床面積S4500×4500とS’5400×5400との比較での「感覚高さ」は，実験天井高

H2700から「比較空間が同じ大井高になる時の仰角」よりも高い角度を示し，実験

天井高4500では－２度まで上昇する。

比較空間の天井高H’

j●

哺
Ｌ

｜

＝L/2

ト
ト

※注：視点高さは理論値（文献：「建築設計資料集成３単位空間１」よ引

図1.7　天井高と仰角の関係
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　H4500の結果が実験1の納采に天井高が高くなるにつれて近づく傾向をみせたこ

とは,仰角が同一一となる火牛高により近い天井高を]司等と感じ始めていることの

表れと考えられる。このことは，二つの空間の床面積比が小さく区別がつかなく

なっているため,回し仰角を同じ天井高と考えるようになっていることを示してい

る。従って，床面積比が小さいと床商権の違いが分かりにくく，床面積の広い空間

の天井高は，床面積の狭い空間よりも高い高さで同等と感じられるということが，

仰角を用いた分析も裏づけていると言える。

Ｉ

４

1.5.4　体験場所と姿勢が異なる場合の影響

　今回は便宜上平面の中央で椅子に座って体験させたが,被験者が人口から椅子ま

での移動において,立った姿勢で空間を体験していることや，日常的な様々な起居

様式における空間体験を考慮した場合，結果にどのような影響を及ぼすかシミュ

仰角の変化（度）
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レーションを試みた。どの程度の大井高が適当かということに関して，伝統的な

｢本割｣による算定では和室での床座の視点を基準としておりバ羊室での椅白巫の

生活では，より大井高を高くする必要があるという意見もあり，想定される起居様

式を検討する必要があると思われたからである。

　本来ならば複数の起居様式，少なくとも，床座位，椅子座位，斌位での体験を実

験し比較することが望ましいが,今回は時間的な問題等により，そういった点へは

配慮していない。そこで,天井高の変動による仰角の変動が,起居様式や空間内で

の体験位置によりどのように影響されるかを算定した｡その際,仰角で天井高を捉

えていると仮定し，H4500の２％に相当する十90の大井高の変化をもとに，体験

場所が中央以外で姿勢が立っている場合などの,異なる条件の場合の仰角の変化量

を算定した(図1.9)。また，壁面が視野に収まるかどうかも合わせた断面図を示す

([刈1.10]。なお，今回は立位と椅子座位の結果に限定して示す(床座の結果は双方

哺

禰一一一一

･鴫|

‘;･哺

5400

4500

3600

2700
n
4
j
4

図1.10　位置と姿勢により生じる仰角変化量の断面図

　　　ぐ90m天井が上昇した場合のシミュレーション）
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し

の結果より，ばぽ予想可能であるので略す)。

　90の大井高の上昇による仰角の変化は,後ろの壁に背中を付けるようにして出面

の壁を見る場合や，正面の壁のすぐ前で見上げる場合より仏空間の奥行きの1/3

～2/3あたりの中央で見る場合の方が大きくなる。立っている馬背と座っている場

合の変化量の差は，H2400で壁から1000程度離れて眺めた場合にＩ度まで拡大す

るが，それ以外の条件では0.4度以内に留まる。またH2400で壁までの奥行き1000

まで近づくと，壁面全体が見渡せない。

　簡単なシミュレーションであるが,仰角で天井高を捉える場合,空間の中央あた

りが最も仰角の変化が大きくなる。したがって,天井高がある一定量変化した場合

に,その変化の捉えやすさという面で,空間の中央付近が壁際よりも有利であると

言える。また壁面の形を比較しやすいという点では,正面の壁全体を眺めるこ

可能な後ろの壁ぎりぎりに下がった場合が こＣ野視

とが

収まる範囲が拡大し有利であ

る。ただし，床面積が大きくなると正面の壁までの距離は遠くなるため，天井高を

捉える精度はその分低くなると考えられる。また,姿勢は立っている方が天井によ

り近いため有利であるが，H2700以上の天井高での姿勢による差はほとんどない。

　以llのように,天井高の変化を捉えやすい視点の条件として,仰角の変化がより

大きくなる視点，正面の壁の形を比較しやすい視点の条件には相反するものがあ

る。その双方をある程度満たす条件は，空間の奥行きの1/3～2/3あたりの中央で

あると考えられる。

1.6　まとめ

　九ﾅﾄ高が高く，あるいは低くなったと半数以上の体験者が気づく「高い弁別閥」

と|低い井別間」は，天井と壁面の境界を実験空間平面の中央で見士｡げた際の視線

の仰句の変化で,おおまかにいって土２度を目安として考えられる。これらの傾向

は汀ﾋ較する床面積が異なる場合で払床商情の違いが明知に意識される場合に成

万万つ｡つまり天井高の弁別は,基本的には天井と壁面の切片をみる際の仰角の変

化に基づいていると考えられる。また，壁面が視野に収まる条件の場合，天井高を

100‰として土2％を目安とすることもできる。

　プロポーションの比較による影響から,比較される空間どうしの床面積比が小さ

い堤合,床商情が大きい空間の天井高をより高くしないと回等に感じられない｡そ
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の床面積比の目安は,比較される床㈲積どうしの差が殼大士40％,既往研究の結果

も踏まえてより剱実な値を予想すると士20％以内と考えられる。

　以上の結果より，天井高を捉える際に影響を与える要因としては，1）視野に止

面壁の高さが収まるかどうか，2）比較する空間どうしの床面債の違いに気づいて

いるかどうかの２つが主にあげられる。条件1）により，天井高は壁面の高さとし

て捉えられる状態（視野に収まる状態）から，壁面を首を動かしてながめなければ

ならない状態を経て，天井面までの奥行きとして（上を向いて）捉えられるような

状態へと変化する。また，比較する空間どうしの床面積比は条件2）に影響する。

そのため，２次元的な図形の比較をすればよい場合と，３次元的な空間を比較する

場合の双方を，床面積と天井高の組合せにより考慮する必要があると言える。
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第２ 早･ 室空間の容積の認知１ (基礎実験)

｜

｜

ｙ

2.1　研究の背景と目的

　前章では，空間を立体的に考えるために入井高の弁別を中心に実験を行っ

た。本章では，さらに床商情と天井高を合わせた，容積に着目する。住宅の計画

や居住性評価の際に，これまで床面積が重要な指標として用いられてきた。しか

し同じく空間の人きさを表す尺度である容積が，用いられることは稀であった。

垂直方向で手の届く範囲は限られているため,大井高の上昇による空間利用卜の

メリットは，平面の拡大と比較して多くない。したがって，天井高と床面積を合

わせた容積は，あまり重要視されてこなかったと考えられる。

　一方づ工追啓や開放感といった心理的評価は，天井高や容積，さらには空間の

プロポーションが大きく関与する。こうした空間の印象に関する評価では，床面

積 と大井高の関係や容積を考える必要があると言える。例えば乾ら(1972)は一連

の模型実験による研究で，作業面の平均照度，窓の立体角投影率ととも４

i。－‾

II－｡

積容

を変数とした開放感の計算式を提案している。この結果より，容積の犬きさが開

放感の一変囚であることが示されている。実大空間の実験研究では，内田(1979)

の研究が挙げられる。この研究では，マグニチュード推定法により，天井高2400

(mm)で4.5畳の空間の容積を100として，様々な形態の空間の容積の見た目の大

きさと圧迫度を数値で回答させている。その結果，物理的容積が等しい場合，床

植原 が小さく断面が縦長の空間の方が,また平面が長方形よりも正方形である方

が，見た目の容積を大きく感じられるという結論を得ている。また同時に，圧迫

度の寸法指標を提示している。他にも容積は，奥行き，幅，天井高，床面積など

の各空同寸法の見た目の大きさとともにしばしば取り上げられているが,一要素

としての扱いに留まっており,容積自体が研究の中心におかれることは少なかっ

た。

　計画で容積を考える際の問題点は，奥行きや横幅（床面積）と天井高を，物理

的な大きさとしてだけでなく，空間の印象や利用という側拍iにおいて どこ まで

同等なものとして考えられるかということにある。しかし，これまでこうした観

点からの研究は，行われてきていないように思われる。見かけの容積，印象，及

び空間利用の違いがどこにあり，あるいはないのかということに対する，具体的
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な寸法を含めたデータが示される必要があろう。

　以上より本研究では，容積を基準とした実犬空間の比較実験を行い，容積の知

覚及び印象評価について考察する。さらにそこから容積を指標とする空間計画に

ついて検討し，心理的な評価に基づく寸法指標を提示する。

2.2　実験の方法

　実験を計画するにあたり，方法の単純化のため「床㈲積を小さくした場合の容

積の減少分を，天井高を高くすることにより袖うことの可能性の検証|を主な目

的と仮定し，実験空間および比較空間の寸法を設定した。実験は容積の知覚に関

するもの（実験1-1，1-2）と空間の印象に関するもの（実験2）で構成される。

2.2.1 実験１ 室空間容積の知覚に関する実験の方法

　実験１は／|亘常法とよばれる手法を基にしか実験|-1，マグニチュード推定法

による実験1-2で構成される。

　実験ト1では，被験者は基準空間を体験した後比較空間を体験し，基準空間の

容積と比べて比較空間の容積が[大きい／同じ／小さい1かを回答した(図2.1)。

基準空間と比較空間の組合せを寂１に示す。比較空間の天井高Ｈ｢(以下H'とす

る)は，基準空間と容積が等しくなる天井高H'八以下Hloとする)を基準として，

HI,を含め上下に３～４段階,合計８～９段階設定した。これらの８～９つの比較

空間ごとに，基準空間との比較を行った。なお，原則として比較空間の天井高H'

を，等容積となる天井高Ｈ'｡を中心に上下３段階，全７段階とした。また，比較

空間の天井高H'が上３段階の場合に，もし｢大きい｣という回答が50％に満た

ない場合，さらに上に１段階天井高を追加するというように，50％を越えるまで

適宜比較空間の天井高H'を追加した。下３段階の場合もﾚﾄさい｣について同様

な方法をとった。ちなみに比較する二つの空間の組合せにより，比較空問の天井

高H'の設定故に違いが生じたが，全ての結果がカイニ乗適応度検定を5％水準で

満たし，信頼性は向上した。

　H'は，虻験者が壁際中央に立ち，正面の壁と天井の接片を見上げた場合の仰角

が２度ずつ変化していくように,H'ぃの時の仰角を基準仰角として設定した。これ

は前章の天井高の弁別実験の結果により，正面壁と天井面の接片を見ﾄこげた仰角
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図2.1

表2.1

実験方法

l）怯県空間に入る。

2）空問を15秒体験する。

3）比較空間に入る。

4）空間を15秒体験する。

5）比較空間を出て，質問に回答する

実験及び質問項目

実験I-|:基準空間と比べて，比較空間の

　　　　容積が[大きい・同じ・小さい]

　　　　かを，回答する。

実験1-2:基準空間の容積をS00として，

　　　　比較空間の容積を数値で回答す

　　　　る。(比較空間の容積が，基準

　　　　空間と同じ場合のみの実験)

実験2:】)基準空間の方がゆったり

　　　　　感じる。

　　　　2･l比較空間の方がゆったり

　　　　　感じる。

　　　　3)2つとも同じ感じがした。

　　　　4)どちらとも言えない。

　　　　のいずれかを選択する。

実験方法

実験空間の設定

基準空間 比較空間 　容積V＝VI。

(SXH＝SIXH',)

　　　(�)

床面積比

　S'/S　床面積S　　　天井高Ｈ

（ｍｍｘｍｍ）　（ｍｍ）

　床面積S’　天井高H自。　　天井高ＨＩ

（ｍｍｘｍｍ）　（ｍｍ）　　（ｍｍ）

3600×3600　　　　　2100

　　　　　　　　　　　　　2400

2700×2700　　　　　3730　　　　　　H’十α
　　　　　　　　　　　　　　4270　　　　　°‾

27.2

31.1
0.56

　　　　　　　　　　　　　　2100

4500×4500　　　2400

　　　　　　　　　　　　　　2700

　　　　　　　　　3280

3600×3600　　　3750　　　　ﾄ仏土α

　　　　　　　　　４２２０

42.5

48.6

54.7

0.64

5400×5400　　　jlE3 4500×4500　　　1a3§　　　　H'｡土α 70.0

78.7
0.69

注：ＨＩはHI,Iを基準に，被験者が比較空間の壁際に立ち，正面の壁を眺めた場合を仮定し，

　　ﾘJIり,Ｗ)変化が視線角度の変化で２度となるように,2を設定。

47

-四

--

　
　
一
　
・

Ｅ
」
ｌ
ｌ

古
－
じ

■ ㎜

腫
一
■
一
■
一
■
一
皿
一
嘉
一
Ｉ
＝
■
■

ヽ一一

-

゛惣|

ヽ
鴫
禄



･ ･ l 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 j ●

● ● ･ ● ● = 皿 I J ’ ¶ j 　 　 ・1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ゝ L L J ･ J 之 ． ． ｊ ． よ _

　 Ｉ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’ ● ㎜

－
り

―

の変化量で土２度という結果を得ているためである。本研究のような実験では，

操作する刺激の変化量がなるべく一定であることが,信頼性を高めるために望ま

しい。つまり，比較空間の天井高H'の変化量が，刺激として一定であることが，

正規分布累積曲線への適応度の信頼性の向上に必要とされる。そのため，H'の設

定を仰角の変化で一定とすることとした。なお，図2.2に仰角と比較空間の天井

高の関係を示す。

　実験での提示順序は，設定したＨ'がランダムに出現するように配慮した。体験

時間は各空間ごとに15秒，被験者は主に建築系の大学生20名(男女各10名，19

～25才)である。空間内での被験者の姿勢・居場所は，特に指定していない。

　実験1-2では，被験者は基準空間を体験しか後，比較空間を体験し，基準空間

の容積を100とした場合の比較空間の容積を数値で回答した。実験は，比較空回

が基準空間と同じ容積となる，比較空間の天井高H'oの場合のみ行った。その他

の条件は実験ト1と同様である。なおこの実験は，実験ト1とは独立して行った。

AO（度〉
+4

士０

十6

十2

緋

１

視点高さH。

=1490(mm)

-弓･.y2度

失言

４ ●●

４･

等容積天井高HO

　※注：簡略化のため，

　　　　L,をLに置き換えて算定。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
　
　
一
一
　
　
　
　
　
　
一
‘
　
　
　
　
　
一
一
　
｀
一
一

〇
上
戸
仁
平
レ
こ

」

レ
し
仁

| ･ ･ ． ’

48 四I

ン ‾ ど ．

,基準仰角

視点から壁面までの

奥行きしj

　　　奥行きＬ

図2.2　比較空間の設定天井高の仰角による算定
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2.2.2　実験２：空間の印象評価に関する実験の方法

　実験2は実験ト|と同時に行われた。被験者は実験ト1の回答と同時に川ｎ基

準空間の方がゆったり感じた/2)比較空間の方がゆったり感じた/3)二つとも

同じ感じがした/4）どちらともいえない」のいずれかを選択した。なお 験実

】も含めた教示文は，資料編｡付２に掲載する。

　印象評価の指標として用いる形容詞は,小木曽ら（1961）の研究を参考として，

建築空間を評価する上｡で，形態の影響の出そうな候補を複数選択した。実際「圧

迫感」などは重要な評価であろうと思われる。しかし，今回容積の拡大による肯

定的側面を調べたかったことや，時間的な制約,特に被験者への負担の増大など

を考慮し，［ゆったり］という評価のみを試験的に用いた。従来の実験では，見

た目の大きさを調ベマグニチュード推定法などの実験と,空間のイメージを調べ

る実験（一般にSD法が多いと思われる）を，同時に同一条件で試みることは，実

大空問を自由に体験するような形で行なわれていない（内田は圧迫感を調べる際

に，マグニチュード推定法を用いて圧迫度として実験している）。今回は幾つか

の重要な評価をピックアップすることで,ある程度イメージの側面を考慮した実

験が可能と考え，こうした方法をとった。

2.3　分析方法と用語の定義

2.3.1　実験１の分析方法と用語の定義

実験1-Iでは，各比較空間ごと４ 全被験者の何％が「大きい（あるいは，同

じ／小さい）」と感じたかを集計した。その際「大きい」の回答比率は，
’
‐

般

H’が低くなるにつれて減少し，巡に「小さい」の回答比率は，H’が低くなるにつ

れて増加すると考えられる。また割合の分布は正規分布累積曲線に近似すると考

えられ，この仮定に基づいて各H’での確率pをＺ得点に変換し，最小二乗法によ

る直線回帰を行った。これは，前章と同様に田中（1977）に基づく。

　こうして算定された「大きい（小さい）」という回答比率が50％となる天井高

を，「大きい（小さい）弁別高さ］とし以降用いることとした。また，「大きい弁

別高さ｜とﾚ」ヽさい弁別高さ」の差を，「弁別高さの幅」とした。「弁別高さの帽」

は，大きいとも小さいとも判断のつかない範囲と考えることができるため，その

拡大は，比較される二つの空間の容積の違いが，よりわかりにくくなっていく目
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安となる。

　「同じ」の問答比率は，見た目の容積が同じと感じられる比較字間の丸井高を

中心とし正規分布を成すと考えられる。この見た目の容積が同じと感じられる

ときの，比較空問の天井高の算定値を［同じ感覚高さ］として定義した。算定方

法は川大きい，同じ，小さい」の３択即答により得られた回答比率を，「大きい

十同じ×1/2，小さい十同じ×1/2」に置き換え，「大きい／小さい」を強梢的に

選択させる２択方式を用いた場合と同等と考え，「大きい十同じXI/2（小さい十

同じXI/2でも回し結果となる川の確率pをＺ得点変換して直線回帰を行い，50

％となる天井高を算定する方法を採用した｡なお,以上の分析方法の採用理由は，

前章に記述したので参照されたい。

　また,全ての分析において各結果の分布が正規分布累積曲線に近似するという

仮定の検証のため，カイニ乗適応度検定を行った。

　実験1-2では，被験者の回答の平均値を求め，実容積を基準とするt検定を行っ

た。

2.3.2　実験２の分析方法

　比較空間の天井高H’の上下に伴う各選択項目ごとの回答率の変化をグラフ化

し，項目どうしのカイニ乗検定及び多重比較（ライアン法）を行った｡,また，逆

正弦変換法により，けﾋ較される空間の組合せ」×「比較空間の天井高の基準仰

角との差AO」の，二要因の分散分析及び多重比較を項目毎に行った。なお，本来

分散分析を行う上で，この実験は「床面積」×「天井高」×「基準仰角との差AO」

の３要因となる。しかし実験の祐介で，全ての天井高を全ての床面積の組合せで

行っていない。そこで，床面積の組合せと大井高を合わせてけﾋ較される空開の

組合せ」とし

とした。今回

比較空間の天井高の基準仰角との差AΘ」との２要囚の分散分析

宇に「ゆったり感じる」のグラフの変化の相違をみることを印判

とするので，多重比較による空間ごとの総当たり比較による，グラフの相違の目

安として検定払果が得られれば良いと思われる。またこうした方法のため，比較

する空間の組合せの主効果，比較空間の天井高の仰角の主効果は当然みられた

(P<0.01几
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2.4　実験の結果と考察

2.4.1　容積の知覚に関する実験の結果考察

（1）実験1-1.恒常法実験の結果考察

｢大きい弁別 高さ，同じ感覚高さ，小さい弁別 高さ］の結果を図2.3に示す。「犬

きい弁別高さ｣は，H'o十20～十360(mm)(以ﾄﾞ単位略)となる。｢小さい弁別高

さ」はH’o － 370 ～－780となるパ詞に感覚高さ」はH’o － 360 ～十30となる。

(A)

基準空間:

S 3600×3600

　(8畳)

比較空間:

S‘2700×2700

　(4.5畳)

床面積比:

Sj/S 0.56

(B)

基準空間:

S 4500×4500

　(12.5畳)

比較空間:

SI3600×3600

　(8畳)

床面積比:

SI/S 0.64

(Ｃ)

基準空間:

S 5400×5400

　(18畳)

比較空間:

S'4500×4500

　(12.5畳)

床面積比:

SI/S 0.69

比較空間の天井高HI（mm）4630Sさ360）

　　4500　　　　　　　　　　　　　　

｡/4柚+36）
　　　　　　　　　　　　　　j

4000

（

3y14

3500

3000

2500

3451
(-300)

310(F‘゛'

(-650)

７１０

00

37?が8o）

回∂初
回

凡例

一一一一.大きい弁別高さHlh

一同じ感覚高さHI，

弁別幅

汗剛mm）

1000

5∂∂

　　　　　　2400基準空間の天井高Ｈ(ｍｍ)

上唱恋間の天井高HI(｢71「ΥL.｣+160)
4000・

3500

3000

2500

ぶ
げ

ぶ
ぃ
Ｓ
0
.

小さい弁別高さHls

等容積となる
　比較空間の天井高H'o

※注：括弧内の数値は，

　　HI,1との差を示す。

邸朧
回
訓
回
目

２１ 00
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o9‰o砂み）

　　・IQQQ
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　　　　2700基準空間の天井高Ｈ(ｍｍ)

図2.3　実験|-1の結果（比較空間の天井高による結果）
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　比較空問は，基準空問と比べて容積が㈲にもしくはやや小さい場合に，回し拓

植と感じられる。比較されるニつの空間どうしの床旅情の広さや，天井高の高低

にしたがった一定の傾向は，結果にみられなかった。

　「弁別高さの幅」は，最小で550，最大で840であった。比較される空間どうし

の床面積が小さく，天井高の高い場合の方が,弁別高さの帽は大きい傾向にある。

比較空間が級長になり，二つの空間の３次元的なプロポーションの違いが大きい

ほど，容積の比較が困難になると考えられる。

　「大きい弁別高さ，同じ感覚高さ，小さい弁別高さ」を基準空間の容積V’バ以

下，V’oで略す）を100とした場合の容積の割合に換算した「大きい弁別容積，同

じ感覚容積，小さい弁別容積」を図2.4に示す。「大きい弁別容積」はVI｡十１～

十8％で，「小さい感覚容積」はV’o－ 18～－9％，「同じ感覚容積」はV’‥十1～

－9％となる。

　以上のことから，比較する空間どうしの床面積や天井高により土5％程度の違

いを有する大まかな値であるが，少なくとも比較空間が基準空間の容積の十I～

－9％の場合に，二つの空間は同じ容積と評価される。言い換えると，ニつの空

間の容積が同じ場合，縦長の断面を持つ比較空間の方が，ほぼ同じか，最大10％

程度容積が大きいと評価される。

（2）実験1 -2.マグニチュード推定法の結果考察

　実験1-2の結果を図2.5に示す｡同じ容積であれば比較空間の容積は最低でも基

準空間の十4％，最大で十17％程度大きく感じられる。この結果は，実験ト1の

結果とほぼ同じ傾向を示している。これは，断面が縦長の空間の方が過大評価さ

れるという，内田（1979）の研究をほぼ支持する結果てあると言える。したがって

同じ容積である場合,床面積が広く天井高の低い扁平な空間と比較して，床商情

が狭く天井高の高い縦長の空間の容積は，同じか大きく感じられる。実験1-1の

結果も考慮すると，おおまかな目安としては実容積十５土5％程度に感じられる

と言える。

　実験後に行った,空間を比較する際にどこに着目していたかを尋ねたアンケー

ト（図2.6）では，床面積よりも天川副こ着目していたという結果を得た。した

がって，容積の比較の際には，大井高の高低の違いの方が，床白檀の違いよりも
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　　弁別容積VIX100

その時の基準空間の容積 Vlo

△　大きい弁別容積の相対比率

ｏ　同じ感覚容積の相対比率

∇　小さい弁別容積の相対比率
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　比較空間:S'2700×2700
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　　　　比較空間:S'4500×4500

図2.4　実験1-1の結果（容積の百分率換算による結果）

ME値の平均
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2100

１０４

2400
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2700

基準空間の天井高Ｈ(ｍｍ)

凡例

図2.5　実験1-2の結果

　　　　　天井のグリッド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天井高
　　　　　　　床の奥行き

　　　　　　　　　床面積　　　　　　　床の幅

　　　　　　　　　　　　　　　　正面壁の大きさ

幅×奥行き×高さを計算

　　　　　　　　　　　プロポーション・バランス

空間を転倒させる（壁面を床として）-‥　　　．．
　　　　　　　　　　　　　　　パースペクティフ

　前の比較空間と比べる
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凡例：複数回答の際の優先順位

　　□１　０２　１３　■４　０５

１０ １５ 20

(人)

　25

注：実験後被験者には，F容積を比較する際に，空間のどの部分に着目していまＬたか|という質

問を行った。質問は選択肢および自由回答により，思いつく限りの複数回答を許した。

図2.6　容積比較の際の目安
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Ｌ

し

斜mに大きな影響を与えている。

2.4.2「ゆったり感じる」という印象評価実験の結果考察

　どちらの空間を｜ゆったり感じる」かについて，比較空間の天すﾄ高Hづ基準仰

角との差AO）を軸とした回答人数のグラフを図2.7に示す。グラフの傾向は，大

きく以ﾄﾞの３つに分類できた。

|ｻ
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■
－

■
■
■
■
■
■
■
鵬
』

--－
赳谷

たり感じる

間の方が，

れる。

と評価される場合。つまりこの場合，床面積が狭く天井高の高い空

床面積が広く天井高の低い空間より払「ゆったり感じる」と評価さ

　この傾向がみられた空間の組合せは，基準空間の床面積S3600×3600と比較空

間の床面積S’2700×2700との比較の基準空間の天井高H2100の場合（回申A,HI

という記号で示す。以下これを，「S3600×3600-S’4500×4500・H2100（A-HI）」

と賂す）とS4500×4500-S’3600×3600 ・H2100 （B-HI）であった。

　この二つの空間の組合せの場合，どちらも基準空間の天井高が2100と低いた

め，「ゆったり感じる」と評価されず,相対的にもう一方の比較空間の方が「ゆっ

たり感じる」と評価されたと考えられる。このことから，天井高が2100の空間

は，床面積がより広くなったとしても「ゆったり感じる」と評価されないものと

予想される。

空間が基準空間から比較空間へと入れ替わる場合。つまりこの場合，容積の大

きい空間の方が「ゆったり感じる」と評価される。この傾向がみられる空間組合

せは，S5400×5400-S’4500×4500のH2400（C-H2）とH2700（C,H3）であった。

　この空間の組合せは，基準空間の床面積に対する比較空間の床面積の比S’/S

（以下，SI/Sで略す）が0.69であり，他の組合せと比べて，比が最も１に近い。ま

た，そのため同じ容積になる場合の比較空間の天井高H’｡と基準空間の天井高Ｈ

との差も，他の組合せと比較して最も小さい。このことから，比べる空間どうし

の床面積及び天井高の違いが小さく，かつ天井高が24闇以上であれば,容積の大

きい空間の方が「ゆったり感じる」と評価されると言える。

傾向Ｃ）比較空間の天井高HIによらず　基準字間の方が比較空間よりも｜ゆっ
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たり感じる」と評価される場合。つまりこの場合，床面積が広く天井高の低い空

間の方が，床面積が狭く大井高の高い空間よりも｜ゆったり感じる」と,浬価され

る。この傾向がみられた空間の組合せは，S3600×3600-SI2700×2700 ・H2400

（A-H2）とS4500×4500-S･3600×3600 ・H2700（B-H3）であった。

　S3600×3600-S’2700×2700 ・H2400 （A-H2）の場合，S’/Sが0.56と小さいこ

とが，この傾向の要因として挙げられる。比較空間のプロポーションは高さ方向

に縦長で，そのため壁面に囲まれるような印象を与え，比較空間は「ゆったり感

じる」と評価されなかったと考えられる。実際，この場合の比較空間の天井高は

3590～4930と比較的高い設定となっている。傾向Ａの場合は天井高の低さが

「ゆったり感じる」という評価を阻害する要因であり，天井高を高くすることが

「ゆったり感じる」という評価を受けるための条件と思われた。しかし，この場

合はその逆で，天井高の高い縦長の空間は「ゆったり感じる」と評価されないと

言える。

　S4500×4500-S13600×3600･H27（）O（B-H3）の場合,基準空間の天井高が2700，

比較空間の天井高が3500～4870というように，どちらの空間の天井高も高めの

設定である。この場合，二つの空間の天井高のどちらも|一分な高さが確保されて

いるために，「ゆったり感じる」の評価は，床面積の広さによって判断されたも

のと考えられる。

2.4.3「ゆったり感じる」と見かけの容積との比較検討

　実験１と２の結果の傾向と，基準空間と比較空間の形態の比較を図2.8に示す。

二つの空間のプロポーションの違いに関わらず,容積の比較はある程度の精度で

行われている。その際，比較する空間どうしの床面積と大井高の違いにより，士

５％程度の誤差が生じる。

　しかし［ゆったり感じる］という印象評価は，知覚された容積のみによって判

断されているわけではない計ﾋ較する空問の床㈲積の違いの程度や天井高により，

容積が犬きくても｜ゆったり感じる」と評価されない陽介があり，その逆の場合

もある。

　基準空間の天井高が2100の場合（傾向Ａ），比較空間の容積が小さく感じられ

る天井高でも，基準空間よりも「ゆったり感じる」と評価される。比較する空間
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どうしの床直情比が0.69で，基準空間の大井高が2400以上の馬背（傾向Ｂ），容

積を大きく感じる空間と「ゆったり感じる」という評価を受ける空問は，ほぼ一

致する。床商情比が0.64以下で基準空間の天井高が2400以上の場合（傾向Ｃ），

比較空間の天井高が等容積となる場合よりも高く，容積が大きく感じられる場合

で仏「ゆったり感じる」という評価は，容積の小さい基準空間の方に感じられ

る。

　つまり，「ゆったり感じる」という評価が，容積を大きく感じる空間の方に得

られるかどうかは,主として基準空間と比較空間の床面積比および天井高が影響

すると言える。今回の結果から，床面積の差が（S’/S＝0.69より）約30％以内で，

双方の天井高が2400以上の場合，容積を大きく感じる空間と「ゆったり感じる」

空間をばぼ同一と考えることが可能と言える。

2.5　基礎実験のまとめ

　以上の分析より得られた結論は，以下の通りである。

1）床商情と天井高が異なる空間どうしの容積の比較は，印象評価を含めずに大

きさの比較のみに限って可能である。その際の誤差は約士５％程度である。

2）床面積が狭くても天井高の高い空間の方が，同じ容積の床面積の広い空間と

比べて，同じか最大10％程度大きく感じられる。このことから，より天井高の高

い空間の方が，実際よりも容積がより大きく感じられると言える。

3）「ゆったり感じる」という評価は，比較される空間どうしのプロポーションの

違いの程度，天井高の差の影響を受ける。そのため，A）天井高の高低で比較され

る垢付,B）容積の大小で比較される場合，C）床面積の大小で比較される場合，の

３つの傾向に分けられる。容積の大きい空間の方が「ゆったり感じる」と評価さ

れる条件（傾向B）は，比較する空間どうしの床面積の違いが30％以下で，双方

の天井高が2400以上であることと考えられる。

　以llのように，今回は容積の大きさを捉える実験と，「ゆったり感じる」のみ

を用いた印象評価とを同一条件で行い，双方の結果の比較を試みた。　しかし

「ゆったり感じる」の傾向の変化に関する具体的な寸法等は，設定空間の少なさ

から若Ｔ推測に留まった。そこで次章では，こうした点の検証として，二つの空

間の差が本章よりも小さい場合に加え ゆったり感じる」以外にも複数の評価
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を加えて分析考察を行う。
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第３章　室空間の容積の認知２　（検証及び発展実験）

3.1　はじめに

　前章（室空間の容積の認知∩では，１）プロポーションの賢なる空間どうしで

仁　土５％程度の誤差で比較可能であること，2）その|祭，同じ容積であっても天

井高の高い空間の方が最大10％大きく感じられること，3）どちらが［ゆったりと

感じられる］という回答は，比較される空間どうしの天井高の違い，床㈲積の違

いの双方の影響がみられ，床面積の違いが30％以下の場合はほぼ容積の大小を

ゆったり感じるか否かと同等と考えて良いこと，といったことがわかった。

　しかし，前章の実験で提示した，比較される空間どうしの床面積の違いが30％

以内という値は，もっとも床面積の違いが（比で）小さかった空間が，最も大き

い空間である5400×5400とその一つ下の4500×4500との比較であり，推測の範囲

であることは否定できなかった。

　そこで本章では，主として比較される空間どうしの違いが30％以下の事例で，

検証実験を行うことを目的とする。また合わせて，前章の実験では見送った

　「ゆったり感じる」以外の印象評価についても実験する。

3.2　実験の方法

3.2.1　実験装置の変更とそれに伴う実験変数の変更について

　前章までの実験装置（以下「実験装置1」とする）は，単管パイプの足場によ

る仮設であったが，実験場の改築その他のために解体された。かわりに，実験装

置1の利用実績等をもとにした，新たな実験装置（以下「実験装置2」とする）が

製作された。各実験装置については，資料編｡付1及び付ﾌを参照されたい。幾つ

かの新しい機能を盛り込んだ関係で，実験装置1では可能だった設定が新しい実験

装置では不可能となった。その一方で実験装置1では不可能な新たな空間設定が可

能となった。

　まず，一対比較利用の際に設定可能な空間は，最大4500×5400（WXD，mm）

となり，正方形平面の確保の際には，S4500×4500の平面が最大となった。また

丸井高の下限が2200に上昇し，最大も4200に抑えられた。このため，前章で試み

た空間設定のうち，股火床面積5400×5400が，また最低天井高2100は不可能と
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なった。

　一方，比較空間のみであるが，床面積の連続的設定が肘能となった。このため

前章では不可能であった一辺が900（mm）ごと以外の設定が可能となった。

　こうした点を踏まえ今回の空間設定では，前回の比較される空間どうしの違い

30％という目安の検討に重点を置いた変数設定とすることとした（表3.1）。

3.2.2　実験1.室空間容積の知覚に関する実験の方法

　基本的な手法は前章と同一であるが，マグニチュード推定法による実験は，前

章の実験でも惧常法の実験結果の検証にとどまっていたので，時間の都合上削除

した。それ以外の方法は前章と同一である。

3.2.3　実験2.空間の印象評価に関する実験の方法

　これも基本的な方法は前章と同一である。質問項目は，前章同様｜ゆったり感

じる」に加え，［圧追啓がある］「のびのびと感じる」の合計３項目である。こ

れらについては，やはり前章同様に幾つかの文献から，空間の大きさ及び容桧等

と関連のありそうな言葉として，簡単な予備実験により決定した。

　質問項目の詳細であるが，やはり前章の問題点を踏まえ若干の変更を加えた。

まず，前章の選択肢は匯空間Ａをゆったり感じる，2.空間Bをゆったり感じる，

基準空間

　床面積Ｓ

(ｍｍｘｍｍ)

3600×3600

3600×3600

4500×4500

4500×4500

天井高Ｈ

　(ｍｍ)

2250

2400

2250

2400

2700

2250

2400

2700

2400

2700

表3.1　実験空間の設定

　床面積ＳＩ

(ｍｍｘｍｍ)

3000×3000

3300×3300

3900×3900

4200×4200

比較空間

天井高Ｈ‘

。

　　卵m)

　一一一一一一一一…………一一

　　3240

　　3460

　　2680

　　2860

　　3210

3000

3200

3590

2760

3100

天井高HI

　(mm)

HI,士α

HI,士α

HI,士α

HI,±α

　容積Ｖ＝ＶＩ。

(ＳＸＨ＝ＳＩＸＨ',)

　　　(�)

29.16

31.10

29.16

31.10

34,99

45.56

48.60

54.68

48.60

54.68

‾’lll-

　　　一

一
』
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
■

床面積比

　SI/S

0.69

0,84

0.75

0.87

注：ＨＩはＨ･｡を基準に，被験者が比較空間の壁際に立ち，正面の壁を眺めた場合を仮定し，

　　だ井高の変化が視線角度の変化で２度となるようにαを設定，
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３．２つとも同じ感じがする，4.どちらともいえない」の４項目であった。しかし

その後の被験者の自由回答により，［3.同じ感じがする］と「4.どちらともいえ

ない」の二つの場合，「どちらもゆったりしていない｜という回答や。｜どちら

もゆったりしている」という回答もありえたことが予想された。そこで今回は，

すべての質問項目を，「|｡空間Aが｡｡｡，2.空間Bが…，3.どちらも｡｡，4.どちらも｡…

ない」の４択に変更した。この方法により，選択肢1と2では相対的な判断を，選

択肢3と4により絶対的判断を抽出することが可能と考えた。例えば，ある空間ど

うしの比較で「3.どちらも圧迫感がある」が選ばれ，空間Bの天井高を高くする

ことにより回答が「1.空間Ａに圧迫感がある」に変わったとすれば，高くする前

の天井高と高くした後の天井高の間に，証迫感の有無の境目の天井高があるとい

うことになる。

　分析方法および使用する用語は，前章にしたがう。

3.3　実験の結果と考察

3.3.1　実験1.容積の知覚に関する実験の結果考察

　　「大きい弁別高さ，「司じ感覚高さ，小さい弁別高さ」の結果を図3.1に示す。

　「大きい弁別高さ」はHI,･十220～－100となり，「小さい弁別高さ」はH’,｡－ 160ヽ一

一820となった。また「同じ感覚高さ」はHI,十30へ一一500という範囲で推移した。

全般的に，比較空間は，基準空間と比較して，容積がほぼ同じか，やや小さい設

定となる大井高の場合に，同じ容積であると感じられる。この結果は，前章の実

験をほぼ裏付ける結果と言える。

　前章の結果と異なり，やや比較される空間どうしの組合せの影響がみられた。

基準空間S3600×3600と比較空間S’3000×3000（以下S3600×3600-SI3000×3000で

略す；比較パターンＡ２／床面積比】:0.69）とS4500×4500-S･3900×3900（B2/床

面積比1:0.75）はTIつの空間どうしの一辺の差が600（mm）であり，床面積比が0.69

と0.75であるが，この場合「大きい弁別高さ」が，等容積天井高HIはりも低い天

井高となっている。つまり，同じ容積の天井高となるように比較空問が設定され

ている場合，50％以」この人が容積を大きく感じるということになる,ご一一ﾌﾟJ’，S3600

×36（）0-SI3300×3300（A3/床面積比|:0.84）とS4500×4500-S･4200×42｛｝0（B3/床

面積比1:0.87）はTこつの空間どうしの一辺の差が300mmで，床【挺積比が（）｡84と0.87
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図3.1　実験1の結果（比較天井高による結果）
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{A2}

基準空間:

S 3600×3600

　(8畳)

比較空間:

SI3000×3000

床面積比:

SI/S 0.69

{A3}

基準空間:

S 3600×3600

　(8畳)

比較空間:

S‘3300×3300

床面積比:

SI/S0.84

(B2)

基準空間:

S 4500×4500

　(12.5畳)

比較空間:

SI3900×3900

床面積比:

SI/S 0.75

(B3)

基準空間:

S 4500×4500

　(12.5畳)

比較空間:

S'4200×4200

床面積比:

SI/S 0.87
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であるが，この陽介の「大きい弁別高さ∩よ等容積大井高H’よりも高い天井高と

なっている。また，その中でもS4500×4500-S’4200×4200（B3）の天井高H2400

の場合，けば等容積天井高H’oと等しい結果となった。

　　「大きい弁別高さ」と「小さい弁別高さ」の差である「弁別高さの幅」の増減

は，あまり床面積の組合せや，実験空間天井高の高低にしたがった変化を見せな

かった。最低250，最大740という値を示すが，全体的には500前後の値を示して

いる。S4500×4500-S’4200×4200（B3）が400前後であり，S4500 × 4500-SI3900 ×

3900（B2）・H2250が250であることを除けば，他の比較パターンが500前後を示し

ていることを考えると，若干精度が高くなっていると言えなくもない。つまり，

床商権比が1　に近い，比較される空間どうしのプロポーションの差が小さい場合，

容積の比較精度は若干高くなると考えられる。これは，前章の基礎実験でもみら

れた傾向である。
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凡例（A）ム

弁別容積vlx100

基準空間の容積V‘o

大きい弁別容積の相対比率

ｏ　同じ感覚容積の相対比率

▽　小さい弁別容積の相対比率

比較空間:S'3000×3000

比較空間:SI3300×3300

凡例(B)

△　大きい弁別容積の相対比率

ｏ　同じ感覚容積の相対比率

▽　小さい弁別容積の相対比率

…………比較空間:SI3900×3900

比較空間:SI4200×4200

図3.2　実験1の結果（容積の百分率による結果）
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　　ﾚ尺きい弁別高さ，㈲に感覚高さ，小さい弁別高さ」を，比較空間の容積V’｡を

１００とした場合の容積の割合に換算した「大きい介別容積，同じ弁別容積，小さ

い弁別容積」を図3.2に示す。「大きい弁別容積」はVIぃ－3～十8‰「小さい弁

別容積|はV’o－5～－26％，「回し感覚容積」はＶ’‥十卜ヽ－16％という値となっ

た。各結果の傾向は，比較空間の天井高の結果を換算したものと（換算した結果

であるので）同一である。［回し感覚容積］は，前章の基礎実験では最小－9％

秤度を示したが，この結果での最小値は－16％となっている。しかし，ここまで

低い値となったのはS4500×4500-S･3900×3900（B2）のH2400のみであり，これ

を除くと，V’o十I～－9％となり，基礎実験とほぼ等しいと言える。

　以上のことから，比較空間が基準空間の容積の十1～－16％，全般的には十1～

－9％の場合に，同じ容積と感じられる。これは，ほぼ基礎実験の結果にしたがっ

たものと言える。つまり，二つの空間の容積が回じ場合，縦長の断面をもつ空間

の方が，ほぼ同じか，最大10％程度容積を大きく評価されるといえる。また，床

面積の差が大きい方が，より大きく感じられる傾向にあると考えられる。今回の

結果より，その目安は（比較パターンA2，B2の床面積比0.69と0.75，かつ比較パ

ターンA3，B3の床面積比0.84と0.87より）比較される床面積の縮小量は基準空間

を100％とした場合，25％以上と考えられる。

3.3.2　実験2.空間の印象評価に関する実験の結果考察

（1）「ゆったり感じる」について

　どちらの空間を「ゆったり感じる」かについて 比較空間の天井高Ｈ’（基準仰

角との差AO）を軸とした回答人数のグラフを図3.3に示す。な牡実験2のすべて

の印象評価についての分散分析の多重比較による有意差の有無を，図瓦6に示す。

　基礎実験同様に，グラフの変化の傾向は幾つかに分類された。しかし，「3.ど

ちらもゆったり感じる」「4.どちらもゆったり感じない」という項目に変更され

たためか，よりグラフの変化の組合せが複雑なものとなった。以下では，基本的

な傾向の分類は，前章の基礎実験にしたがい，さらにあらたな傾向をつけ加える

形で，結果を分類していくこととする。

比較空間の天井高H’によらず　比較空間の方が、基準空間よりも「ゆっ
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と評価される場介。つまりこの場合，床白檀が狭く天井高の高い空
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間の方が，床㈲積が広く天井高の低い空間より伝「ゆったり感じる」と評価さ

れる。

　この傾向の空間の組介ぜは今回の実験では見られなかった。前章の基礎実験で

は，基準空間の天井高がH2100の場合のみにみられ，その原囚は，2100が低すぎ

る天井高のため，比較空間の天井高が高いことにより，相対的に比較空間の方に

　「ゆったり感じる」という評価が得られたものと予想された。今回この傾向がな

かったことにより，「ゆったり感じる」という評価においては，H2250はH2100

ほど低すぎる設定ではないということが予想される。
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但玉 基準空間から比較空間へと入れ替わる場合。つまりこの場合，容積の大き
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い空間の方が「ゆったり感じる」と評価される。

　この傾向の見られた空間の組合せは，基準空間S3600×3600と比較空間SI3300

×3300の基準空間天井高H2400（以下S3600×3600-S’3300×3300 ・ H2400で略す：

比較パターンＡ３-Ｈ２ ： 以下記号のみで略す），とS4500×4500-S’3900×3900 ・

H2250（B2-H1･）の二つであった（分散分析の多重比較において，有意差なし

p>o.o5）。また他の傾向にも読みとれるが，若干これに近い傾向を見せたものは，

S3600×3600-S’3300×3300 ・ H2250 （A3-HI’），S4500×4500-SI420〔〕×4200 ・ H2400

　（B3-H2）である。

　これらの空間の組合せは，S4500×4500-S’3900×3900 ・ H2250 （B2-H円以外

は，全て一辺の差が3（）0の設定であり，床面積比は0.84（A3）0.87（B3）であっ

た。また，天井高はH2250かH2400のどちらかであった。このことから，床面積

の差が小さく（床面積比より，おおまかな減少量は15％前後以内）かつ天井高が

2400以下である場合，この傾向を示すと考えられる。

　基礎実験では，こうした傾向はS5400×5400-S14500×4500 ・ H2400以上（C一日2，

C-H3）でみられ，床面積の減少量を30％以下とすれば，この傾向を示すとＦ想

した。しかし，今回の結果より，こうした傾向を示しだのは，より床面積の差が

小さい設定であった。ただし，基礎実験における傾向Ａがこの実験ではみられな

いことから，単純に基礎実験で提示した30％以内という目安が，大きすぎたとい

うのは間違った判断であると言える。つまり，結果の傾向はもっと複雑になって

おり，比較される空間の床面積の差が小さくなり，かつ天井高の差も小さくなり，
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選択肢も若干変更されたことにより 基礎実験で傾向Bに含まれていた設定で伝

若干傾向が変化したと考えるのが妥当だろう（これについては，以ﾄﾞの傾向分類
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り感じる」と評価される場合。つまりこの場合，床面積が広く天井高の低い空間

の方が

る。

床商権が狭く大井高が高い空間よりも「ゆったり感じる」と評価され

この傾向のみられた空間の組合せは，S3600×3600,S13000×3000 ・ H2400 （A2-

H2）

3900

S3600×3600-S'3300×3300 H2700（A3-田） とS4500×4500-S'3900×

H2700（B2-H3）の３つであった（分散分析の多重比較において選択肢1と

2において有意差なし，pﾝ0.05）。またS4500×4500-S14200×4200 ・H2700 （B3-

H3）の場合，傾向Bのように，「基準空間の方をゆったり感じる」という結果が

比較空間の天井高Ｈ’の上昇にしたがって「比較空間の方をゆったり感じる」と入

れ替わる傾向もみせるが，この実験での比較空間の天井高H’の範囲では，比較空

間の方が｜ゆったり感じる］と評価された。

　これらの結果より，床面積比の小さいＡ２の場合，天井高が2400の場合にこの

傾向をみせ，これは基礎実験におけるS3600×3600-S’2700×2700 ・H2400 （A-

H2）に相当すると考えられる。また，基準空間の大井高H2700の場合，比較空間

が常に

×3600

りあ

「ゆったり感じる」という評価を受けると考えられる。 S4500×4500-S’3600

・H2700（B-H3）の場合のように基準空間の大井高が2700と高い設定で

かつ比較空間の天井高の設定もより高くなったために，「ゆったり感じ

る」かどうかの判断が床面積の比較によってなされたという説明は成り立つと考

えられる。つまり ある程度の天井高が確保されれば，天井高の上下によって

｢ゆったりした感じ｜は左右されず，むしろ床面積の大小によって

した感じ」の有無が判断されると考えられる。

比較空間の天井高Ｈ'の上昇にしたがって

ゆったり

｢4.どちらもゆったり感じら

これは 比較空間がある天井高までは．どちらも「ゆったり感じる」というには

Ｃ

ﾄ分な容積の空間とは言えないが，ある程度比較空間の天井高が確保されること

より 「ゆったり感じる」と評価される場合である。この結果より ｢ゆった

６９
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り感じる］という評価を受けるために必要な，最低限の丸井高が，おおまかでは

あるが得られると予想される。

　この傾向は，S3600×3600-S’3300×3300 ・H2250 （A3-H㈹のみにみられた。こ

の傾向の場合，着目したいのは比較空間の天井高の設定である。この研究では基

準空間と比較空間の床面積の差の分の容積を，比較空間の天井高を高くすること

により確保し，その天井高を等容格天井高Ｈ≒,としている。またＨ≒を基準として，

一定の視角度となるように，比較空間の天井高を上下に設定している。ここで，

同じ基準空間の天井高H2250の設定の場合でも，比較される空間の床面積により，

等容積天井高Ｈ≒,の数値が変化する。ここでこの実験の設定をみると，S3600×

3600-S13000×3000（A2）の場合等容積大井高はH’3240，S3600×3600-S’3300×

3300（A3）の場合H･2680，S4500×4500-S’3900×3900（B2）の場合H’3000となっ

ている。つまり，この傾向がみられたS3600×3600-S’3300×3300 ・H2250 （A3-

HI’）の場合が，比較空間の等容積天井高が最も低い数値を示している。実際に

　「4.どちらもゆったり感じられない」という回答が他の選択肢と比較して多くな

る比較空間の天井高Ｈ’は，H’2550以下であり，50％以上となる天井高はH’2430で

ある。また「2.比較空間の方をゆったり感じる」という回答が最も多くなるのは

等容積天井高HI2680である。一方，同じ基準空間の天井高がH2250のS3600×

3600-S13000×3000（A2），S4500×4500-SI3900×3900（B2）の場合，比較空間の

天井高の設定で最も低いものはH2720（A2のみ）及びH2400であった。このこと

から天井高のみに着目すると，比較空間の天井高H’2400前後が，｜ゆったり感じ

る」と（空間どうしの比較ではなく）評価される目安と考えられる。しかし，

S3600×3600-　S’3000×3000（A2），S4500×4500-S’3900×3900（B2）が傾向Cも

しくはそれに近い傾向を示していることから，こうした絶対的な寸法も踏まえて，

床面積の差の程度の影響も受けるということが言えるだろう。

　土座独座倍加址傾向Ａ～Ｄの以外に，それらの結果の中間と思われる傾向を示し

た空間設定があった。S3600×3600-S･3000×3000 ・H2250 (A2-HI')及びS4500×

4500-S'3900×3900 ・H2400 (B2-H2)がそれにあたり，各選択肢の結果の変化が，

複雑に絡み合った結果となっている。しかし，分布の傾向をよくみると，それら

の結果は隣接する空間設定の傾向の中間と考えることが可能である。

　S3600×3600-S'3000×3000 ・H225(nA2-H円は比較空間の天井高Ｈ'が低く，比
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較空間の容積が基準空間よりも小さい場合，「1.基準空間の方をゆったり感じる｜

という回答が最も多い。しかし，比較空間の天井高HIが上昇するにつれて

比較空間の方をゆったり感じる」という回答が徐々に増加していくが
－士

｢2

ﾋ較空間

の天井高が最も高い設定でも，選択肢1と選択肢2の値は，ほぼ同じである。しか

し，ここで「4.どちらもゆったり感じる」という回答が増加していないのは，興

味深い事実である。選択肢1と選択肢2に結果がわかれたのは，比較される空間ど

うしが「ゆったりと感じる」という評価においてあまり差がないために，偶然二

つの評価に分かれているという考えも可 能だが だとすれば「4.どちらもゆった

り感じる」という回答が，もっと増加するはずである。そうでないということは

比較される空間の評価が，ニつに分かれているという解釈が正しいだろう。つま

りこの空間設定の場合，床面積の広い空間に「ゆったり感じる」という評価を下

しか被験者と，天井高の高い空間に「ゆったり感じる」という評価を下した被験

者に分かれたと予想できる。また，「4.どちらもゆったり感じない」という回答

が，比較空間の天井高Ｈ’が最も高くなる設定でも多くなるのは（8/20人）

S3600×3600-S’3000×3000 ・ H2250 （A2-HF）では，おそらく床面積が小さいため

に，また基準空間は天井高が低いために，「ゆったり感じられない」という評価

を得たためと思われる。これらの結果は，ある程度小規模な空間設定での，個人

差の影響を示唆していると思われる。しかし，今回は被験者も少なく，また個人

差に着目した実験の構成を行っていないため今後の課題としたい。ただ，ある程

度小規模な空間での嗜好の違いが，予想されることは確かだろう。

　S4500×4500-S’3900×3900 ・ H2400（B2-H2）もS3600×3600-S’3000×3000 ・

H2250（A2-HO　とグラフの変化の傾向が近いが，「I.基準空間をゆったり感じ

る」と「2.比較空間をゆったり感じる」の結果がほぼ同数（6/20～8/20人）で推

移しており，比較空間の天井高が最も低くなる設定以外では，ばぽ二つの選択肢

の結米は等しいといえる。また，「3.どちらもゆったり感じる」と14.どちらも

ゆったり感じない」の回答も，人数は少ない（3/20人前後）が比較空間の天井高

Ｈ’の全ての設定において，一定の割合で回答が得られている。これらの傾向は，

S45（）OX4500-S’3900×390｛｝・H2250（B2-HII）とS4500×4500-S’3900×390（T）・H2700

　（B2-H3）のほぼ中間と解釈することが日」’能である。S4500×4500-S’3900×3900 ・

H2250（B2-H円は∩｡基準空間をゆったり感じる）から「2.比較字間をゆったり
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感じる｡|へと，比較空間の天井高Ｈ’の上昇にともなって移行するという傾向を示

し，これは「ゆったり感じる」という評価が‥ﾆつの空間の容積の大小に伴って

判断されているものと考えられた。一方，S4500×4500-SI3900×3900 ・ H2700

　（B2-H3）では，ほぼ全ての比較空間の天井高HIにおいて，「1.基準空間の方が

ゆったり感じる」という回答が多く，これは「ゆったり感じる」という評価が床

面積の大小で比較されていることを示していると考えられた。こうした隣接する

空間設定の傾向から推測するに，S4500×4500-S’3900×3900 ・H2400 （B2-H2）は

この二つの傾向のどちらかに被験者の回答が分かれたものと考えられる。

（2）「圧迫感がある」について

　どちらの空間に「圧追啓がある」かについて，比較空間の天井高HI（基準仰角

との差AO）を軸とした回答人数のグラフを図3.4に示す。

　　［ゆったり感じる］同様に，グラフの傾向は幾つかに分類された。しかし，

　「ゆったり感じる」とは異なる傾向もみいだされた。以下では，基本的な傾向の

分類は「ゆったり感じる」のものにしたがい，それに追加する新たな傾向を含め

て検討する。

が

傾向Ａ 比較空間の天井高Hによらず 基準空問の方が比較空間よりも「圧迫感

’‘’‘ii-
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がある」と評価される場合。つまりこの場合，床商情が広く天井高の低い空問の

方が，床面積が狭く天井高の高い空間よりもけ玉造感がある」と評価される。こ

れは天井高の低い空間を圧追啓があると評価する傾向と考えられる（ちなみに

　「ゆったり感じる」とは全て逆になっている点に注意）。はっきりとこの傾向を

示した比較パターンは，結果にみられない。しかし，若ﾄ他の選択肢の影響がみ

られるが，S3600×3600-S3000×3000 ・H2250 （A2-H円はこの傾向に分類可能と

考えられる。これは本実験では最も小さい空間どうしの比較であった。この比較

パターンの結果が，後に触れる傾向C（床面積の小さい空間を「圧迫啓がある」

と評価する場合）ではなかったことは，仮に空間がある程度小さい場介，床面積

が狭いことよりも，天井高が低いことの方が，［尾追啓］の判断にとって重要で

あるということを示唆していると言えよう。

傾向印比較空間の天井高Ｈ'が高くなると

ー-－-－---------－-----－
「圧迫感がある」と評価される空間

比較空間から基準空間へと入れ替わる場合。つまりこの場合，容積の小さし
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空間の方が「圧迫感がある」と評価されるO玉迫感のため，傾向が［ゆったり感

じる］とは巡になっている点に注意）。

　この傾向を示したものは，「1.基準空間の方に圧迫感がある｜とに｡比較空間

の方に圧迫感がある」の回答のグラフは，明確に交差するような傾向のものはみ

られなかった。しかし，等容積天井高H’｡よりも低い天井高で，これら２つの選択

肢の結果が交差するものはいくつかみられた。 S3600×3600-S’3300×3300 ・ H2250

　（A3-HIつ　，S3600×3600 ・ S’3300×3300 ・ H2400（A3-H2），S4500×4500-S’3900

×3900 ・ H2250 （B2-H1’）がこれに相当する（ただし，分散分析の多重比較にお

いては，有意差が生じたものとそうでないものに分かれたため，主にグラフの形

態比較による）。

　　「ゆったり感じる」同様に「圧迫感」にも容積との関連が示唆された。これは，

乾らの研究（1972）によって模型実験ではあるが，容積を変数の一つとして，開

放感の目安の算定式が提示されていることや，内田の一巡の実験によって，空間

形態と圧迫度（内田の実験ではマグニチュード推定法による4.5畳の天井高2400

を基準空間とした数値として圧迫度としているが，ここではほぼ圧追啓と同義と

して扱うこととする）の算定図が示されていることからも言える。

　一方傾向Aの納采や，内田（1979）の納果からもあきらかなように単純に容

積のみが「圧迫感」を規定するとは言えないことは，この傾向からも明らかだろ

う。また，「ゆったり感じる」の単純に反対の傾向とは言えないこともこれらの

結果より言える。というのも，「ゆったり感じる」では床面積比が小さい方が，

すなわち二つの空間の差が小さい方が，「ゆったり感じる」と容積の大小が一一致

すると考えられたためである。言い換えると，傾向Bに相当する紡果は，「ゆっ

たり感じる」という結果からは床面積比が小さいことが条件として得られたが，

　「圧迫感」の場合ではそのような結果となっていない点に注意すべきであろう。

しかし，こうした点については他の傾向との比較が必要となるので，続く傾向C

以降において比較検討する。

傾向C比較空間の天井高H'によらず　比較空間の方が基準空間よりも
|圧迫
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１

感がある］と評価される場合。つまりこの場合，床面積が狭く天井高の高い空間

の方が。床面積が広く天井高の低い空間よりも「圧迫感がある」と評価される。

つまり床|缶積の狭さが「圧迫感」の要因と考えられる場合である。
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　この傾向を示したのは，S3600×3600-S'3300×3300 ・H270(nA3-H3)である。

ただし，比較空間の天井高HIの設定が高い場合に，【】｡基準空間の方に圧迫感が

ある｜という回答が増加しつつあり，若干ではあるが傾向Bに近い。
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ら「1.基準空間の方に圧迫感がある」に移行する場合。これは，比較空間がある

程度の天井高HIの場合までは，どちらの空間にも|圧迫感」があるが，ある程度

比較空間の天井高H’が高くなると，比較空間の圧迫感はなくなるという場合であ

る。しかし，この傾向に近いものは見られなかった。ということは，単純に天井

高を高くすることが，圧迫感の緩和にはつながらないということであろう。

関わらず　最も多い場合（ただし，比較空間の天井高が低い場合に，比較空間に

圧迫感があるという回答が増加する場合を含む）。これは，基準空間も比較空間

も，比較空間の天井高H’の設定の範囲では，「圧迫感」を感じられないという場

合である。

　この傾向は，S4500×4500-S13900×3900 ・H2700 （B3-H3），S4500×4500-

SI4200×4200 ・H2400以上（B3-H2，H3）である。どれも本実験では床面積及び

天井高が相対的に大きい設定である。これらの設定では，基準空間及び比較空間

の，天井高と床面積のどちらも，［圧迫感］を与えるような低さ，狭さではな

かったということが言える。この結果からは，ある程度十分な大きさの存在が示

唆される。

　その他の傾向｝傾向Ａ～Ｅ以外に，それらの結果の中間と思われる傾向を示した

空間設定があった。S3600×3600-S’3000×3000 ・ H2400 （A2-H2），S4500×4500-

S13900×3900 ・ H2400 （B2-H2）がこれに相当する。

　S3600×3600-S’3000×3000 ・ H2400 （A2-H2）は，汀基準空間の方が圧迫感が

ある」「2寸ﾋ較空間の方が圧迫感がある」「4.どちらも圧迫感がない」という回

答が，複雑に入り組んで増減しており，はっきりとした傾向はつかめない。ただ

し，個）ったり感じる」のS3600×3600-S’3000×3000 ・H2250 （A2-Hいの結果で

は「3.どちらもゆったり感じる」の回答がみられなかったのに対し，この結果で

は（江迎感とゆったり感じるはほぼ反対の評価だと仮定すると）それに相当する

選択肢4.の結果が増加している（2/20～8/20人でジグザグに推移）。このことか
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ら，「圧迫感」を感じさせない殼低限の床商情及び天井高が小唆されるが，選択

肢I.と2.が同程度に多いことから，天井高の高低で圧迫感を判断するか，床商情

の大小で圧迫感を判断するか，貧験者の中でも分かれたのではないかと推測され

る。その上，基準空間及び比較空間のどちらも「圧迫感|を感じないという回答

がある程度得られたということは，この設定の基準空間と比較空間は，「圧迫

感」を与えるかそうでないかの，ぎりぎりの犬きさであったと考えるのが妥当で

あろう。 S3600×3600-S「3000×3000 ・ H2250 （A2-H㈹は比較空間の天井高が高く

なることで「圧迫感」は基準空間の方に感じられるようになることから，基準空

間の大井高Ｈが2250の場合は「圧迫感」を与えるが，H2400になると，あまり「圧

迫感」を与えなくなるということになる。

　S4500×4500-S’3900×3900 ・ H2400（B2-H2）は，S4500×4500-S’3900×3900 ・

H2250（B2-H㈹　とS4500×4500-S’3900×3900 ・ H2700（B2-H3）との中間と考え

られる。比較空間の天井高が低い設定の場合，どちらも圧迫感がないという回答

が多く（10/20人），S4500×4500-S’3900×3900 ・ H2700（B2-田）により近い傾向

があらわれている。

　（3）「のびのびと感じる」について

　どちらの空間を|のびのびと感じる」かについて，比較空間の天井高Ｈ’（基準

仰角との差AO）を軸とした回答人数のグラフを図3.5に示す。

　各選択肢の結果は，「ゆったり感じる」における傾向Ａ，傾向Cはみられず，

傾向B及び傾向Ｄに相当する結果及びその中間の結果が得られた。以ﾄﾞではこれ

らについての結果を述べる。
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問が 基準空間から比較空間へと入れ替わる場合。つまりこの場合，容積の大き

76

い空問の方が「のびのび感じる」と評価される。

　この傾向のみられた空間の組合せは，各床面積組合せパターンの基岬t空間の天

井高H2700の陽介である（ただし傾向Dに近いものも含む。分散分析による多

重比較において，B2とB3の組合せの選択肢1.をのぞき，全ての選択肢で有意差な

レp>0,05）。ヤ分な天井高が傾保されているこれらの設定では，被験者は空間

全体を比較して，容積の大小にそった形で，「のびのび感じる」という評価をド
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これは，比較空間がある一定の天井高H’までは，どちらも「のびのび感じる」と

いうにはt一分な容積の空間とは言えないが，ある程度天井高Ｈ’が確保されること

により，「のびのび感じる」と評価される場合である。この結果より，|のびの

び感じる」という評価を得るために必要な殼低限の高さが，おおまかではあるが

明らかになると考えられる。

　この傾向は，全ての床面積比較パターンの基準空間の天井高H2400の場介，

S3600×3600-S’3000×3000 ・ H2400 （A2-H2），S3600×3600-S’3300×3300 ・ H2400

　（A3-H2），また傾向Bとの複合型も含めると，全ての床面積の比較パターンの

H2700の場合と考えられる。（ただし，分散分析の多重比較においては，選択肢

によって一部有意差が生じた。これは，各グラフの増減の程度の差によるものと

思われる。ここでは基本的に，グラフの変化の傾向の比較を中心として分類す

る。）

　これらの結果より，まず基準空間の大井高がH2400Jj√ﾄﾞの場合は「のびのびと

感じる」という評価が得られない空間であることがわかる。ただし，基準空間の

床面積がS4500×4500の場合，「1,基準空間の方にのびのびと感じる」という㈹

答が，比較空間の天井高H’が低い設定の場合に増加しており，床面積がある程度

大きいことによる影響が若干みられる。ただし「4.どちらものびのび感じない」

という回答も，選択肢1の回答数と同じかやや多いため，床面積の拡大が「のび

のびと感じる」という回答を確実に増加させるとは言えないだろう。むしろ，基

本的に天井高がある程度確保されることが要因としては大きく，基準字間の床面

積が大きくなることの影響力は小さいと考えるのが妥当だろう。また，|のびの

びと感じる」という評価をするにあたり，被験者の個人差があらわれたというこ

とも予想されるが，推測の域をでない。

　さらに，比較空間の天井高H’がどの程度の高さになったときに，「2才ﾋ較空問

の方がのびのび感じる」という回答が殼も多くなるかを調べてみた。すると，比

較床㈲積がS3600×3600-S’3000×即00（A2）のみがH’3000（H2250）とH’3400

　（H2400）であるのに対し，他の比較床㈲積パターンでは，ほぼH’2600前後から



270㈲ぢ後であることがわかった。つまり，比較空間がS3300×3300以上の場合，

比較空間の天井高H’が2600～2700以_ﾋになった場合に，ブ）びのび感じる」とい

う評価が得られることになる。これに対し，S3600×3600-S13000×刄）00（A2）の

場合のみ，比較空間が「のびのび感じる」と評価される比較空問の天井高Ｈ’が上

昇している。このことは，平面方向及び天井高の双方について，「のびのび感じ

る」という評価を得られる最低位が存在することを示していると考えられる。つ

まり，比較空間の床高位がS3300×3300以上であれば，「のびのび感じる」とい

う回答の得られる最低限必要な天井高は，H2600～2700以上である。しかし，比

較空間の床面積がS3000×3000になってしまうと，より高い天井高にしなければ

　「のびのび感じる」という評価を得られない。これらの紡果は，平面方向が不十

分な場合，より高い天井高にすることにより，「のびのび感じる」という評価を

得ることが可能なことを示している。また，ある程度の床面積が確保されれば，

それ以降は床面積にしたがって必要とされる天井高が低くなるのではなく，最低

限の天井高としてH2600～2700を確保する必要があると考えられる。

3.3.3　見かけの容積と印象評価の傾向の比較検討

　（1）「ゆったり感じる」について

　実験１と２の「ゆったり感じる」の結果の傾向と，基準空間と比較空問の形態

の比較を図3.7に示す。なお，tゆったり感じる」のみ基礎実験の結果も合わせ

て示す。また，考察は基礎実験の結果も含めて行う。

　まず，基礎実験同様，二つの空間のプロポーションの違いに関わらず，容積の

比較はある程度の精度で行われている。また，その際の傾向としての，縦長の空

間である比較空間の方が，基準空間よりも最大10％程度過大評価されることが，

本他の実験でも確認された。粘度も基礎実験同様ほぼ土5％と考えられる。

　　「ゆったり感じる」という印象評価は，やはり基礎実験同様に，知覚された容

積のみで判断されているわけではなく，畿つかの傾向に分かれた。しかし，本章

の検証・発展実験では一辺の差が600と300となり，床面積比もよいに近づき，

天井高の差も小さくなったため，結果はより複卸なものとなった。

　基県空間の天井高H2100の場合（傾向Ａ），比較空間の容積が小さく感じられ

る天井高でも，比較空間が基準空間よりも「ゆったり感じる」と評価される。本
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ぐの実験ではH2100の設定はなかったが，天井高H2250以上の陽介に傾向Aがみら

れなかったことからも，H2100のみが傾向Aを示すことが検証できたと考えられ

る。

　比較する空間どうしの床面積比が0.69以上，つまり，床面積の減少率が30％以

内で，基準空間の天井高がH2250以ﾄの場合（傾向Bレ容積を大きく感じる空

間と「ゆったり感じる」という評価を受ける空回は，ほぼ一致する。この結果は，

基礎実験では天井高H2400以上であったが，若干下方修正された。

　ほぼ全ての床面積比で，基準空間の天井高がH2700以上の場合（傾向C:ただ

し傾向Bに近い場合を含めるとH2400以上の場介），比較空間の天井高が等容積

となる場合よりも高く，容積が大きく感じられる場合でも，「ゆったり感じる」

という評価は，容積の小さい基準空間の方に感じられる。この結果は，基礎実験

とは若干異なる結果となった。基礎実験では比較空間が縦長であるほどこの傾向

を示すと予想したが，結果を見ると必ずしもそうではない。また，傾向Bに近い

結果もあり，傾向B　と傾向C　は明確に分かれていないのではないかと考えられ

る。

　床面積比が0.84で基準空間がS3600×3600と小さく，比較空間の天井高がH2550

以下の場合（傾向Ｄ），「どちらもゆったり感じられない」と評価される。これ

は，質問項目を変更したため基礎実験ではなかった傾向であるが，この結果より，

　「ゆったり感じる」という評価にとって最低限必要とされる寸法が予測できた。

おそらく，基準空間の天井高も考慮すると，天井高は2250前後と考えられる。確

実に「ゆったりした感じ」が得られる天井高は，傾向Cから2700と推測される。

また床面積はS2700×2700から3600×3600の間と考えられる。しかし，床面積と

の関係でこの数値は変化し，［ゆったり感じる］という評価は，床間柄が小さい

場合は天片庇の上昇で補うことが可能と考えられる。また，最低限の寸法をクリ

アした上で，空間どうしの比較による相対的判断が加わる形で，帽頃向に分かれ

たものと考えられる。

　（2）「圧迫感がある」について

　実験１と２の目玉迫感がある」の結果の傾向と，基準空間と比較今回の形態の

比較を図3.8に示す。
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　床商権の差が大きく，翁草空間の床同位が3600×3600の設定の場介（傾向Ａ）

比較空間の大井高が低く，詰草空間よりも容積が小さい場合で払天井高の低い

爪草空間に「圧迫啓」があると評価される。

　基準空間の天井高がH2250かH2400で，床面積比が0.75以上の場合（傾向B），

ほぼ容積の小ささと圧迫啓を受けるかどうかは等しいと考えられる。

　基準空間の天井高がH2700（以上？）で，床面積比が0.84の場合（傾向C），比

較空間の容積が大きく感じられても，床面積の小さい比較空間が|圧迫感があ

る」と評価される。

　基準空間がS4500×4500（以上？）で，基準空間の天井高がH2400以上の場合

　（傾向E），比較空間の天井高が2400以上であれば「どちらも圧迫感がない」と

評価される。このことから，圧迫感が生じる最低限の高さは傾向Ａも踏まえると

H2250前後と考えられる。また傾向Cより圧追啓の生じる床面積はS3300×3300前

後と考えられる。つまり確実に圧追啓のある空間設定はS3300×3300以下で天井

高2250以下ということになる。反対に圧追啓の感じられない寸法は，傾向Eより

S3900×3900以上でH2400以卜と考えられる。双方の寸法に合まれない空間は，

床面積と天井高の組合せにより比較判断されると考えられる。

　（3）「のびのび感じる」について

　実験１と２の「のびのび感じる」の結果の傾向と，基準空間と比較空間の形態

の比較を図3剖こ示す。

　基準空間の天井高がH2700（あるいはそれ以上？）の場介（傾向B），ほぽ容

積の大小と「のびのび感じる」という評価の有無は等しい。

　天井高が2400以下のほとんどの設定（傾向Ｄ）では，ある程度の天井高までは

　［どちらものびのび感じない］と評価される。またその中でも，S3600×36（）O，

S’3000×3000のみが，けﾋ較空間をのびのび感じる」に移行するのが3000～3300

と良く，逆にそれ以外は2400～2700で移行する。これは，「のびのび感じる」と

いう評価は，床面積がある程度小さい場介，天井高を高くすることにより，確保

することが可能であることを示していると言える。

　このことから，まず穀㈹覗確保されるべき寸法は，床面積S3300×3300でH2400

より高い天井高の空間と考えられる。また，傾向Ｄより丸井高を十分確保するこ
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とが、より重要であることが示唆される。

　（4）印象評価の比較検討

　まず，各印象評価がそれぞれ独自の傾向を示している。容積の大小と，空間の

印象評価を同一視できないことが，基礎実験では「ゆったり感じる」のみであっ

たが，「圧迫感」「のびのび感じる」といった評価においても確認できる。各評

価全てが容積の大小で比較されているような設定は，床面積の差が小さく，天井

高が2400程度確保されている場合であった。これは，いくら異なる空間の容積の

比較が可能であり，また見た目の容積で縦長の空間が過大評価される傾向があり

大きさという点では大井高の高い空間の優位性が示されていても，空間の印象で

は様々な評価を下されることを示している。

　各評価では，この実験で導入した「どちらも…」「どちらも…ない」により，

大まかではあるが，最低限必要な寸法，もしくは十分と考えられる寸法が示され

仁

　　「ゆったり感じる」では「どちらもゆったり感じない」という空間の組合せが

あり，その寸法はS3600×3600-S’3300×3300 ・ H2250のH’2550以下であった。しか

し，「どちらもゆったり感じる」という空間の組合せは，今回の設定ではみられ

なかった。したがって，今回の設定の範囲内であるが，［ゆったり感じる］とい

う評価は，最低限必要とされる寸法を確保した上で，容積の大小か床商権の大小

で，比較判断されると予想される。また，十分な大きさというのは今回の範囲に

はないことから，より容積の大きい空間が「ゆったり感じる」と評価されるので

はないかと考えられた。

　一方「圧追啓がある」では，「どちらも圧追啓がある」という回答がみられな

かったのに対し，「どちらも圧迫感がない」という回答の見られた設定があった

その寸法は，S4500×4500-S’3900×3900以上・H2700のHj2400の場合であった。

おそらく今I州の設定にはないが，基準空間の天井高H2100の場合，「どちらも圧

迫感がある」がみられたのではないかと思われる。傾向Ａの空間の寸法から予測

すると，圧迫感を確実に感じる空間は3000×3000以下・H2250以下ということに

なるが，4.5畳で大井高2100の茶寮はこれにあてはまる。しかし，今回被験者は

自由に空間を動き回って体験していることを考慮すると，ほとんど立って体験し
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ていたと考えられる。基本的に畳に座って静かに体験することを前提とした茶室

は問九
九 そういった点で異なっていることを考慮すべきだろう

　傾向Aと傾向Eの間に挟まれるような形で傾向Bと傾向Cがある。このことは

　「圧迫感|においては十分な大きさと，小さすぎる大きさがあり，床面積と天井

高のどちらかがその大きさを満たしていない場合，一方をより大きく確保するこ

とで対応が可能であると考えることが可能だろう。ただし，その際，床面積の差

があまりないことが前提となる。

　　円圧迫感がない」「ゆったり感じる」という評価が確実に得られる天井高は

2400であり，手の届く限界であと思われる2100とは300の空きがある。遂にバ未

面積については，一辺の長さが3300必要と考えられる。これは，両手を横にのば

した長さである指極（ほぼ身長と同じ；約1650程度）と比較して，1650も大きい。

両手から双方の壁面までで考えると，825という数値となるが，これでも300の二

倍以上である。このことから，身体寸法との空きの必要量としては，水平万向の

方が天井高よりも大きいということになる。原因としては，水平方向は移動を伴

うためであると考えられるが，今後より微妙な平面設定を行い検証する必要があ

るだろう。なお，橋本０９９６）は複数の人数による実験で，個人領域との比較を

行っているが，１人で空間を体験する際に個人領域を想定するのは，適当かどう

か不明な点があるため（Be11ら，1990），本研究では言及を差し控えたい。

　　「のびのび感じる目ま傾向Ａと傾向Cがなく，床面積のみの比較と天井高のみ

の比較で判断されてはいない。まず，傾向Dから最低限必要な天井高が予想され，

その寸法は2400と考えられる。また，床面積が小さい場合でも，天井高をより高

く確保することで［のびのび感じる］と評価されることがわかった。おそらく天

井高が高いほど「のびのび感じる」という評価が確実に得られると考えられる。

　傾向Bは火牛高H2700以上の場介にみられる。このことから，天井高が十分に

確保された字間どうしでは，さらに容積の比較によって「のびのび感じる」とい

う判断が下されると考えられる。つまり，「のびのび感じる１という評価は，最

低限2400の大井高が確保された上で，容積の大小にしたがって判断される。

　各評価の傾向どうし及び容積感は，それぞれ独立した傾向をみせている。被験

者は各評価を別々に実験しだのではなく，一度空間を体験し，こうした評価を下

している。したがって，空間を容積で評価するといっても，床面積の違いを提え，
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天井高の違いを捉え，また空間のプロポー-ションの比較も行うといったこ

行して行われていると言える。

苓が’
こ

3.4　容積認知の傾向のまとめ

　基礎実験（前章）と検証・発展実験により，得られた結果をまとめると以-ﾄﾞの

ようになる。

　まず，異なる寸法の空間どうしの容積の比較は，印象評価を含めなければ口」‘能

であると言える。その際の誤差は土5％程度であるが，比較される空間どうしの

プロポーションの違いが小さいほど，より正確な傾向がある。一般に容積が空間

の比較や計画における単位となっているとはいえないが，この結果から考えると

室空間の容積を比較対象とすることはト分町能であると言える。

　床面積が狭くても天井高の高い空間の方が，同じ容積の床面積の広い空間と比

較して，同じか最大10％程度大きく感じられる。このことは，より天井高の高い

空間が 実際よりも大きく感じられることを示しており 天井高の高い空間が容

積感においてより有利であるともいえる。

　　「ゆったり感じる」「圧迫感がない（「ゆったり」「のびのび∩こ合わせるた

め，便宜上「圧迫感がある」を「ない」に変屯して議論する）「のびのび感じ

る」と評価される空間が容積の大きい空間と同じになる条件は，全てを満たす場

入

ロタ 人まかな傾向としては床面積の差が30％以内、より確実な値としては15％以

内で，天井高は2250～2400以上と考えられる。

　どの評価も満たされない小さい空問は，床面積3300×3300以下の天井高2250以

下と考えられる。これは，実際にかなり小さい空間である。しかし，この大きさ

以上で良いということは必ずしも言えない。むしろ，こうした最低限の大きさを

踏まえた上で，口的に応じた空間形態の決宝がなされるべきであろう。例えば，

級長すぎる空間は圧追啓のある空間であると評価されるが，同時にのびのびとし

た空間であると評価されることが予想される。また容積のより大きく感じられる

空間と考えらる。これは，圧追啓を負の要囚と考えるとあまり良くない空間形態

ということになるが，遂に井戸の底のような字間や，垂直性の高い空間を演出し

たい場介，むしろ圧迫感があり，のびのびと感じる空間設定は有効であると言え

ようっ
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同様に，圧迫感があり のびのびとした感じがしない、ゆったりした感じもし

ない設定でも，床に腰を下ろし，あまり体を動かさない前提で，静かに過ごすた

めの空間という意味で，不適切な空開とは言えない。これは茶宇などがあてはま

ることは

かったが

日つ までもない。この実験では「ゆったり感じない」というtlll答が多

これは被験者が立証であったことが要囚で，苛察を前提として実験を

行った場合，異なった結果となることが想像できる。これは，視点と空間の関係

が重要であることも示唆していると言えよう。空間体験の際に，主要な体験姿勢

とその時の視点高を考慮して，床面積と天井高を計画する必要があるだろう。
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第４章　床段差が室空間の心理的・機能的評価に及ばす影響

4.1　研究の背景と目的

前章まででは，天井高に続いて容積を研究の中心とし．室空間の形態の違いに
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りよ 容積認知に生じる影響が異なることがわかった。本章では，さらに大井高

の高い空間の発展形として，一つの空間内に異なる床高が設定されている空間

（以ド「床設差空間」で賠す）をとりあげる。

　異なる床レベルが同時に存在する空間のデザインにおいて,階設なしでも昇降

可能な程度の小規模な床設差の場合,主に以下の二つの目的があるように思われ

る。一つは，二つの起居様式の異なる空間，具体的には，和室と洋室を連続して

一体利用が可能なように計画する場合である。この場合,未設差は視点の調整あ

るいは意図的なずらしのために用いられていると言える。もう一つは，視覚的に

は連続しているが異なる二つの空間としても利用したいという，旨い換えれば曖

昧な空間分節のための手段としての利用である。またこうした理由と同時に，機

能的な側面として,床設差の縁に腰を下ろすといった椅子としての利用が挙げら

れる。

　床段差について，西山（1976）は身分の上下関係を意識させる手段として論じ

ている。また，内藤，初見（1993）は対象物までの距離感の実験を行い，見上げ

る対象は実際よりも遠く，反対に見下ろす対象は近く感じるという結果を得てい

る。つまり床設差は，空間の意味や距離感を変化させると言える。

　床設差の機能的側面に関しては，身体寸法との関連が強いことが予想され，そ

うした寸法データは人間工学分野で蓄積されている｡床設差を椅子として利用す

る際の最適値は，人の下腿部の長さや実際の椅子の寸法から，300～500（mm）

あたりと考えられる。

　一方，視点高を合わせるという目的以外の，曖昧な空間分節に関して，床設差

が変化することによりどのような影響が牛｡じるかについて,実験的な研究はなさ

れていない｡視点高の調節以外に床設差のデザインにおける利用を検討する上で，

印象評価及び体験者の行動変化に基づく指標が,具体的な寸法も含め，必要と考

えられる。

　以上のことから，本命では，空間の印象，機能，容情感について実験し（実験
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１），さらに体験者の居場所とが勢を観察集計し（実験２），床段差がどのように

空間を変化させ，それが空間利用に影響するかを考察する。また介わぜて，心理

的評価に基づく床設差高の寸法設定のための指標を,天井高の影響も含めて提示

する。

4.2　実験1.空間の印象と容積感に関する実験

4.2.1　実験１（実験1-1、1-2）の方法（図4.1）

実験１は，段差高と空間印象の関係を調べる「実験目.印象評価実験」，容積

感への影響を調べる「実験1-2.容積比較実験」から構成される。空間の寸法
弓fし

ロ父

定を，図4.2及び表4.1に示す。

　実験1-1.では，被験者は床段差を設定した空間を15秒間体験し,(a)段差に座り

１

へ｀へ＼

ゝＸべ

　　ゝゝＸゝ

実験空間

１

へ｀へ

　　　へ､､、

５２

２

基準空間

Ｔﾋ
２

３

実験1,1の方法

|,股上か股下，どちらか指定された方で空間を

　体験する。

2.外に出てから，質問項目に回答する。

実験1-1の質問項目

(a)床股差に座りたいと感じる／感じない

(b)空間を２つに感じる／１つに感じる

(○床段差を目障りと感じる／感じない

(d)ゆったりした感じがする／しない

(e)圧迫感がある／ない

実験1-2の方法

1.=基準空間を体験する。

2.比較空間を，段上段下どちらか指定された方

　で体験する。

3.外に出てから，基準空間容積を】00とした場合

　の，比較空間容積を数値で回答する。

※注：基準空間は，比較空間の床段差がない状態とし

　　た，したがって，比較空間の実容積は常に基準空

　　間の100％未満となる。

図4.1　実験１（実験1-1，1-2）の方法
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たいと感じる／感じない,(b)空間を２つに感じる／１つに感じる,(c)段差を目障り

と感じる／感じない,(d)ゆったりした感じがする／しない,(e)圧迫感がある／な

い，の５項目について，体験後外に出て回答する。

　実験1-2.では，床股差のない基準空間を体験した後，床股差のある比較空間を

体験し,基準空間の容積を100としたときの比較空間の容積感を駄賃で回答する。

　実験I玉I-2のどちらの場合も，段上までトっての体験と，股下での体験の双

方について行った岫皮験者は各空間設定ごとに建築系の大学生,男女各10名の計

20名。股上股下の指示以外，体験場所や姿勢は特に指定しなかった。床はカー

ペット敷きで，被験者は靴を脱いで空間を体験した。

　なお，実験空間の寸法のうち，全体の床面積5400×4500は，今回設定できる殼

大の空間として採用した。股上部分の床面積2250×4500は，電動昇降部分の奥行

設定段差高h

４
630

540

(ｍｍ)

＼＼

＼＼、

450
＼

皿皿皿　　　　ｔ360

へV 270

ﾍﾞｿ１８０

　'ぐ、　90

へ

゛＼。

＼

＼

＼

ト、

　　｀へ

天井高H（mm）

　3000

　2700

　2400

ｙ

V

225〔〕

＼、

＆

＼、

　･、-＼｀、

｀y　l

5400

　3150 11A

＼＼＼

＼∇

90

2610

４

定天井高Ｈ（ｍｍ）

3000

▲　2700

2400

4500

図4.2　実験空間の設定

表4.1　実験空間の寸法

１８０

2820

2520

2220

270

剛主：段差高h90は実験目｡1-2の

　　　H2700の時のみ実験を行った。

段差高ｈ（ｍｍ）

___卵Q　　　450

段上天井高Ｈｕ　（ｍｍ）

2730　　2640

2430　　2340

2130　　2Q4Q

2550

2250

795Q

540

2460

2160

1860

※注：一部に段上天井高が2100以下となる設定1‘イタリック表記の設定）を含む。
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きのためである。１初，全体の奥行きの半分の2700×4500とすることを検討した

が,その場合ブロックなどによる段差の設定が必要とされ,段差高の連続的な設定

が不可能となり，実験の進行にも困難をきたすことが予想された｡今回は段差高と

天井高を中心とした内容とするため,それ以外の部分は実験装置の性 Ｃヒ
ヒ

ム
目 したがっ

たものとなった｡全体の床面積や,良工部分の床面積の組合せによる結果への影響

は予想されるが,時間的に実験実行不可能であったため見送った｡段差高もより高

いものを行うことを考えたが，同様な理由で630にとどめた。

4.2.2　実験1-1.空間の印象評価についての結果考察（図4.3）

　各結果の集計の後，逆正弦変換により，段差高hx天井高ＨＸ段上･段ドの３要

因の分散分析を行った。以下,特に断りのない場合,P≪∂.axはｘ％以下の有意水準

で主効果が見られたことを示す。交互作用，および多重比較の場合は.P<○.M’の

前にこれを明記する。また，特にPJ.θXの記述のない場合，有意差のなかったこ

とを示す。以降，表記はこれにしたがう。

(1)｢(a)段差に座りたいと感じるか｣について

　どの天井高の場合も，分布は設差高h450(以下，設置高をｈで略す)を頂点と

した山形をほぽ描いている(多重比較により佩θ｡θj)。 h450が最も座りたいと感

じられる設差高であるという評価を得た。またh270以上で約30％以上の割合を

示すことから，h270程度の設差高で仁椅八としての機能を床設差が持ち始めて

いると言える。h630でもこの機能はあまり損なわれていない。天井高の影響と股

上投下による違いはあまりない(有意差なＵ。

(2)｢(b)空間を２つに感じるか｣について

　空間を２つに感じる割合は，h360までは約20％以下であるのに対し，h450で

はほぼ50％かそれ以上の割合まで増加する(p＜0.01)｡天井高の変化による影響は

あまりみられない。つまり，床没差が空間を分節することに影響を持ちはじめる

目安となる没年高は,h450あたりと推測される。股上股下による違いは若干みら

れ,股上での２つに感じる割合がやや高い(p＜0.(月匠これは没を上るという行為

が，高さを実感する機会として結果に影響したためと思われる。
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㈲圧迫感を感じる

図4.3 実験1,1の結果
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(3)｢(c)段差を目障りと感じるか｣について

　川水として政足高の上昇により値は増加レ政子心が高くなることによる影響

がみられるφ<θ｡θ/)。しかし最大値をとるh54oでも5o％程度までの増加に留ま

り、h360以下でも30％以下と低く、他の評価と比べて若干床政差の影響力が弱

い。また天井高が 高くなることによる影響もやや見られる（Dく0.05）が

の変化にしたがった結果とは にJ いがたく

高井天

その影響力も小さい。「目障りに感じ

る」という評価は，h630程度まではあまりはっきりと感じられず，評価しにく

かったと考えられる。股上股下による違いはばとんどない。

㈲｢(d)ゆったりした感じがするか｣について

　どの天井高においても，ほぼ段差高の上昇にしたがって｜ゆったりした感じ｣

は損なわれる(ρ<0.01几天井高の上昇による影響も見られ(ρ<θ.の)，天井高

H2400（以下，天井高をＨで略す）の結果と比較して，天井高が

てh450以上でのゆったりと感じる 割合が増加する。つまり

高くなるにつれ

天井高を高くするこ

とで，絞首高の上昇による「ゆったりした感じ」の減少を小さくできる（ｈｘＨ

の交互作用，ρ<θ｡ぽ）。特にH3000では，h630でも脂数以上の被験者から「ゆっ

たりした感じがする」という回答を得ており，十分天井高を確保することにより，

「ゆったりした感じ」を損なうことなく床絞差の設定が可能と言える｡股上投下の

差はほとんど見られない。

(5)｢(e)圧迫感を感じるか｣について

　H2400とH2700の股上の場合，股差高の上昇の影響はh450から表れ，50％前

後の割合で圧迫感があるという回答を得る(ρくO,OI)。遂にh450以下では20％前

後にとどまる。 H3000では，全ての股差高において，圧迫感を感じる割合は40％

以ドである。H2700とH2400の結果の傾向を介わせて比較すると，大井高の上昇

に伴って圧追啓を感じる割合は徐々に低下している(p<0.01几つまり，床股差の

空間全体に占める割合が下がることにより，圧迫感は軽減される(ｈｘＨの交互

作肝　D＜0.01)。
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4.2.3　実験1-2.容積比較実験についての結果考察（図4.4）

　結果を集計の後，ｈｘＨＸ股卜股下の３要因の分散分析を行った。また，合わ

せて実容積を基準とするt検定を行った。

　どの天井高でも，h360までは実存積（床絞首で欠損を受けているや間の物理的

容積：以下同様）とほぼ等しいか，場合によっては大きく感じられている。 h450

以上では，床股首のある空間の容積は，実容積よりも小さく感じられている。つ

まり,床股差がh450以上になると,空間に占める割合は過大評価される（p<0.001，

また多重比較でh450以上と未満の間でびθ｡卯7）。天井高を高くすることで，若

干この割合は小さくなり（H2400で－8％，2700で－5％～－8％，3000で－4％，

芦別,卯爪天井高を上昇させることで，床股差による空間の欠損感を小さくする

ことが可能であると言える。

　以上の結果から，床股首のある空間の容積感は，実験ト1でも大きな変化の生

じていたh450を境目として,それ以上の股首高のときに未設差による大きな影響

を受け，実際の容積よりも過小評価されると考えられる。また天井高の影響も若

干みられることから,空間全体に占める容積の割合としても評価されていると言

える。

平均値

100

50

０

天井高H2400

90 270 450 630
　180 360 540 h （mm）
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4.2.4　実験1-1と実験1-2の結果の比較検討

　どららの実験も，段差高h360以下とh450以上では。結果に大きな違いがみら

れる岫’座りたい」という回答はh450で最大となり。「空間を二つに感じる」よう

になりパゆったりした感じ」は損なわれ，「圧迫感」は増加する。［I］障りな感

じ」もH240（）のみであるが，h360以下と11450以上での変化がみられる。h450以

上になると，容積は実際より５％以上小さく感じられる。

　「座りたい」「空間を二つに感じる」は，天井高にあまり影響を受けない。これ

らは段差高と身体との寸法どうしの関係に依存していると考えられる。「座りた

い」が段差高のみの影響を受けることは予想されたが,［二つに感じる］も天井高

の影響を受けないことから，空間の分節は，段差高の寸法と段差に座る・上ると

いう行為と，身体寸法との関係による影響が大きいと考えられる。

　段差高の上昇による「ゆったりした感じ」の減少と「圧迫感」の増加は，天井

高を上昇させることで抑えられる。また，容積感も天井高の影響を受け，容積の

過小評価の程度を小さくすることができる。これらは，空間全体の大きさを捉え

ることにより，相対的に判断されているためと考えられる。

4.3　実験2.空間自由体験実験

4.3.1　実験方法（図4.5）

被験者は３人ずつ組になり，順次空間を体験する。まず１番目の被験者が実験

空間C り人 自分の居場所を決め，好きな姿勢（座る／立つ）をとる。１番目の

被験者の居場所と姿勢が決まったら，そのままの状態で２番目の被験者が，さら

に同様な不順で３番目の被験者が空間に入る。そして３入の居場所･姿勢を実験

者が記録する。こうした実験を，何番目に入るか，誰と入るかといった条件を変

えながら20回繰り返し，被験者の居場所・姿勢の累積人数を集計した。なお，今

回は実験の効率上，３入を一紙にして体験させる方法をとった。そのため,被験者

どうしの影響も予想されるが，貧験者どうしを基本的に見知らぬものどうしとし

各自が入る順番や組み合わせをまんべんなく体験するように配慮した(人数を変化

させるのは，今|目|は見送った)。

　被験者の居場所については,股上を９領域(奥行き３×横幅３),投ドも同様に

９領誠に分割した。また股ﾄ｡投下とは別に，股差に座る場合を横幅３領域に分割
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段下の右中一座

＿　　１
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段上
手前

段差

゛｀ぐ／

･．．＼、

奥

下段

中

　手i

ｉ

左

t'i

中

右

４

実験手順

|.］番目の破験者が実験空間に入り．自分

　の好きな場所で，好きな姿勢をとり．決

ま、たら合図をする。

2.合図の陛。２番[1の被験者が実験空間に

　入り、自分の好きな場所で好きな姿勢を

　とり、決まったら合図をする。

3.3番目の被験者も同様に実験空間内で位

　置、姿勢を決める。

4.3番目C最後）の被験者の合図の後，実

　験者は実験空間に入り被験者の居場所，

　姿勢（立っているか座っているか）を記

　録する。

　以上の実験を20回繰り返し，被験者の居

場所と姿勢を集計する。

　〔得られるデータは，３人×20回で60人分〕

※注：図はパターンの一例

上図には集計の目安としたグリッドと領域を示す。なお，肩幅や若干被験者が壁から

離れて居る場合が多かったことなどを考慮Ｌ横幅方向は壁から120【】までを壁際とした，

奥行き方向は段上，段下とも奥行きを３等分し，壁際及び段際とした。また，段差に

腰掛ける場合を，段上段下の段際とは別に集計した。

居場所か複数の領域にまたがっていた場合，居場所をチJ_ックする担当者の判断で，

体の占める割合の高い領域に含めた。

図4.5　実験２の方法
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した。領域の設定と寸法を図4.5に示す。姿勢は，それぞれの場所で座っていた

か立っていたかの二分類とした。以上の実験空間の寸法･設定･その他の条件は，

H2700のh90のみ削除した以外は，全て実験１と|司一条件とした。

4.3.2　自由体験実験の結果と考察

（1）領域と姿勢についての結果考察（図4.6）

　hl80の場合,被験者の居場所は平面的に分散しており，段差があることによる

影響はほとんどみられない｡壁際に立っている人数が,股上段下ともに若十多い。

　h270の場合も，被験者の居場所は平面的に分散している。壁際に立っている人

は他の股差高と比べて若干多い。着座行動（床股差の縁を椅子のようにして座る

行動：以ド同様）は，h180での人数と比較して増加している。

　h450では，着座行動が明らかな増加を見せる。

　h630では,h450と比較して着座行動は減少する。代:わって股下の左手前と右奥

に立つ人が増加する。

　h450で着座行動は最人となっており，実験１の「座りたいと感じる」と同様の

納采となっている。表4.2より，今回の被験者の下腿部の平均長が415（mm）であっ

たことから，ほぼ人間工学的なデータに従った結果と言える。また，居場所は壁

際が多く，着席行動観察などの既往研究の結果で言われるような傾向が見られる

（渋谷,1990，足立j969等）。

(2)段の上下と姿勢についての結果考察

　投上，投下，投差部分の姿勢ごとに集計した結果を示す(図4.7)。また，逆正

弦変換により，各結果ごとに投足高ｈｘ天井高Ｈの２要囚の分散分析を行った。

　床投差に座る人数は，どの大井高でもh450で増加しており，h450を頂点とす

る山形の変化を示す(ρ祁｡θの,h450とそれ以外の投差高との多重比較でρく0.01几

領域ごとの集計結果の傾向が，より明確に表れている。ただし，H3000ではh540

以上での値の減少がゆるやかで,天井高が高くなることによる影響が若TIみられ

る。

　投十｣こぐ｡っている人の割合は投足高の上昇とともに減少するが,大きな変化は

h450より低い投巻高で観察される。H2400の場合，割合はh180からh270になる

１００

■
■
■

■
■
■
■
■
■
’
■
■
■
■
一
’
■
ド
■
紆
■
■
ヒ
＝
↑
‘
■
゜
■
゛
■
こ
車
・
圖
雛
二
朧
二
嘩
丿
雛
し
■

'7－－
l函こ|



＼へ

' . ご ~ ＝

Ｊ

2
0
１
０

φ
=
7
~

　
　
心

ご･･
段上

段差高h630

人数

2 0
　

１ ０

手配

　段差
奥

４

ヘ
イ
　
回

嘸

々

100(％)

50

14,419　

右

　II･゛中央

|ﾀｔ

手前

段下

壽

　塵，

段上

段差高h540

人数

2 0
　

１ ０

中

Ｑ

４

ji

i4

●●

iL前・

　段差

Ｑ

・

●

　奥中

段上手

段落高h450

人数

2 0
　

１ ０

　奥

段士

段差高h360

人数

2
0
　
1
0

｛
－

ｙ

奥

暁

1j

　･f
前

段差

ｉ

　●

ぶ． Ｉ

手前

今
し

り

●

．

　
心
り
迂

回
『

征ｓ
手前

段下

。
～
　
ａ

　
｡
~

　
＠
　
　
@

奥

●・

.Q

な
段下

４●

段羨

vsタ

l砂ｅ

タ●－

　奥中

段上手罰

　　　段差

段差泰h270

人数

2
0
　
１
０

　奥

段上

段差高h180

,今

.'-i

レ

ぶ｀りy

　手前

　　一差

一一一
天

喘1

100(‰)

50

　　右

中央

100(％)

50

り右

中央

左

ヅ
φ

Sヾ.'..al･.･-･
廳ぷり7・

趙下・

&･晟
●゛i

l�J､、・9噸●，

奥‰･

段下

％Ｊ
凧

●●j

匍

前

・こ

　Ｑ

●：

　却
り

.

.
4
￥

左

100C％3

50

　　右

中央

100(％)

50

　　右

中央

100叫）

50

ｙｔ

'１?中。

奥ぶ‘‘４　左

　　手前･

殿下

高H2400

人数

2
0
　
1
0

　奥

段上

人数

2
0
　
１
０

命

●

1｀゛

命

中・
手前

●

段差

汐
り

　廳φ
●●

段上手:

差

人数

2 0
　

１ ０

φ

ダ

●

'W

'.φ

ty

　奥中

段上手前

　　　段差

人数

2
0
　
1
0

１、！

４

　廳，

段上

人数

20

10

　・●

与

り

巾

φ 　
　
　
－

4
~
‾

　
‘
琴
ハ
曝

段下

ｉ
ｒ
’
寿
言
尹

S
　
~
J
‐
1
奥
　
段

占
－

・
■
9
j
~

バ
　
”
し
ｗ

ｌ
ブ

…
…
。
‘
一
ド

、
『
　
Ｊ
‐
『
‐
、
前

ｒ
ｌ
ｌ
－
－
一

二
－

奥へ

段下

－
ｉ
－

｀
１

　
・

手前

　段差

,タ

.り
Ｓ

り左

前

こ
琴
バ
φ

よ
Ｉ

吻

段下

.●

｀7
1=ふ

り≒タ

4ﾀ。

’
弗
』
１

段上手前

　　　段落

　
　
九
－

９
ｙ
＠

●

,タ

ｆ
－

人数

20

10

‾II I･.゛j’

li

奥な・

ｼﾞご

ち･

?
!j.

　｀･1｡･　　　1'ljl

段落

ｌ
ｌ

100函）

50

100(％〉

50

マ右

100(％〉

50

り　右

　中央

･100(％)

50

;jﾀ

右

中央

100(％)

50

　　右

中央

100(恂

50

ゐ，。･,｡･’右

４
ず
左

中央

　段下

　　－--－－天井高H2700

凡例●座っている／腰を下ろしている　印立っている

人数

2
0
　
１
０

　pj

●●

　畠中

●・

段ｔ手:

擦

人数

2 0
　

１ ０

ゴ

　奥

段上

　.亀-●゜

ｊ

●

　．‘-Ｖ

中

　手前

人数

。
ら
即

ｄ
ｊ
ｊ
｀

　
‐
－

2
0
　
1
0

段差

●

,ﾀ１

畠中
●

段上手前

　　　段差

　
　
　
　
　
　
ｉ

数
０
　
０
‘

吋
奥

人
２
　
１

段上

人数

2
0
　
1
0

段上

人数

2 0
　

１ ０

汐

手前

　鐘差

　
　
　
　
‐

Ｅ
－
″
｀
゛
Ｉ

　
　
ヘ
ー

　
　
　
　
４

●

奥

'ヽｙ

心4

LI･4･
●

‰y
段ド

脂
『
’
ヽ

い/

・

.､.j

愉

段下

’
１

　
　
　
鳶
‐

　
　
　
　
　
　
‘
‐

段上

－
！
－
　
―

左

100n句

50

　　右

中央

100(％)

50

……　

右

好中央

　左

り

hl

‘･a

"／

　
左

ば
前

心
与
下

奥
　
段

卯●

Ｔ ●

100(S)

50

右

中央

リ

拿

奥中づ左

　　乎前
段Ｆ

　
‘
―

Ｌ
　
Ｉ
？

　
　
。
ｙ

｀
″
ｒ
．
‐

　
―

１

手前　･､｡･

　1●剱塵・

抄

マ

　　り

･!が｡;1

中。ご･

段下

　.y

●●

手前

　段差
奥

￥

●!

りlj

衆ﾚﾉ゛

中手梅
び

41

ぱ

100(‰)

5
0
’
右

中央

100f％）

50

｀'７･右

中央

左

づ

左

100ぐ恂

50

・右

中央

－ 一 一

　段下

天井高H3000
－ 一 一一

図4.6　実験２の結果（平面を含めた集計）

101

-

-

一

一

一一㎜勲

ﾚ‾胆ぐ

菰竺



｜

と45％（25/60大）から20％に減少しているが，それ以上の股差高では股足の上

昇にともなって，徐々に一定の割合で減少する。H2700でも，h270の25％から

h360の12％というように,それ以外の股足高の場合と比較して大幅に割合が減少

する。 H3000でも，他の天井高ほどではないが，h270からh360で割介が小さく

なる（ρく0.001）。またこれには天井高の影響もみられ（ρ<0.01），天井高の上昇に

伴った割合の増加が若干みられる。天井高が上昇することにより，段上に十分な

あきができることで,股上に立つ割合の減少の程度は若干弱まるものと考えられ

る。

　股下で立っている人の割合は，H2400とH2700ではh450を最低とする逆山形

の傾向を示す（ρ<0.001，h450とhl80，h630との問でμく0.01）。またH3000でも，

h450で減少した後，より高い股差高で再び増加している。これは，h450より低い

股差高では空間全体に居場所が分散しており,h450前後での股差に座る人数の増

加にともない段下に留まる人数が減少し，さらにh450より高くなると，股差に座

る人数と股上に上がる人数の双方が減少することにより，再び段下に留まる人数

が増加するためと考えられる。

　股下に座っている大は，全ての股差高・天井高でほとんど見られない。

　股上で座っている人は］O％～20％の範囲で常に観察される。床股差の影響は

あまり見られない。天井高の影響はわずかであるが見られ（D<0.01），H3000の桔
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図4.7　実験２の結果（段の上下による集計）
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果加それ以外の天井高よりも低い値となっている｡役目こ立っている人の結果を

合わせて考えると，この差の原因は股上の天井高Huが要因として大きい。おそ

らく，天井高加低く役差高が高い場介，股上の大井高が低くなることによる川｛追

啓から，自然に座ってしまうのではないかと思われる。ちなみに宮野ら（1970）

は，一部の天井が低い出下の通り抜け実験を行い，身長の1.15～L2倍の高さで頭

を下げる行動が見られるという結果を得ている。今回の被験者のず均身長（表4.2）

からそのI.2倍は1994（mm）で，約Hu2000以ド（最大Hu2120以下）の場合が該当

する。これはH2400のh360以ト，H2700のh630である（表4.1几段上にすつ人数

はこれを支持するように思われる。座る人も若干ではあるがＬ記の場合に増加す

る。したがって，段上大井高は,段上で立つか座るかに影響すると考えることがで

きる。

　股上の人数と段下の人数はh180の場合ほぽ同一で，h180では役差は空間を分

節する働きをしていない。このことから，h180とh270との間で段差の機能的変

化が生じていると考えられる。概ね階段の一段分程度までの高さか，それ以Ｌの

高さであるかの違いが,床段追加体験者の居場所に影響を及ぼすかどうかの目安

になっていると予想される。Warren　0984）の実験によると（実際に上らずに，階

段を見て判断させてレド）やすいと評価される階段の蹴上げは，足の長さの1/4と

なり，その蹴七げ高の階段は，上る際のカロリー消費（cal/kg.min）が最も少なく

すむ設定であった。今回被験者の身長（表4.2）から，足の長さの1/4は平均値で

187（最大199，最小ロ3）である。したがってほぼ180という役差高は，階段１役

分とみなされており，空間の印象等に及ぼす影響は，この高さでは小さいと旨え

る。

　　　　　　身長

最大値　　1770

最小値　　1540

平均値　　1662
----標準偏差　　69

　　　　　　表４．２　被験者の身長等

身長×1.2　　腰高　下腿高　座高　座位腰高　股下

　　2124　　1650　　443　　974　　　854　　　797

　　1848　　1420　　385　　847　　　727　　　693

　　1994　　1542　　415　　914　　　794　　　748

　　　83　　　69　　　17　　　38　　　　38　　　　31

股下×0.25

　　　　199

　　　　173

　　　　187

　　　　　　8
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4.3.3　居場所の組合せと入る順番の影響（図4.8，図4.9）

（1）居場所の組み合わせによる影響

　平面的な居場所の選択と姿勢が,３人組で体験していることによる影響を受け

ていることが考えられる。そこで，３人の位置関係について，居場所の組合せパ

ターン別に分類し集計しか。多く見られたのは図4.8に示す５パターンであった。

各紡果については，逆正弦変換により，ｈｘＨの２要因の分散分析を行った。

　股上に１人で，股差に座る人が２人（またはその逆）というパターン「U+D」

は常に20～30％みられ，天井高にも股差高にもあまり影響されない。

　股下に留まる人と，股差に座る人の組合せのパターン［D士L］は，段差高の上

昇に伴い増加する（戸く0.01）。
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図4.8　居場所の組み合わせの結果
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　３人とも股差に座るパターン「D」は，パターン数としては股火20％と少ない

が，どの天井高でもh450で最大となる（D＜0.001）。

　股上に１人で，投下に留まる人が２人（またはその逆）のパターン「U士L」の

割合は，どの天井高でも股差高の上昇にしたがって減少する（Ｄく0.001）。 H2400

とH2700では，特にhl80からh270へと変化した時の割合の減少が著しく，70％

以上から30％程度まで落ち込む。これらの傾向は,投下に留まってる人と投毎に

座る人の組合せのパターン「D+L」とほぼ逆の関係にある。

　段ヒに上がる人，股差に座る人，股下に留まる人に３人が分かれるパターン

「U+D+L」は常に約20％前後で，あまり大井高と股差高の影響はみられない。

(2)入る順番の影響

　逆正弦変換により，ｈｘＨＸ入った順番Ｎの３要因の分散分析を行った。入る順

番の影響は，股上に座る入，絞首に座る入，股下に立つ人の３つで見られた

(μ<0.01)。また，床股差の影響が見られたのは,(a)股差に座る人,(b)股下に立つ

人，の２つであった(図4.9)。

　股首に座る人は，１番目と２番目の人の結果の差はあまりはっきりしない。一

方３番目の結果は，ほとんどの場合１，２番目の結果よりも少ない(μ<θ｡θ/八逆

に股下に立つ人の割合では，３番目の結果が１，２番目の結果よりも多い

(D＜0.01)。3番目の人は股上や股首に座りたいが，１番目と２番目の体験者が居

場所を確保していて座れないため,段ドにすって留まるという状態になったもの

と考えられる。なお,パーソナルスペースの影響や,被験者の視線なども当然考慮

する必要があると思われる。しかし今回の実験空間や被験者の条件では,床㈲積が

小さいこと，人数も３入と少ないこと等,条件が不十分であり結果も明確ではない

ことから，これに関する言及は見送ることとした｡今後こうした点にも考慮する必

要があると思われる。

　横並びに座る場合以外,股上が段下どちらか一一方に３人全員がいるパターンは

なく，被験者は股のヒ下に分散して居場所を決めている。この結果から，空問を

幾つかの領域に分ける仕掛けとして，段差が働いていると考えられる，また，入

る順番の影響が３番目の人に表れたことも,床股差の影響により３入の居場所加

役の上下に分かれることを裏付けていると言える。

105

■
■
■
■
■
■
■
■
■
［
［
S
L
l
v

l
.
■
■
一
■
」
一
■
■
二
Ｉ
■
】
■
＝
－
｛
�
｝
暉
』
皺
こ
馨
一
』
鵬
レ
ー
こ
一
瓢

-。



｜

ｊ

4四

　一一一一

∩

･ご“゛一

皿
】
ニ
■
＝
ｌ
ｌ
■
�
｀
』
皿
－
■
皿
回
し
箇
｝
』
1
‐
皿
―
―
一

SZ

”
―
―
‘
”
’
－
”

｜

凡例

20

５
　
０

１
　
１

５

20

５
　
０

１
　
１

５

２０

５
　
０

１
　
１

５

20

５
　
０

１
　
１

５１

　０

20

O
　
O

’
‐
　
’

５

人数

-1番目　----2番目

H2400

　270 450 630
180 360 540 h(mm)

人数 H2400

　，・　，'‘●●一一1，
　270 450 630

180 360 54[]h(mm)

人数 H2400

　ゝ　　　　　４　ヘプ

18(
で7‰j≒4Jllmm)

人数 H24〔〕0

ノャ

j7‰‰款中

人数 H2400

でヽヽ

L.._…y｀､._4かぺ｀
270　450　630

180 360 540 h(mm)

･…3番目

20

ｒ
ａ
　
ｏ

’
‐
　
’

５

人数 H2700

　　　270　450　630　　180 360 540 h(mm)

㈲段差に座っている人

20

５
　
０

１
　
１

５

人数 H2700

　　　270 450　630
　　180 360 54o h(mm)

(b)段上に立っている人

20

５
　
０

１
　
１

５

人数 H2700

ﾚﾉ

18(?7‰昌4昌回)

ぐc)段下に立っている人

20

５
　
０

１
　
１

５

人数 H2700

｀ヽ･-、　ぶ｀､iケイフ

　　　　270　450　630　　　180 360 540 h(mm)

ぐd)段上に座っている人

20

Q
　
O

’
‐
　
’

人数 H2700

５

　　　　≒ぐぐ三tニゴ
　　　　270　450　630
　　　180 360 540 h(mm)

(d)段下に座っている人

図4.9 入る順番の影響

20

L
n
　
o

’
‐
　
’

５

20

５
　
０

１
　
１

５

20

５
　
０

１
　
１

人数 H3000

　　270　450　630

180　360　540

　　　　　　段差高ｈ(ｍｍ)

人数

人数

･./X

H3000

　　270 450　630

180　360　540

　　　　　　段差高ｈ(ｍｍ)

H3000

，ﾆＶ≒レ

20

５
　
０

１
　
１

５

20

５
　
０

１
　
１

５

　　270　450　630

180　360　540

　　　　　　段差高ｈ(ｍｍ)

人数 H3000

　縦七言

　.･　　　　　　　　ゝ･

18(
?7‰昌

4(
?30

　　　段差高ｈ(ｍｍ)

人数 H3000

　　　/≒、　/j
　太古悩o

180　360　540
　　　　段差高ｈ(ｍｍ)

１０６

■
�
間
・
－
一
一
四
四
■
■
｀
」
一
』
－
四
回



ｉ
・

4.3.4　段の上下における視点高の違いの影響

　被験者が股上と股下に分かれて立っている場合,二人の視点高にずれが生じる。

ここでは，視点高の調整のための股差の機能をみるため，股七の被験者の姿勢の

変化について集計した。

　累積人数の集計では，投下に座る人がほとんどいないのに対し，段上では，一

定の人数が常に座っている。この理由の一つは，すでにみたように（Ａ）股上の

天井高Huが十分でなく，ぶつかりそうなので座ってしまうためである。しかし，

被験者どうしの上下の位置関係から，（B）股上投下に体験者が分かれている場

合，見上げたり見おろしたりすることを互いに嫌がり，互いの視点高のずれを小

さくしようとして股上の人加座ってしまう，ということも考えられる。

　そこで，ここでは理由（B）を検証するため，次のように仮定した。まず,視点の

ずれ加最も小さくなるように，股上の体験者は姿勢を調節すると仮定する。視点

が一致するのは,股差高十座高加身長と等しい場合で，この際の吸着高は約h750

となる（表4.2より算出）。また，股上の人加座るよりも立っている場合の方が，

視点高の差で小さくなる場合があり，h750の半分のh375以下がそれに相当する。

つまり，h750の半分のh375を境に，以下では立っているほうが，以上では座っ

ているほうが,視点高の着が小さくなる（図4.10）。したがって，以上の体験者は

投下の体験者との視点高の差を小さくしたいと考える，という仮定に基づくと，

股上に座る人の人数は,h375前後で50％となるように股着高の上昇にしたがった

増加をみせ，h750でほぼloO％となると考えられる。

　以トの仮定に基づき，３人加役の上下もしくは股の上下と股着に分かれる場合

の合計「U士（D）+L」と，そのうちで股上｡に人が座っていて，かつ投下に人が立っ
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図4,10　段の上下と姿勢と視点高さの関係
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ている場合の合計「Usi士L則を集計した（図4.11）。合わせて，パターン数は少

なくなるがｎＵ+(Ｄ)+Ｌ｣を100％としたときの｢Usi+L削の百分率を図4.12に

示す。

　｢U+(D)+L｣と[Usi+Lst]のグラフは,H2400のh450以上ではほぼ重なる。H2700

では，グラフどうしの差はh360あたりから小さくなり，h630で重なる。H3000

でも，h630での二つの結果はほぼ等しい。また図□の場合も，結果はhl80では

どの天井高でも10％以下，h360～45oで40～60％前後，h630でほぼ100％を示

す。つまり，h375あたりを40～60％として，股上で座る人の割合は股差高の上

昇に伴い増加する。　したがって，結果はほぼ仮定を裏付けていると考えられる

QP<0.05)。股上の面が床ではなく，座るための面として意味付けされるという理由

も考えられるが,この理由が成り立つためには,椅子としての利用と股上で座る人
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と股下で座る人の組合せの変化の傾向が同じである心安がある。結緊はh450で割

合加減少したりする場介もあり，支持されない。

　以上の結果から，観察数が少ないため推測にとどまる加,股七で座る原因とし

ては,1)天井に頭加ぶつかりそうな場合に自然に座るという建築的要因によるも

の,2)股上の人加,投下の人との視点高の差を小さくするために座るという，股

の上下の体験者の心理的要因によるもの，加影響していると考えられる。

4.実験１と実験２の比較検討

　空間内に床設差を設定することによる空間の印象および機能的変化は,主に段

差高h360以下とh450以上の場合で大きく変化する。

　「未設差に座りたいと感じる」の回答は，h450を頂点とした山形となる。これ

は居場所と姿勢の観察実験からも同様の結果が得られ，居場所･姿勢累計の増加

として観察された。したがって,床設差を人問工学的に最適な寸法とすることで，

床設首は視覚的に腰掛けるためのデザインとして捉えられ,実際の行動面でも椅

子のように利用される場合が他の絞首高と比較して増加すると言える｡床段差を

設定する際の汗椅子としての利用」という設定意図の空間利用への反映の日」’能性

は，視覚的評価の結果（実験１）と行動観察結果の確率的な変化（実験２）との

整合性から検証できたと考えられる。

　h270でも設首への着座行動と設差近くの股下に立つ行為がみられ,h270でも椅

r･としての機能と壁際としての役割を床絞首が持ちうると言える｡天井高の上昇

の影響も見られ，十分な天井高を確保することは，股上に立つ人を若干増加させ

る。反対にh18oでは床設差の影響はほとんどない。したがって設差高h270以Ｌ

から，床設差を設定する機能的意味があると思われる∠絃験1-1の「座りたいと

感じる」においても，h180とh270との間で若干の値の変化が生じていることか

ら，h450前後以外にh180とh270の間でも，床設差の機能的変化が生じると考え

られる。

　「空間を２つに感じる」の回答もh450から増加レ天井高の影響はあまり見ら

れなかった。この段足高は，殼も座りたいと感じられる設差高と回しである。こ

のことから「空問を２つに感じる」という評価には，設差高が座るのに適した高

さか，それ以トかの判断が影響している可能性も考えられる。なお，この結果は，
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床段追加より高い，階段を付けた場合などに回様の結果が得られるかどうかなど，

今後検討する必要がある。

5.まとめ

　床収差を設定する際のおおまかな寸法の目安として，0 180以下，2）180～

360，3）45o前後，4）45oより高い収差高，をあげることができる。これらのヽJ｀

法に従って，I）収差があまり機能的に意味のない状態から，2）椅子としても利

用でき，かつ壁のような役割を果たす状態になり，3）椅子としての機能に最適な

状態，さらに4）椅子として利用不可能なより高い高さへと床収差の持つ意味は

変化する。

　容情感はh450以上から過小評価され，「ゆったりした感じ」も大幅に減少し，

同時に空間は二つに感じられるようになる。また，天井高を上昇させることで，

容積の過小評価の程度や「ゆったりした感じ」の減少，「圧迫感」の増加を抑える

ことができる。したがって，こうした印象評価は，床収差高のみではなく天井高

も同時に考慮する必要があると言える。
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５ 第5章 室空間の３次元的デザインの認知に及ぼす要因
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第５章　室空間の３次元的デザインの認知に及ばす要因

5.1　天井高の知覚に汲ばす要因

　３次元的デザインと言っても，まず着目したのは大井高であった。これは，床

面情が重要であることは阿うまでもないことから，むしろ天井高の高い空間（あ

るいは低い空間でもいいが）の意味を考える必要があると思われたからである。

　まず，第１章における天井高の比較実験において，天井高を捉える際の幾つか

の要因が抽出された。図５．１にその概略を示す。どの程度天井高が異なった場合

に，その違いに気づくかを調べた実験では，比較精度の変化する天井高を確認で

きる。既往研究の結果も含めた推測から，大井高が2100の場合，上ド１段階（約

１％）天井高を変化させただけでも，半数程度の被験者が変化に気づいたと考え

られる。2100の天井高は被験者の平均身長（約1650）から，ほぼ手が届くか届か

ないかの丸井高であった。ちなみにこの実験では，被験者は椅子に座って空間を

体験しているが，椅子に座るまでの人口からの移動は目隠しなどをせずに立って

歩いていた。また，そうした統制を行って仁　自分の手の届く高さ等の身体寸法

に梢当する寸法は，正確に回答できたのではないかと考えられる。つまり，手の

届く天井高では，身体感覚による純粋な高さのみの測定であり，１次元的な天井

高の測定と言うことができる。

　天井高が2400秤度では，約土2％が弁別精度と言える。つまり天井高を比較す

る際に，基準となる天井高を１００％として約2％以し卜下させれば，天井高が変

わったと気づかせることができる。しかし，さらに天井高を高くしていくと，あ

る天井高以上からは精度が低くなる。その天井高は床商情によって異なるため，

一定の高さを提示することはできないが，概ね被験者の視野に依存すると言える。

つまり，被験者が向いている1ﾄﾞ商の壁（以下「圧面壁」とする）の高さが，視野

の上限（仰角約45度）に収まっているかどうかによると考えられる。収まってい

れば，壁面の高さを比較することで天井高の比較が行なわれる。後に述べるが，

異なる床面積の実験でプロポーションの影響がみられたことから，壁面の高さと

言っても単に高さのみではなく，止面壁の縦横のプロポーションも比較されてい

ると考えられる。したがって，視野に正面壁が収まる馬背は正面壁の高さを比較

するというように　２次兄的な平面の１辺としての大井高の測定と言うことがで
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A)手が届く天井高

　(約2100以下・１次元)

　　　▲゛

　　　Ｈ

へヽ､､▼

SpaceA

B)視野に正面壁が収まる

　(正面壁の高さの測定・２次元)

SpaceB

　　▲

　　http://www.ﾐｰ

‾77）＼

く
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C)視野に正面壁が収まらない

　(天井面までの奥行きの測定・３次元)

▲゛

　Ｈ

▼

SpaceA SpaceB

天井高を比較

　(プロポーションの影響なし)

比較される空間どうしの

床面積の違い　　　　　１

'¶　Ｗ

１'ヽ

　Ｈ

▼ｋ

▲

　Ｈ

▼

床面積の差が大きい

　　登

最大40％～20％程度

　　妙

　床面積の差が小さし

｀琴

WI

▲

ｋ
▼

　　　　　　　SpaceA　　　　　　　SpaceB

　　　　　　　　　　　　W:H＝W‘:H‘

床面積の広い空間は．より高い天井高で同－と感じられる

　ｆプロポーションの影響有り）

図5.1　天井高知覚に及ぼす要因
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きる。

さらに天井高が高くなり ぶ面壁が視野に収まらない場合、まず被験者は首を

動かして正面壁を見上げるようになる。さらに天井高が高くかつ床面積が扶い場

ふ

口費 天井を見上げ，天井面までの奥行きを測定するようになると考えられる。こ

の場合，３次元的な天井高の測定と言うことができる。つまり，１次元から３次

元まで，天井高，そして視野と空間（壁面）との関係において，天井高の捉え方

が変化すると言える。

　さらに以七のような弁別の精度も，正商号と天井商の接片までの仰角に換算

すると，土１度の変動を伴って，士２度であることがわかった。つまり，止面繋

と天井商の接片までの仰角が，土２度変化するように天井高を変化させると，50

％以上の確率で，大井高の変化に気づかせることができる。ややおおまかな目安

であるが，微妙に天井高を変化させて体験させるようなことは，実際の建築計画

においてはあまりないと考えられるので，ほぽ全ての設定において，士２度を目

安としても十分実用的であろう。また，実際の建築空間の事例では，あ生胆街商

が縦長の空間はなく 視野に天井が収まらないような事例が少ないこ とから， よ

りわかりやすい天井高の変化量の目安としては，土2％以上を目安としてもさし

つかえない。

　床面積が異なる空間どうしの比較の場合，床㈲積の違いがどの程度かが服姿で

ある。今回，床面積を微妙に変化させるような実験を行わなかったため若干符測

に留まるが，約40％の違いは，被験者が床面積の変化に気づかない，ぎりぎりの

変動量であると考えられる。既往研究の結果等も踏まえると，床面積の変化に気

づかれない床面積変動量のより確実な目安としては，約20％程度以下であろう。

この場合，天井高が純粋に比較されるのではなく，被験者は空間どうしの３次元

的プロポーションの比較，すなわち形態のみの比較よって天井高を提えようとす

る。そのため，回じ大井高の床面積の広い空間と狭い空間を比較した現今，広い

空間の大坪高は相対的に低く感じられる。つまり，床面積の広い空間には高い天

井高が必要という考え方は，床面積の違いに気づかない場合に成り立つと言える。

これは，大井高の比較においては基本的に空間の高さのみを（身体寸法によって，

あるいは視覚によって）比較するが，天井高以外の寸法の違いへの気づきの有無

によって，３次元的な空間形態の比較による天井高の比較に移行するということ
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ごあろう。

5.2　容積の認知に及ばす要因

　図５．２に，容積の比較実験の結果の概略を示す。まずはじめに空間の容積に

ついてであるが，空間の形態（横幅・奥行き・高さの比）が異なっていても，土

５％の精度で比較可能である。実際の建築空間においては，床商情の重箆度が高

いことが予想されたため，空間の容積を比較する場合も床面積の大小が容積の大

小に影響を与えると予想した。しかし結果は全く逆の傾向をみせた。つまり，校

長断面の空間の方が，横長断面の空回よりも最大10％道人評価されるという傾向

がある。また，第３章の検証実験から，おそらく床面積の差が大きく，かつ天井

高の差が大きいほど，過大評価の傾向があると言える。

　「ゆったり感じる」「圧迫感がない（※「ゆったり感じる」と「のびのび感じ

る」と介わぜるため，便宜上「圧迫感がない」に変更して説明する）」「のびの

び感じる」は，これ以上小さいと「ゆったり感じられず，圧追啓があり，のびの

び感じられない」という寸法が

感じる｜はS3300×3300-H2400，

若干予測も含まれるが提小できる。「ゆったり

［圧迫感がない］はS3000×3000-H2250， ｢のび

のび感じる」はS3300×3300-H2400が，その評価が何とか満たされる寸法である

と考えられる。「のびのび感じる」を例外として，一方の空間の床面積か天井高

のどちらかが，こうした寸法を満たしていない場合，その空間は［ゆったり感じ

る］とか「圧迫感がない」と評価されない。「のびのび感じる」のみが，床商情

が小さくても，天井高をより高くすることにより，評価を満たすことが可能で

あった。こうした寸法は，おそらく身体感覚とこうした言葉に件った何らかの要

囚から構成されていると考えられる（今回の実験ではそこまで検証することはで

きない）。また，これらの結果から推測すると，全ての条件を満たす空間は6畳

，8畏の天井高2250～2400という範囲となり，住空間としては一般的な寸法と

片ってよいと思われるが，これは最低ラインである（それも１人で空間を体験し

て）ことに注意すべきである。

　そうした最低限の寸法を越える空間の場合，主として空間どうしの床面積の比

較により評価される場合と，容積の比較により評価される陽介に分かれる。

「ゆったり感じる」では，床白檀の差が最大約30％，確実な値としては15％以内
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最低限必要と考えられる寸法

(C)圧迫感がある

床面積の差が大きし

　　　　脊

　　　　15～20％

　　　　妙
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床面積が狭い空間に
　　　　圧迫感がある

{･容積の大小間係にかかわらず，

ゆった･J感じる空間は床面積の小さい力,詞

容積の小さい空間に

　　　　圧迫感がある

容積の大小関係にしたがって，

　圧迫感のある空間が入れ替わる。

どちらの床面積も広い登

S3300×3300

比･1空間が，

爵低限の寸法より狭い
S3300×3300-H2400　　　　　‾"

　(ただし、床面積が小さくなっても、

　　天井高を高くすることで対応司)

　最低限必要と考えられる寸法

(d)のびのび感じる

妙
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基準空間に圧迫感がある
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へ、
　　　ヽヽ

較空間に圧迫感がある

ヽ､ヽ､↑

~｀へ゛～

‾へ

天井島が2400 12700ならなお良い）であれば，

基準空間も比較空間ものぴのび感じる

図5.2　容積の比較と印象評価に及ぼす要因
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の場計，容積の大小が「ゆったり感じる」かどうかを決定する。しかし床面積

の参加より大きい場合，床面積の大小の比較によって床面積の広い字間が「ゆっ

たり感じる」と評価される。「圧迫感がない|もほぽ同様であるが，床面積の差

の目安は約15～20％前後以内である。「のびのび感じる」は，最低限の寸法が確

保されれば良く，二つの空間どうしを比較して，相対的に「のびのび感じる」と

いう評価を得るということはないと考えられる。また，床商情が最低限の寸法よ

り小さい場合でも，天井高をより高くすることで「のびのび感じる」という評価

を得る。

　以上の傾向から，空間の容積と印象評価の比較は，次のような段階を踏んで行

われていると考えられる。まず最低限の寸法が確保されているかどうかが，身体

感覚によって（とりわけ天井高），また若干の移動等（主として床面積）により

判断される。次に，床面積の違いの程度に応じて，床面積の広さという２次元的

な寸法の比較か，天井高も含めた３次元な寸法の比較のどちらかによって 象日
・

Ｆ

評価が相対的に行われる。つまり，こうした評価の段階で利用する寸法の次元が

変化すると言える。また，比較される空間の形態の差がより小さいほど，各評価

も含めて，容積を単位として空間を考えることが口丁能であると言える。

5.3　床段差の印象と機能的評価に及ばす要因

床段差高と天井高の寸法と それによる容積と印象評価への影響の概略を図

5.3に示す。

　　「空間を２つに感じるか」については，床段差高の上昇の影響が人きい。床段

差高が高くなるにしたがって，股上に行きにくくなり 空間も２つに分かれて感

じられるようになると思われる。「目障りに感じる」という評価も，若干の天井

高の影響もみられるが，ほぽ床段差高のﾄ｡昇が引き起こすと考えられる。「床段

差に座りたい」という評価，もしくは居場所観察実験における実際に座る行為の

出現は，段差高が４５０前後で最大となる。段上に上る大は，床段差高上昇にした

がって減少する。また大井高の上昇に伴う段上天井高の拡大により，わずかでは

あるが股上で立つ大が増加する。これらは，床股差高と段差を上ったり座ったり

というような関係，段上天井高と身長，あるいは身体寸法もしくは動作寸法との

関係のように，空間の１次元的寸法との関係により評価されていると言える。
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容積100％，圧迫感なし，

　ゆったりした感じ椙なわれず

a3床段差高約18oより低い場合

↑

容積やや過小評価，圧迫感増加

　ゆったりした感じ減少

　b)床段差高約450前後

(a)容積感／圧迫感の有無／ゆったりした感じ

　空間を１つに感じる．

　　目障りでない

a)床段落高約180より低い場合

～゛ヘ

ヘ｀ヽ、

　　空間をゃゃ２つに感じる、
　　　ゃゃ目障りい）

b〉床段差高約450前後

(b)空間は２つか１つか／段差が目障りか

ｊ

－
１

居場所は各コーナー部分に

分散、段差に腰を下ろす人はいなし

　　a)床段差高約180より低い場合

(c)居場所と姿勢

図5.3
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段落に腰を下ろす人が多い

b)床段差高約450前後

↑

天井戻の上昇：

　容植一小評価なし，１
圧迫感の減少．

　容積過小評価、圧迫感増加

　　ゆったりした感じ減少

c)約450を越える床段差高

ゆったりした感じ梢なわれず

　　　　空間を２つに感じる、

　　　　　やや目障り（？）

c）約450を越える床段差高
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　段上で立つ人，やや増加

段上天井高Huが、
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　　(身長×1.2程度抑

段差に腰を下ろす大、再び減少．
　段上に上る大減少

c)約450を越える床段差高

床段差空間の容積と印象評価に及ばす要因
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　容積感の過小評価，ゆったりした感じの減少，圧迫感の増加の程度は，床段ズ

が450前後を越えたあたりからより大きくなる。しかし，いずれも大井高の上昇

によって緩和される傾向にある。したがって，まず床段足高によって，次に空間

全体の占める床段足部分の割合として，容積や圧迫感は判断されている。つまり

容積感，「圧迫感」，「ゆったりした感じ」の評価は，まず床段差の大きさによ

る，次に床段差と空間全体の寸法の相対的な比較による，３次元的な評価に基づ

くと阿える。

5.4　室空間デザインの認知に及ばす要因

　天井高，プロポーションと容積，床段差と天井高の３つの実験による結果の概

略を図5.4に示す。

　各実験によって，a）身体寸法の参照による比較及び空間評価（１次元的），b）

床面積の比較，壁の形態の比較（２次元的），c）空間全体の形態，もしくは空間

全体と部分の形態の相対的な比較（３次元的）の３つの段階に分類できる。また

これに付随する要因として，1）視点と構成部位（壁面）との関係，2）相対的比較

（床面積）における寸法弁別の有無を挙げることができる。

　a）身体寸法（十α）…主に1次元的

　身体寸法との関連は次のような場合に見られる。まず，天井高が2100である場

合に大井高の弁別の精度が高い。容積比較実験では，基準空間の天井高が2100の

場合のみ，比較空間の天井高が高いことによって，天井高の高い比較空間の側が

　「ゆったり感じる」という評価を得る。反対に基準空間の天井高が2250に上昇す

ると，高さの高低のみによる「ゆったり感じる」という評価は行われていない。

　床面積にも「圧迫感」「ゆったり感じる」「のびのび感じる」において最低限

必要と考えられる寸法が予想され，これら全てを満たす大まかな床面積は3300×

3300と考えられる。人は空間内でじっとしているということはまずあり得ないの

で，若干の移動量の確保という意味では，この床面積もあまり大きい空間とは言

えない。また，実際には様々なモノが置かれたりして，そういったモノと人の空

間内での関わりが，様々な動住空間を形成することも考慮する必要があるだろ

う，
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天井高

(1次元)
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♭)床面積の比較

身体寸法＋α

　;ｔと|,て１次元的空間.

･j咋寸法．人間工学的寸法）

　　　今

床面積の遣いの大小（20％前後）

　:座る人の増減

段;Fに留まるか．段上に行くか

段上に立つか座るか

ブ

床段差の高低＆天井高の高低

　(段上の天井高の高低)

小＼

/

床面積比，正面の壁と視点の関係，

正面壁のプロポーション

　(主として２次兄的，平面及び断面)

図5.4
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　床股差のある空間においては，座るという行為と，股上に上る行為は，床股差

尚の寸法と密接に関わっていた。つまり，床股差高が最適な寸法であれば，そこ

が床であるにも関わらず，座るためのセッティングがなされたデザインとして認

知される。また，実際の行為にもそれは反映されると言える。股上で立つ人数も，

若干ではあるが，股上天井高の確保との関係を見せ，ある程度の空きが確保され

ていない場合，股上の人は座ってしまう。

　以上のように，身体寸法か，場合によってはそれに若干の「あき｜を確保する

ように空間の印象や機能の評価は影響されると言える。これらは基本的に，身

体の様々な部位の長さと空間寸法との関係であり，またそれらの複合によるもの

であり，１次元的な要囚であると河える（ただし，組合せによる２次元と３次元

への拡大を合む）。また，その場合，身体という絶対量が基準であるため，ある

絶対的な寸法による評価が行われると言える。

　b）面積（平面，断面）の比較，及び床面積の違いの弁別…主に２次元的

　壁面が視野に収まる場合，天井高は，壁面の高さをとらえることによって比較

される。これには次に述べるようにプロポーションの影響が含まれるため，単に

高さをとらえるのではなく，壁面の形態も含めた２次元的な比較であると考えら

れる。

　床面積の違いに気づいているかどうかは，犬井高弁別のもう一つの重要な要因

であると考えられる。比較される空間の床面積の違いに気づかない場合，天井高

は純粋に高さのみの比較ではなく，空間の壁面のプロポーションで比較される。

このため，広い空間には高い天井高という３次元的プロポーションどうしの比較

であると言える。

　容積比較においては，［ゆったり感じる］「圧迫感がない」は，床㈲積の差が

大きい場合に床面積の大きい空間に感じられる。その際，容積の大小は問題にな

らない。つまり，比較される空間の床面積の差が大きければ，空間の３次元的寸

法の比較ではなく，床面積の大小という２次元的比較によって，印象評価が行わ

れると言える。
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　c）空間の形態全体の比較…主に３次元的

　大坪高の比較における床面積の違いに気づかない場合は，床㈲積の違いの弁別

で２次元の要囚に含めた。しかし，天井高も含めた空間全体の形態を比較してい

ると言えるため，部分的に総合すると３次元のプロポーションの比較とも旨える。

今回は平面形態がIﾄﾞ方形で固定であったため，３次元的プロポーションは，1五白

壁のプロポーションに置き換えることが可能であったため，２次元か３次元かの

線引きは明確ではない。今後この点については検討を霞するだろう。

　容積比較においては，空間の容積が土5％の精度で行われている。さらに，床

面積の差が小さい場合，「ゆったり感じる」「圧迫感がない」という評価は，容

積の大きい空間に得られる。条件を満たす床面積の差は概ね20～15％以内であり，

これは天井高の実験での床面積の違いに気づかない変動量（大井高実験は増加で，

容積実験は減少であるが）よりも小さく，既往研究による床面積の違いの弁別の

割合にほぼ相当する。したがって，床面積の違いへの気づきの有無が，床面積の

比較によるか，容積の比較による評価になるのかを分けると考えられる。また，

わずかに変化させた空間どうしの比較において，３次元的な空間の比較は，印象

評価も含めて可能であると言える。

　床段差の実験では，天井高を上昇させることで，床段差が高くなることによる

容積の過小評価，「圧迫感」の増加，「ゆったりした感じ」の減少を防ぐことが

できる。このことから，「圧迫感」などは，床段差のみではなく，天井高も含め

た空間全体の寸法により評価されていると考えられる。

　各次元は，単純に切り離して考えることは困難であることは言うまでもない。

また，身体寸法という絶対量，もしくはその絶対量を基準とした空間比較から，

より空間の寸法が拡大するにつれて，形態としての空間どうしを比較する相対的

評価に移行する傾向にある（図５．５）。つまり最低限の寸法が確保され，さらに

それに追加される形で，形態としての空間が比較される。したがって，最低限の

空問が確保された上であれば，様々な形態の空間を３次元的に検討することの可

能性があると言えるだろう。

5.5　実際のデザインヘの対応に向けて

　今回の実験では住宅レペルの空間を想定しているため，迢築空間としては，あ
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まり大きなスケールを扱っていない。しかし結果は，身体寸法，視野と壁面との

関係，寸法の弁別等を軸に，１次元的，２次元的，３次元的評価に，各結果の変

動をもとに，おおまかではあるが分類できた。

　小規模な空間では，身体寸法との関わりが大きい。だが，より大きな空間にな

るにつれて，身体寸法のような絶対量の影響力は小さくなっていく。そのため，

実験が比較という手段によって構成せざるをえないことから，実験結果は相対的

な比較を中心としたものに変化していく。この相対的な結果から，実際のデザイ

ンに結びつく（ある絶対量としての）寸法等を導くことは難しい作業である。そ

こで，実際の空間体験における空間どうしの比較の場面を考えることで，相対的

結な 果の適用方法を考えてみたい。

日常に空間を体験する際に空間はどのように比較されているだろうか。ある

空間からある空間への移動というのは常に行われており そういった意味では体

験される空間は全て，相対的に比較されていると考えるのが妥当である。こうし

た移動に伴う空間の変化は別の研究に譲るが，ある空間から別の空間への移動に

ともなう，（時には劇的な）空間の変化は，空間の演出にとって重要であるとい

える。されに，そういった変化がより明確に意識されるのは，新築等に伴う日常

的空間の大幅な変化である。こうした場面では，広いとか，天井が高いというよ

うな評価は，前の空間（の記憶）と比較して行われるだろう。今回の結果から，

床面積が大幅に異なった場合や，天井高が大きく異なる場合等は，明らかにその

化変 に気づくであろうから，あまり問題はない。むしろ垂要なのは，わずかしか

変化しない場合であろう。床面積の差が小さい場合l

大
｛
・

W

比較される空間

どうしの差の程
行為との関わり

空間の規嘆

凡例

「ゆったり感じる」「圧

１次元的

(寸法そのもの)

２次元的

図5.5　各要因の大小と物理的次元の関係

３次元的

(形態．プロポーション等)
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迫感の減少］といった評価が容積の拡犬に伴って評価されることは，わずかに空

間が変化した場合にこそ，容積を考慮する必要があることを示していると考えて

良いだろう。また天井高は，床面持がわずかに拡大した場合３次元的プロポー

ションの比較が行われるため，低くなったように感じられる。これも，わずかな

空間の拡大縮小の場介にこそ，空間を３次元的に考える必要があることを示して

いる。

　こうしたことから，実験室の主として相対的な結果も，実際のデザインの場面

の基礎的データとなりうると言ってよいだろう。問題は，一般の建築家が利用し

やすいレペルに，内容をわかりやすいものにすることであろう。

　また，単純に大きい（床面積が広く，天井高の高い）空間が，好まれるわけで

はない。あまり現実にはありえないので実験はされていないが，大きすぎる空間

が落ちつけない（くつろげない）空間であることは，おそらくだれも否定しない

だろう。逆に，小かくてもくつろげる空間というのも，場面を限定すれば日」’能で

ある。寝台車のコンパートメントやキャンプのテントなど，その場面や設定が適

切である場合，別に小さい空間でもくつろげる空間であり，圧迫感等は気になら

ない。したがって，今回最低限必要な空間を提示したが，空間内部での場面，行

動等と，空間の規模，設定に関する研究を，単に動作空間を抽出するだけではな

く，心理的評価も含めて検討する必要があるだろう。

　デザインという面から考えると，空間の演出として，圧迫感を逆に利用すると

いう方法もある。デザイン的に面白いインパクトのある空間をデザインする上で，

これは重要である。例えば今回の実験にみられたような，床面積は狭くても縦長

の空間は，圧迫感はあるが，のびのびとした感じを与える。これは，空間の垂直

性を強調したい場合に，有効な手法と言えよう。

　実用面では，天井高の良い空間を，どのように利ｍするかという点を検討する

心安がある。天井高研究の冒頭でも触れたように，大井高の上昇は手が屈かない

空間の拡大であり，そうした于の届かない領域に機能を持たせるには，いろいろ

な工夫が必要である。また，空間の容積が大きいことにより，従来は室空間では

不可能であった行為等が，可能になるかもしれない。床段差はその一つの解決案

であり，空間の上下方向の視点高のずれを作り，視覚的に連続し，かつ床面では

離れているという曖昧な分節を行うなど，利用方法の工夫による多様な空間を設
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定することが可能となる。

　こうした側而には，いくつか実際の利用を検討する必要があるものも多い。住

環境調査はしばしば行われているが，立体的なデザインに着目し，空間の利用方

法や，空間の印象などの長期的な変化に関する研究は，あまりみられない。可能

であればこうした長期にわたった調査により，実際の生活者の視点に立った検討

を行う必要があるだろう。

5.6　今後の課題

　最後に，今後考慮し研究を行っていく必要のある要因について簡単にふれた

い。

　まず第一に，色彩や照明の影響である。建築デザインにおいても，また建築空

間を日常的に体験する上でも，形態が最も重要である。しかし，実際のデザイン

においては，色彩にかなり頭を悩ませるし，空間のイメージにおいて，色彩は重

妾な役割を担っている。

　室空間の色彩や照明の明るさによって，見かけの容積等が影響を受けることは，

Ackingらや乾らの研究でも指摘されている。また，須田らと共同で筆者の行った

研究（須田ら,1993，1994）でも確認した。また，イメージに関してもSD法によ

るものが数多く行われている。こうした要因を全て加味した包括的なモデル化は

困難であることは容易に想像がつく。しかし，今回の実験のような手法による実

験はあまりないため，今後比較のために必要であろう。

　例えば新たに筆者らが始めた研究では，色彩デザインの記憶という側�から，

空間デザインにアプローチすることを考えている。これは，第４章の実験２と間

遠するが，いかにデザインが相手に伝わり，認知され，さらには行動に影響を及

ぼすかという視点からの研究である。今後より分析と追加実験が必要となるが，

いわゆる目立つ色でデザインされていても，あまり日常で重要でない部分はほと

んど記憶されていないという結果が得られている（未発八）。おそらく，写真を

用いたSD法により実験を行えば，こうしたデザインの影響は明確にあらわれる

はずである。このことは，デザインが意味を持だなければ，たとえ見た目のイン

パクトはあったとしても重要度は薄れ，日常的な守則としての存往が小さくなる

ことを示していると言える。建築に限らず，デサインにおける重要な要素は
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　「用・強・美」であるが，それには，デザインの意図が相手に伝わること，もし

くは他のデザインとの違いを認識させること，が含まれる。天井高の高いことが

売り物の物件では，一般の住居の天井高よりも天井高が高いことが，実際に体験

した人に伝わらなければ，せっかくのデザインの意義が半減してしまう。同じよ

うに，床段差に腰を下ろすことを想定したデザインの空間でも，そのように利用

されなければ，デザインがうまく機能したとは言えないだろう。こうしたことは

形態に限らず色彩デザインにも当てはまると旨えるだろう。

　建築家は，しばしば明確さに欠けるが，なんらかの意図をもって空間をデザイ

ンしている。そのデザインは，行為との関わり，空間のプロポーションと印象評

価との関わり，空間どうしの比較，色彩，その他様々な場面，設定等を考慮した

ものである必要性がある。今回の容積や床段差の実験等でも，少なくとも推測可

能な結果であったように思う。つまり，デザインに意味があるとすれば，体験者

は，その空間を体験することを通して，その空間をデザインした者と対面してい

るのである。実験を行う上で，どうしてもデザインを行う側のツールとしての研

究か，体験する側の空間体験における諸要因を，なるべく統制された条件で抽出

するか，どちらか一方であることが多い。どちらも相手にしているのは空間であ

るが，その目的と方向性は，全く逆のようにみえる。空間の３次元的デザインは

その双方をつなぐ媒体としての空間を考えることが必要となるだろう。
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マ

あとがき

　空間を体験し，そこから何を読み取っていくのかという問題は，最終的には建築

家の思考と体験者の思考をつなぐ，まさにメディアとしての建築空間を考えること

にある。建築のメディア的側面は，映画の手法との比較などで語られてきたが，そ

れは建築をつくる側が，手法をいかに考えるかという視点にたったものであった。

しかし，建築は建築家だけのものではないから，単なる空間の演出方法などの議論

だけでは不十分であることは間違いない。逆に，住み手の側の研究も，単に空間認

知のメカニズムを，美しい計算式やモデル図などで描き出すだけでなく，いかにデ

ザインするかという部分に踏み込んだ内容であるべきだろう。

　例えばそういった点で，全く異なる分野であるが，広告の効果に関する研究が興

味深い。広告の研究は，広告の制作側と，ある反応（例えば購入や企業イメージな

ど）を示す受手の双方に考慮し，双方の意図を伝える情報として広応（特に

TVCM）を捉えている。これは，企画制作の側を建築家に，広告をみる側を建築空

間の体験者（利用者，必ずしも施主ではない）と考えれば，広告の効果は建築デザ

インがいかに利用者に伝わっているかどうかに置き換えられる。つまり，情報の流

れ，あるいは媒体として建築空間をみることができる。こうした視点での研究は，

残念なことに建築計画学や環境心理学において，ほとんど見られない。というより

も，実験手法などを考えると困難であろう。したがって，もちろんこうした問題だ

けが原因ではないが，実際空間認知のような研究の結果が，空間デザインにおいて

機能していくようには，なかなかしにくいのが現実だろう。当面考えられる手段と

しては，実際の事例調査と実験のどちらも行い，比較することであろう。

　最後の床段差の実験は，そういった問題に，座るという行為を中心としていくら

か対応できたのではないかと思う。また新たに，デザインの意図を伝える情報とし

ての建築空間という観点で，いくつか研究を行ってみたいと思っている。また，少

なくともこうした研究を行うことは，筆者が建築空間を考える思考過程において，

自己満足かもしれないが，機能していると言える。したがって筆者の当㈲の目標

は，実際に住宅を設計し，そのなかで研究結果のいくつかを実践することにある。

さらに，学術的な結果とはならないだろうが，その住宅に生活する人を，住宅の変

化とともに見つめていくことにある。
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この研究をまとめている間に実際に天井高を1.刻 だ（3600mm）にした事例や

|.2倍（2700mm）程度まで上げた事例が完成し，すでにそこに生活している人達が

いる。こうした実験に関連して，実際に住宅がっくられたことは ｢実験 4
.
叩
司査→

設計一調査(ＰＯＥなど)→実験い調査｣という流れが，もしかしたら初めてかもしれ

ないし，わずかであるかもしれないが，つながったと言える。多くの困難と時間が

かかるだろうが，環境心理学と建築計画学の双方にまたがった筆者としては，その

どちらも視野にいれた，包括的な研究とデザインを実行したいものである。

　また，可能であれば，一般の人達が参加するシステムも，研究する上で考えてい

く必要があると思う。しばしば人間科学部にいると，「込山さんは建築の人だから

…」という言葉を聞くことになったが，これは，建築が特別なものとして見られて

いることの表れだろう。でも，例えば，精神病院に限らず，最近では関心が薄れて

きたがテクノストレス等への対応を考慮したオフィス空間を設計する上で，臨床心

理等を研究されている方に，計画段階から参加してほしいと思うし，またそうなっ

てほしいと筆者は思っている。そういった意味で，建築を設計するという目的を中

心に，様々な関連する分野との交流が，これからもできればと考えている。
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たものを想定していたのですが，技術的にまだ待った方がよいと判断し，すぐには開始し
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そうした協力者の存在の大きさを実感しました。とりわけ日本女子大学の橋本さんの厳し

い意見は，研究を進めるうえでとても重要なものでした。また，最後の研究を協同で行っ

た乙黒さんは，指導のしがいのある卒論生でした。最初の実験では，現大林組の内藤君の

協力なしには実験はなりたたなかったでしょう。そのほか，木戸君，春木君，高橋さん，

畠山君，半田君，太田さん，田中さん，井田さん，稲田さんなど，たくさんの後輩たちに

よって，この研究はささえられてきました。また，直接指導はしませんでしたが，やはり

日本女子大の卒論生のみなさん（＃Ｌさん，近藤さん，相川さん，有兄さん，井上さん，

中山さん，土師さん）のご協力のおかけで，多くの実験をこなすことができました。もち

ろん，被験者のみなさんのご協力にも窓掛感謝です。ちなみに住宅・都市整備公団との

研究は，とうとう５年目をむかえました。今回の研究は，全て住宅・都市整備公団のサ

ポートのもとに行われたものです，最初の担当であった石倉さん，野中さん，そして現担

当の佐京さんには，マネージメント関係でずいぶんご迷惑をおかけしたことと思います。

　柱弓研究室のみんなにも，研究その他でお世話になりました。特に，畠山氏，柳瀬君，
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類にはいる，‥やる気!!!¨に満ちたメンバーで，これからの環境心理学が楽しみです。みんな

がんばって立派な研究者になってください。がんがん研究して，論文書いてください。環

境心理学をメジャーにしていきたいですね。多分，まだ環境心理は30年くらいしかたって

いないので，これからみんなで頑張って盛り上げていかなければならないだろうと思いま

す。環境心理があるから人間科学部に入学したという学生が，あと１０年くらいたったら毎

年5人くらいいてくれるといいですね（ささやかな希望）。また人間利･学部助手の三嶋博之

氏にも，いろいろと研究や論文の審査等の相談にのってくれたことに感謝しています。

　最後に，「あいつは何をやってるんだ？」といいつつも，経済的に支えてくださった両

親に感謝しつつ…（いいかげん学生はやめて借金返します）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年ﾌ月　込山敦司
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資料編

1.実験装置の性能

2.第1章　実験集計データ等

3,第2章　実験集計データ等

4.第3章　実験集計データ等

5.第4章　実験集計データ等

6.回答用紙等

7.実験装置図面
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付1　実験装置の概要

付1-1.実験装置１の概要

　本実験装置は，住宅・都市整備公団の委託により行われているｍ=順住宅研究開

発の一環として，「実大空間モデルによる体験的検証」のための実験装置として

計画創作された。スペックは，茶室程度の大きさから，LDK一一体型の空間として

十分な大きさまでカバーし，かつ天井高は二層吹き抜けを考慮したものとするこ

ととした（付図1.1，1.2，付表1.1）。照明は，天井面全面を乳白色のアクリルで

覆い，裏面から9本の蛍光灯で全面照明するように設計した。天井高の上下，及

び床面積の変化に対応するため調光可能で，床面での照度は，最低150（lx）確保す

るようになっている。

　なお，本装置を用いた実験は，第１章及び第２章である。装置は仮設的要素が

多く，若干操作に困難がみられた。そうした問題点は，次に示す新実験空間で改

善された。現在本実験装置は役割を終え，解体されている。
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一 一

部位

一

天井

一一

固定壁

調節壁

床

巾 木

巾木（改良）

－ 一 一

揚重装置

実験作業用装屠

殺差床
一

下地

仕上げ

その他

下地

仕上げ

付表1.1　実験装置1の仕様

仕様・仕上げ

軽量骸骨(ロー2.3×100×5()、ロー1.6×50×30)
■ J ■ ㎜ － ･

アクリル版ア3（乳白色）、下地（軽量数骨天井下地祠 ＠900）

格子縁-アクリル板押さえ（アルミL25×25、マジックテーブ付）
－ － － 一 一 ･

照明:9器（2ブロック点灯・訓光嵯能付蛍光灯

調光器：１器（NO21562）
－ 一 一

４０ＷＸ２

防塵兼蛍光灯反射シート（材質は遮光カーテンと同じ）

単管足場

一 一 一 一 一 一 ＝ ■ ･ - = ･ ｉ

一 一

NFD42034）

遮光力－テン（アスワン　ピオレAH1004-63　裏使用　ラミネート加工），出入口付き

寸法:5000×6000取･J付け方法：上剖胴締に釘打ち

　　　　　　　　　___……… 一 一 一 一

仕上げ　遮光カーテン〔固定植と同じ．マジックテープ付き・固定用アルミ榛収納袋付き〕

　　　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜■･■■■■

寸法：幅2700、3600、4500、5400各－、55QOX2、高さは全て4800

取り付け方法：天井格子緑とマジックテープを介して取･J外しをする

下地　　コンクリーﾄ仕上げの上合版ア5張り（一部根太組）
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適宜、枠組み足場、天井固定用治具等を設ける

　　　　　　一一土台：小型コンテナ542×362×301、積み徽ねによる
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一 一 一 一

(高さ1200まで300刻みで設定可)

仕上げ

仕上げ

床部分：コンビネーションパネル1800×900厚10
　　　　　　　一一一一
カーペット敷き（東リ　グレイ）一床に同じ

調節壁のスクリーンに同じ、 高さは1800まで
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付1-2.実験装置２の概要

　本実験装置は，実験装茫にの問題点を踏まえ，幾つかの改良と変更がなされて

いる。まず，実験装置１ではPCプラントエ場の内部に設置されていたが，実験

装置２では公団の環境工学館の内部に，装置のための空間を確保する形で設定さ

れている。また，実験装置１では壁がカーテンであったが，実験装置２ではスラ

イド式のパネルとなった。一方設定できる空間は，実験装置１よりも一回り小さ

いものとなった。また，一部であるが，口f勤式の床段差が設定可能となった（付

図□，1.4，1.5）。照明は，実験装置１と同様に調光可能なものとし，床面の照

度は最低200（lx）確保するように設計された。照明方法は，犬拝趨込型のスポット

照明とし，900×900のパネル１枚あたり，1～2個配置されている。

　なお本装置は，第３章，第４章の実験で用いられた。
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男平均値

分散
標準偏差

一
女平均値

分散

　　－

視力右

1.03

0.22

0.47
-

1.08
-
0.19

左

付表2.1　被験者の身長等

身長（ｍｍ）

02

16

40
-
06

19

1726

4199

　65
-
1600

椅子座位腰高

　　一一-

1249

1270

　　36

1180

　672

(理論値)

(ｍｍ)

椅子座位腰高は以下の

算定式に基づく。

He=0.55H-120+Hc

He:座位眼高

H:身長（mm）

Hc:椅子の高さ（mm）

　　Hc=420
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付5 実験集計データ等（第4章）
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2.933 2.737　0357 1

｣?鴛_

９!!_
≪.0001

-一一一一

　.0249

白

1

540.630「

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

付表5.1一閲

Sdlelfe : L･d,¶lgl白ncs

蝕里：カテゴリーしdiS!arsncl

有.睡水・：５％

ｉ日C，27C I

IR0，36C

18C.d5C

180.54C

‘a0.61n l

270,3SO i

270 450

270 540

270 630

36D 450

360 540

360.630

450.540

450､630

540､630

L,U

180 27□

180 360

180.45C

180,54口

1B□.63G

270.3SO

270,45C

270.54a

270630

360.450

360.540

36Q.630

j50.S40

450.630

5j0.630

平均値の差

- 一 一

－

一 一 －

｜

濃一個

d652

d.E52

4S52

　　p値

　.4367

　.6992

・.0nal

9989 1

棄却値

9176 1

Ｓ

ＩＳ

ＩＳ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

＿p儡

0581

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ
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一
一
一

こ
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
一
ド
レ
上
’
゛
’
ｉ
ｌ
ｌ
し
ー
レ
し
し
し
Ｊ
し
し
」
二
し
』
」
－
Ｌ
－
－
一
二
』
し
ト
’
七
言

四
】
｀
一
叢
一
一
」
一
」
一
一
一
Ｚ
Ｓ
Ｚ
Ｓ
国
尚

…
…
…

紆

ハ
ご
一
二
Ｊ
ｊ
’
・
・ 錨

」
｝
］
」
・
）

ヴ ｝

9.067 1

2.417

9.517 ！
一
IC,450 1

133a3 1

　-.650 1

に＿l!jo！

L＿･＿.7,3り！
5T3･;;'|

4652 j‘cooﾘs

4652 1，.cﾛollS

4､652

i.652 1 ，C008 1 S

●.SS2　..0001

4.652 1 ..a001

＝㎜㎜-㎜■●

4.652 1 ，ﾛﾛnl7100 4.652 1 .00011

８０３３ 4.652 ≪0001

10.967 4652 ≪0001

933 4652 9939

3867 1 4.652 1756

2933　4652 4903

BOnlelronL.I【】unn : L-dil白｢enca

一里:CHeighl

有意水準：５Ｓ

群2400.群2700

群2400､群3000

群2700.群3000

平均値の差

-1871 1 2366
－一一

　0581

-4.088　2366

-2217 1 2.366

（.0001

.0249
　--この畿内の捷倣は、次のp値書基－として比皺しています:p値・､o16ﾌ、

日onfarronυDunn : LJiNs陽ncs

効果:placa

有意水準：５Ｓ

平均値の差

　　　－083

棄却値
-
1580

一 一

RDnl●『yonijDunn : L411s哺nc●

仙薬：１チゴリーLJlnl,自ncl

有量水譜：５Ｓ

3.067 4.106 ・ ，0282

2.417 4.106　、0835

　9,517

　10450
－一一一一　13383

4.106　40001

４．１（拓I（0001

4106 ≪0001 1

・650 4.106 6412｀

6.450 4､106 ≪○○01

73831 41061（0001

10,317 1 4 106 1（o（XDII

7.100　4106 （0001

8.033 1 4.106 1 C0001
１０､％７ １ ４１０６ １４０００１

933 4.105 1 .5034 1

3867 1 4､106 1 .0057

2933 4106 1　0357 1
　　　　　　　　　　　　㎜㎜㎜■㎜･･■■■■■・　ａこの表内の吐教は．次のp値を基淮として比倣しています:�●..0C33.
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付6.質問用紙等

付6.1　教示文等（第１章）

　第１章の被験者への教示と実験に際しての注意は以ドの通り。

　※教示文：

　これから空間を体験し、天井高を比較する実験を行います。

　こちらが「はい」と介図したら、空間Ａに入って、部屋の中心にある校了･になるべく早く

　座って下さい。

　座ったのを確認すると同時に、こちらで時間を測り５秒たったら「はい」と介図をしま

　す。その合図が聞こえたら、すぐに空間Ａを出て下さい。

　その後､すぐに続けて空間Bに入って下さい｡同様に､部屋の中央の椅子に座って下さい。

　同様に時間を測りますので「はい」という合図を間いたら、出てきて下さい。

　出口の所で、「空間Ｂの天井高は、空間Ａの天井高と比べて、［高い・低い・同じ］」と書

　かれた紙を示しますので、声に出さず指で指して回答して下さい。

　※注意とお願い：

　この実験では､いろんな空間を体験してもらいます｡故意に正しい回答をしようとせずな

　るべく感じたままに回答して下さい。

　また､実験が全て終了するまで、自分の回答を他人に話したり、他人の回答を間いたりし

　ないで下さい。

被験者シート
　　冒・Ｓ：
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氏名・
一一一

穴？．学窓、学霖
一一

件￥

－－　－-－-

-霧●－‘　　　　＿．

喬畏　　　　＿＿_＿_

llLゴ覆二宮と＿＿

-‥_J聾

ELぐ!ｇＬｊＪ_．

・・●ｎ・．一間の･知C把握ｎこｌ曹・禰鶴です，

　ねj下のll・に旋い麗ｕ壱ligこ1まｌので.●7iのＳじたとうり|こ一一して下さい.

　1,空龍Arスり．柏？に癩a，

　2.空�咎－・一間休Ｍｌる．１「ハィ」とき厘zy一るまで休鎚し．偶|こでる）

　］.9随一こ輝血し．時子|こｓａ．

　１９輦･と同・に．空笥Rを一覧鈍間儲舗･する.（「ハィ」とき儒があるＩでＳ・し，男にでる）

　5,－賊l－でて，

　　　9S4∂1高さに比べて．９咄●乃・さが｛扁い一冊じ・甑い｝zyl.

　　　　　　　　　　　　　　声Lこ池ｓｌｃ．嘸で瞳して一宮曹ｌ．

一

＼

、　　　/

/

　　　｀x　　/(″

　　貫agｺ久り禁止　　収苓ぬ.t､め)

　　　／　Ｘ

　　　　　　　▲吏4･場所（PCブうントエ謁）入○

一注憲ｌ弓吟は、祁11●どうし.で回答しご罵－を誘ざａいでＴきい、（先入践恢Ｓ戈Ｑいごめ）

　　　百Ｑ乃こめ、ａ入り剱止ｘ域にはλら・いで｀Fさい．

付図6.1　第１章被験者シート
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付6.2　教示文等（第２章）

　※教示文（実験ト1及び実験2）

この実験では。基準空間である空間Ａと，比較空間である空間Ｂというニつの空間に入

り，それぞれの部屋の容積の大きさをつかんでいただきます｡まず,空間Ａを一定時間

体験します。部屋の中では自由に歩き回ったり座ったりしてかまいません。-一定時間の

後，こちらで「はい」と合図をしますから，すぐ空間Ａを出て，続けて空間Ｂに入って

下さい。空間Ｂを一定時間体験します。再び「はい」という合図が聞こえたら，外に出て

下さい。　こちらで，「空間Ａに比べて，空間Ｂの容積は［大きい／同じ／小さい］」と

●｡_l　lhttp://ｗｗw．－“.・　　’

害かれたボードをお見せします。声を出さずに、直感で指さして回答して下さい あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　㎜・■　　i　････-･～･ sd i w － ･･-ili二lwゝIL'v'n '乙へ1｢どちらがゆったり感じたか｣の回答用紙をお渡しします。すぐに回答して

，実験担当者6

　渡してＦさい。

　※教示文（実験1-2）:実験目｡同様に。空間Ａを体験し空間Ｂを体験します。その後，

空間Ａを100とした場合，空間Ｂがどのくらいの容積に感じられたかを，数値で回答して

いただきます。例えば，半分だったら50，2倍だったら200と回答します。

　※注意とお願い：

他の人に影響を与えるといけませんので，お互いに回答内容や空間について。実験が全

て終了するまで話さないようにお願いします。

なお，３章と４章は，１章と２章とほぼ同様なので，省略し質問用紙でかえる。

七
言
二
　
Ｉ
　

‘
　
　
　
　
’
ヽ
’
‘
　
　
　
　
　
　
　
’
一
　
“
　
　
　
・

-

■
■
　
■
■
一
■
｛
　
■
■
∇
■
幽
幽
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五回

１

問用紙 被験者N0. 氏名 実験日9月　日

ＡとＢの部屋の容積が同じだと感じるためには、下の①～③のどれにすればよいと思

いますか。印をつけてください。

①

②

③

Ｂの部屋の天井高をもっと高くする。

Ｂの部屋の天井高をもっと低くする。

２つの部屋は、天井高を変えても同じ容積には感じられない。

２．ＡとＢの部屋の印象についてお聞きします。

　　２っの部屋を比べて下の①～④の中で最も近いものに印をっけてください。

①

②

③

④

Ａの部屋の方がゆったりと感じた。

Ｂの部屋の方がゆったりと感じた。

２つとも同じ感じがした。

どちらともいえない。

　　　※備考　「Ａの部屋」は基準空間を、「Ｂの部屋」は比較空間を示

~~-
----

付回6.2　第2章質問用紙
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ビ

ぐ:

被験者NO.

ゆったりとした

圧迫感のある

のびのびとした

1.空間Aの方がゆったりとしている

2､空間Bの方がゆったりとしている

3.どちらもゆったりとしている

4.どちらもゆったりとしていない

1.空間Aの方が圧迫感がある

2.空間日の方が圧迫感がある

3.どちらも圧迫感がある

4.どちらも圧迫感がない　ー－－-一一･----･－－-‥　－

1.空間Aの方がのびのびとしている

2.空間Bの方がのびのびとしている

3.どちらものびのびとしている

4,どちらものびのびとしていない
　　　　　　　ｰ一一一一　‥-‥一一一一

付図6.3　第3章回答用紙

アンケーノ･

実験No.

被験者No.

1.圧迫感について、あてはまゐ方に○を付けてください。

　　　　　　　圧迫感がある　・　nE迫感がない

2.ゆりたり感について、あてはまる方に○を付けてください。

　　　　ゆりたりしている　・　ゆったりしていない

3.室空間について、あてはまる方に○を付けてください。

　　　　―つと感じろ　　　　　　　　二つと感じる

4.床段差について、あてはまる方に○を付けてください。

　　　　　　　|]障りである　・　LI障りでない

5.床段差について、あてはまる方に○を付けてください。

　　　　　座りたいと思う　・　座りたいと思わない

付図6.4 第4章回答用紙
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付7.1 実験装置図面 (実験装置1)
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